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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　お姫ひめ様の話をしようと思う。

　ぼくが子供の頃ころに読んだいくつかの童話の中では、お姫様というものは悪者に狙ねらわれたり、追いかけられたり、捕つかまったり、どこかに閉じこめられたりと、それはもうとにかくよくピンチに陥おちいっていた。

　幼少時代のぼくは、ただひたすらお姫様に同情していた気がする。弱いがゆえに困った状じよう況きようへ追い込まれてしまう人に、親近感すら抱いだいていた。理由は単純、ぼく自身がちょっと面めん倒どうな生おい立ちを抱かかえ、ドジで間ま抜ぬけで弱い性格で、日常的に窮きゆう地ちに瀕ひんすることが多かったからだ。もっとも、頼たよれる母親のおかげで、ほとんどの事態は大した問題に発展せずに済んでいた。

　発展したのは、高校に入学してからだ。

　童話の中ではお姫様の緊きん急きゆう事態には、王子様と呼ばれる存在が、もしくは英えい雄ゆう的異性が大たい抵てい駆かけつける。十中八九、その救い手は善意と勇気と素す晴ばらしい力をそなえていて、お姫様を鮮あざやかに助けてくれる。

　お姫様と、英雄的異性。

　恐おそらくはほぼ初対面のはずの男女が、物語の最後には結けつ婚こんというゴールに至る。お姫様が英雄に対してちょっとした礼状やお中元などで感謝を示し、その後は次し第だいに音信不通になりましたという結末は、あまりなかった気がする。おおよそふたりは結ばれる。それが、お姫様の定番で最高のハッピーエンドのようだった。

　人は助けたり助けてくれた相手に、好意を抱くものなのだろうか。子供の頃、ぼくは時々考えていた。それまでのぼくには、母親以外の誰だれかに助けられることも、誰かを好きになる経験も、全くなかった。だから何の予想もつかなかった。

　今からつい二週間ほど前、桜が満開だった頃。ぼくは実は地球人ではなく、とある異次元の出身者で、しかもその次元にある宮きゆう廷ていの第三王女だということが発覚した。王女だった。お姫様だった。そしてもう、今まで遭そう遇ぐうしたこともないようなピンチにさらされた。「ある意味仕方がない、お姫様なんだからピンチはつきものだよね」と納なつ得とくしてみせるには、ぼくはまだまだ人生経験が浅すぎた。よって大いに狼ろう狽ばいした。

　そんなぼくの危機に駆けつけたのは、ひとりの騎き士しだった。

　その騎士はとてもがさつで英雄的とは少々言い難がたく、善意と勇気もそれなりにそなえていたけれど、それよりも過か剰じようすぎる闘とう志しやら短気やら地球人離ばなれした力（これは当然かも。だってその騎士も地球人ではなく、異次元の出身者だったから）やらの方が、大いに目立っていた。性格には多少の難があるが、相手は一応異性だ。だけどぼくたちは事件解決後、別に結婚になど至っていない。ぼくは相変わらず地味な男装をして高校に通い、あいつは相変わらず自転車をかっ飛ばして、街の治安につとめている。定番なハッピーエンドはやって来なかったが、ぼくには特に不満はなかった。毎日は平へい穏おんで、人生は前よりも少しだけ軽くなった。

　ところが、新緑のまばゆいある日。お姫様だという理由から、再びぼくの足場が揺ゆれる事態が訪おとずれる。小さな揺れはやがて季節を超こえ、世界のつくりを変える大きな流れへと繫つながってゆく。

　そうしていずれ、ぼくは知ることになるのだ。

　この世界を。いろいろな人たちを。遥はるかな次元を。自分がこの場にいる意味を、自分が今何をすべきかを。何かと闘たたかい、何かを守る強さを。誰かを愛し、誰かを失う切なさを。

　お姫様と騎士の話の、結末を。







[image: ]







「ねえねえ吉よし乃の君、吉乃君の誕生日っていつ？　あ、そんなに警けい戒かいした顔しないでよね。単なるおちゃめな女子高生たちの、気になるクラスメイトへのウキウキした興味なんだから」

「そうよそうよ、軽く答えちゃってよ。へえ、三月三十日？　うんうん、吉乃君は三月って感じ。でもそれじゃ春休み中に誕生日が来ちゃったんじゃない。残念、もっと早く吉乃君と知り合えてたら、プレゼントをあげられたのに」

「私もあげたかったー。そこの下着売り場でさ、四月の初めくらいまで、桜模様のすっごい可愛かわいいトランクスが売ってたのよね」

「私もそれ見たー。吉乃君に絶対似合いそうだったよね。吉乃君ならブラも似合いそうだけど。──わ、赤くなった。吉乃君のそういうところ、下着の話題なんて恥はずかしくて駄だ目めっていう内気な女の子みたいで、やっぱり可愛いよね」

「可愛いけど、やっぱり闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね。話がずれたけど、ってことは吉乃君は牡お羊ひつじ座ざで……あっ、すごい。すごいよ、牡羊座はこの春から恋れん愛あい運うんが絶好調だって」

「『五月は押しの強い異性にモテモテで、困っちゃうような事態も』って書いてある。この雑誌の占うらないって、結構当たるらしいよね。いいなあ、モテモテで困ってる吉乃君、見てみたいー」

　両りよう隣どなりにいる同級生たちが、勝手なことを言って気ままにはしゃいでいる。揺れる制服のスカートに挟はさまれた吉乃聖ひじりは、愛あい想そ笑いの続行に尽じん力りよくしつつ、ブレザーの胸に通学用の鞄かばんを抱かかえ直す。

　場所は風かざ戸と里り駅近くにあるデパート。学校指定の懐かい中ちゆう時計を取り出して確かく認にんすると、時刻は間もなく午後四時三十分。五階フロアの三分の一を占しめる書店は、帰宅途と中ちゆうの学生や買い物のついでに立ち寄った主婦などで、軽い賑にぎわいを呈ていしている。しかし混雑は小規模、今日の日付は五月の連休を終えたばかりの平日で、デパート全体は通常の落ち着きを取り戻もどして安あん堵どに浸ひたっているようにも見える。

　聖の唯ゆい一いつの家族である母親は、四月の終わり頃ごろから、「端たん午ごの節句っていったら、柏かしわ餅もちよね。この前お店のお客さんから聞いたんだけど、柏は新しい芽が出ない間は古い葉を落とさないらしくって、家系が絶えないって意味で縁えん起ぎ物ものなんですって。ありがたいわよね。うちは聖ひとりっ子だし、結婚相手が見つかるかどうか難しい状じよう況きようだけど──まあ、聖にそういう格好させたのは私だから、ホントごめんねって感じなんだけど、柏餅を食べていればきっと何とかなるわ。聖に素す敵てきな人が現れるまで食べまくるわよ」と言い、『こどもの日フェア』中のデパートを頻ひん繁ぱんに訪れては、柏餅を買いこんで一日十五個近くを消化し始めた。そんな柏餅と戦うような勢いで食べていたらすぐに飽あきるんじゃないかと聖は思っていたが、母親はわりと粘ねばり、連休最終日に「もう柏餅のご利り益やくは得られたはず」とあんこまみれの唇くちびるでぼそりと呟つぶやくことで、ようやく終戦を宣言した。

　そして今朝は、「洋よう菓が子しが食べたくなったなあ。私はキャバクラ経営者なんだから、横文字の食べ物の方が似合うと思うの。だから夕飯のデザートに、聖の手作りのキャラメルプリンタルトが食べたい。ああ私は料理上手な子供がいて幸せ。聖、別に誰だれとも結けつ婚こんできなくてもいいんだからね、お母さんがずっと一いつ緒しよにいてあげるからね。あ、タルトは固めでね」と指定をしてきた。聖も四月の間は高校生活に慣れることや、母親には秘密だが、とある事件に巻きこまれて心の整理を余よ儀ぎなくされることやらで、趣しゆ味みの菓子作りをしている場合ではなかった。だがこの頃ごろはようやくいつものペースを取り戻し、久々に母親のリクエストに応こたえてあげようという気にもなった。よって聖が学校帰りにこのデパートを訪れた理由は、食料品売り場での買い物、それのみであった。

　しかしデパートの入り口で、聖と同じ県立風かざ戸と里り高校の制服を着た女子生徒、入いり江えと大おお竹たけに行き会ってしまった。聖は会え釈しやくだけして通り過ぎようとしたが、普ふ段だんから「吉乃君ってよく見ると可愛い顔をしていて体つきも華きや奢しやで声も全然低くないし、ショートカットの女の子に見えなくもないよね」と本人にも聞こえるほどの噂うわさで楽しげに盛り上がっているクラスメイトたちは、それを許してくれなかった。

　ふたりは「入学して一ヶ月が経たつというのに、吉乃君はいつもよそよそしい。ここはひとつ一緒にウインドーショッピングでもして、友好を深めよう」と一方的な提案をしてきた。聖はいつものように「せっかくのお誘さそいだけど、今日は用事があるので早く家に帰らないといけないんだ、ごめんね」と丁てい重ちように断ったが、入江と大竹が「五分だけつき合うのも駄目？」「せめて十分」「いやいや、十五分」「まだまだ、十八分」とわけのわからないオークション的な発言大会を始めてしまった。そして気がつけば、いつの間にか聖は二十分間クラスメイトにつき合うことになっており、書店での雑誌立ち読みという現在に至るわけである。

「でもさ、うちのクラスに押しの強い子なんて、いた？」

　入江が強い鼻息とともに尋たずねると、大竹は「いないね」と断固とした語気で返した。

「七組って、男子も女子もみんな比ひ較かく的おとなしめだもんね。不登校の子がひとりいるし、不良っぽいのは全然いないし」

「不良っていえば、六組にものすごいのがいるよね。一昔前の番長みたいなやつでさ。堀ほり木きとかいったっけ？」

「そうそう、堀木隆たか宏ひろのグループ。あの人たちって中学の時は真面目まじめでもの静かで、みんなで『自分探しがしたい』とか話しているような集まりだったのに、高校に入って何週間かで、思いっきりグレちゃったんだって。何があったのかな」

「よくある高校デビューってやつじゃない？　でも堀木のいる六組はいいけど、今度の球技会、うちのクラスは最下位になりそうだよね。──あ、でもその球技会で、試合中のボールの取り合いかなんかで、吉乃君が押しの強い異性にモテモテになるところを見られるかも」

「試合中じゃ男子同士じゃん。まあ、それはそれで個人的には結構面おも白しろそうだけど」

　きゃっはっはと、様々な話題を織りまぜて笑い合うクラスメイトの傍かたわら、聖は心の中で呟く。──球技会はいつもの体育と同じく仮け病びようで見学するので、出ません。試合中にもみくちゃになって何かあったら、それこそ困るんです。トランクスは穿はいていないけど、通つう販はんで買っている女性用下着を着けていることとか、ブラジャーはしていないけど、胸に布を巻いて形を誤ご魔ま化かしていることがバレたりしたら──。

　男子の制服を着ているだけで今はみんな簡単に騙だまされてくれているが、秘密の男装少女はいろいろと大変なのだ。聖は音を立てずにため息をつき、ブレザーの裾すそを引っ張って腰こしのくびれを隠かくす。本来ならばこんなふうに同級生に接近されて放課後を過ごすことだって、あってはならないことだった。数週間前の事件以降、他人に対する警けい戒かい心しんが少々ゆるんでいることは、聖も少しは自覚している。店のＢＧＭが聖を慰なぐさめるように、耳に優やさしく流れていった。

「男子っていえば、あれは？　先月だっけ、放課後にさ、校門のところで吉乃君を待ってた男子がいたじゃん」

　不意に入江がそんな発言をしたので、聖は慌あわててため息をのみこんだ。

「何かこう、背がすらっとしていてさ、顔もなかなかいいんだけど、変なでっかいハムスターみたいな動物を連れた妙みようなやつがいたよね」

「あー、いたいたいた」と、大竹が嬉うれしげに同意した。

「あれは結構押しが強そうな感じだね。わかった！　吉乃君、あの男子にモテモテになるんだ」

「まままままま、まさか！」

　聖は頰ほおをひきつらせ、首を大急ぎで横に振ふった。

「へ、変なこと言わないでよ、そんな、そんな、モテモテなんて……。そもそもあの人は、ぼくにとって異性じゃ……ない、し……」

　後半はつい弱々しい口調で否定する聖に、入江と大竹が揃そろって屈くつ託たくのない笑い声を上げ、「冗じよう談だんなのに、やっぱり吉乃君って可愛かわいいー」と手のひらを叩たたいた。

「でもあの男子、あれ以来見かけないよね」

　入江がふと真顔で言うと、大竹も「そうそう、私も気になってた」と大きく頷うなずいた。

「校内にいたら、相当目立ちそうなタイプなのにね。吉乃君、あれってどこのクラスの誰なの？　今度私たちにも紹しよう介かいしてよ」

『単なるおちゃめな興味』からか、女子生徒二名は聖の顔を覗のぞきこみ、無む邪じや気きに瞳ひとみを輝かがやかせてくる。聖が返答に窮きゆうし、制服の内側で冷や汗あせを滲にじませた時だった。

　人の悲鳴が響ひびき、聖は反射的に振り返る。目に飛びこんできた景色の中に、風戸里高校のスクールセーターを着た人ひと影かげがいた。

　すらりとした体型で顔もなかなか端たん整せい、だがしかし、肩かたに猫ねこサイズの巨きよ大だいなハムスターを載のせた妙な少年が。




　無造作に伸のびた前まえ髪がみと首元のネクタイが、大きく揺ゆれていた。制服ズボンに包まれた長い脚あしは、フロア中の空気を蹴け散ちらすほどの速さで動いていた。ここ数日、爽さわやかな晴天が続いているというのに、少年は右手に透とう明めいのビニール傘がさを握にぎりしめている──何かの武器のごとく。肩にいる謎なぞの生物は可愛らしい口を忙せわしなく開閉し、「ダッシュダッシュ超ちようダッシュ、ネバーエンディング猛もうダッシュ、それがあなたの人生ぃー」という変な歌を口ずさんでいた。

　全力疾しつ走そう中の少年の前で、またひとり猛ダッシュ状態の男性がいた。宝石売り場の店員用制服を身に着けているが、顔に張りつけているのは営業スマイルではなく、必死の形相。男性はけたたましい悲鳴を上げて、少年から逃にげようとしていた。

　ふたりは書店の向かい側にある宝石売り場から飛び出して、謎の追いかけっこを開始したばかりのようだった。陳ちん列れつ棚だなが倒たおされて、煌きらびやかなネックレスが床ゆかに散る。指輪を選んでいたらしい若いカップルは、店員と少年に立て続けにはね飛ばされて、仲よく悲鳴を上げる。聖の横ではクラスメイトが、「あの男子、今話していた吉乃君の知りあいだよね！」と興奮気味に叫さけんだ。

「どうして店員を追いかけてるのよ？　万引きでもして追われているならわかるけど──」

　同級生の言葉を遮さえぎるように、スクールセーターの少年が「待ちやがれ、異次元犯罪者」と怒ど鳴なる。とんでもない呼び方をされた店員が、書店の中へと駆かけこんでくる。一帯の空気が一いつ瞬しゆんにして張り詰つめ、客の連れていた赤ん坊ぼうが泣き出した。

　逃げる店員は、書棚の間の狭せまい通路を巧たくみに走り抜ぬけ、少年との距きよ離りを開こうとしていた。だが少年の方も、曲がり角や壁かべとの衝しよう突とつを鮮あざやかに回かい避ひし、全くスピードをゆるめない。店員が参考書や図ず鑑かんを撒まき散らす。少年が文庫の山を飛び越こえる。物と騒そう音おんをばらまきながら、ぎりぎり先を行く店員が聖たちのいる雑誌コーナーへ突とつ進しんしてきた。

　入江と大竹、そして他の客が、反射的に棚に身を寄せ通路を空けた。啞あ然ぜんとなっていた聖も、他人より遅おくれながら、あたふたと雑誌棚にすがりつく。聖の真横を店員が血走った目で通り過ぎ、「ちくしょう、派は遣けん騎き士しめ」と忌いま々いましげに口走る声が、聖の耳をつく。店員は辞典コーナーの商品へ手を伸ばした。

　厚めの本が両手に一冊ずつ摑つかみ取られた。古語辞典と漢和辞典、聖も先月買った高校推すい薦せん図書だ。店員が床を激しく鳴らして急ブレーキをかけ、通路の方へ振り返る。両手の辞典を叩き合わせて何かを叫ぶが、赤ん坊の泣き声に邪じや魔まされて、聖にはよく聞き取れない。そして次の瞬間、辞典から強い灰色の光が発せられ、その場にいた全すべての人の目を炙あぶった。光の中で、知識の塊かたまりであった書物がぼろりと輪りん郭かくを崩くずし、金属片へんの小山に変わる。一片が指ほどの長さがある、小さくも鋭えい利りに尖とがった刃はの山に。

　誰だれかが驚おどろきの声を発する暇ひまはなかった。店員は大量の金属片を、立て続けに少年の方へ投げ始めた。しかしコントロールが悪いのか、刃の群れは全て雑誌コーナーの方へ──聖や他ほかの客がいる方向に飛んでくる。

「伏ふせろ！」

　よく通る声がそう命じた。ほぼ同時に、棚を無数の刃が突つき刺さす連続音が響いた。聖の周辺にいた人々が声を上げ、一いつ斉せいにその場へしゃがみこむ。聖は竦すくみ上がってしまったせいと、単純に運動神経が鈍にぶいせいで、またひとりだけ取り残されていた。

「伏せろって言っただろうが、ばかたれ！」

　真後ろで怒鳴り声が響き、肩を震ふるわせた時には、聖は後頭部を摑まれて、とんでもなく乱暴な力で床に倒されていた。額と床がぶつかり合い、網もう膜まくに星が散る。痛い。聖が唸うなりながら顔を上げると、背筋の真っ直すぐ伸びた誰かの後ろ姿が見えた。聖の前に立ったスクールセーターの人影は、一体どんな運動神経をしているのか、ビニール傘を野球のバットのように振り回し、飛んでくる金属片を全て天てん井じようへ弾はじき返していた。

「聖、ぎりぎりセーフでよかったね」

　少年の肩の上から、ハムスター似の生命体が話しかけてきた。首に巻かれたおしゃれなスカーフが、ふわりと軽かろやかになびいた。

「直なお哉やが助けるのがもうちょっと遅おそかったら、またこの間みたいに制服が破れてドキドキなことになってたかもね。でもぽろりな感じって、葉は村むらは好きだけどね。フォンダンショコラとかさ、温めて食べると中からチョコが出てくるじゃない。あれは素す晴ばらしい演出だよね」

　聖の返答を待たずに、巨きよ大だいハムスターを載せた少年が走り出す。金属片の在庫が尽つきたのか、店員が逃げたのだ。聖はよろけながらも起き上がり、少年の後を追う。まわりの同級生や客は、みんなまだ低い姿勢で凍こおりついていた。

　店員は書店を抜け、その先にあるエスカレーターを駆け降りているところだった。いつの間に手を回したのか、エスカレーターの手前にある防火用扉とびらが、音を立てながら半分以上閉じている。聖の先を行く少年は、まだ扉の手前を走っていた。

　しかし少年は、完全に閉じようとしている扉に向かって更さらにスピードを上げていく。聖が見つめる綺き麗れいな背筋には、止まろうだとか避よけようだとか、引き返して別の道を探そうだとか、そんな姿勢は微み塵じんも見当たらない。

　ただ一直線に走りながら、少年がビニール傘を構えて、不思議な言葉を唱えた。

「天てん使し列れつ『宝ほう剣けん』、螺ら旋せん回かい帰き」

　少年の手元から閃せん光こうが溢あふれ、フロア中を満たす。店員が出した時の腐ふ敗はい色とは違ちがう、純白の輝かがやきだった。

　光の粒つぶが渦うずを巻き、少年のビニール傘を包みこんでゆく。白く輝く大きな曲線の中、粒りゆう子しがぶつかり合い、和音に似た響ひびきが奏かなでられる。ビニール傘の輪郭が揺らいで──全く別の物質へ変わる。光がやんだ時に少年が握っていたものは、銀色の刀身が美しいひと振ふりの長剣だ。

「おれの前に立ちはだかるな！」

　中世ヨーロッパの戦場で使われていたような武器を掲かかげ、少年が扉に斬きりかかる。たった一いち撃げきで、ぶ厚い防火扉はまっぷたつに裂さけてしまう。扉の破は片へんが飛び散る中に、少年は更なる速さで飛びこんでいく。

　あっ、と聖が声を上げた時にはもう、少年は跳とんでいた。エスカレーターを無視し、重力を味方につけ、下の階へと一気に飛び降りる。気配に気づいたのか、店員が振り返って目を見開く。残っていたらしい金属片を投げつけるが、遅すぎた。少年が空中で剣を振り、凶きよう器きを遥はるか彼方かなたへ弾はじき飛ばし、店員の顔を目がけて足を伸のばす。ぼがっ、という音が聞こえ、見事すぎるドロップキックを決められて、異次元犯罪者と呼ばれた店員はあっさり転てん倒とうした。

　静せい寂じやくが戻もどった。聖の耳に、店内のＢＧＭもゆったりと返ってきた。エスカレーターの手前で茫ぼう然ぜんと佇たたずむ聖を、階下の少年が見上げてくる。均整の取れたスリムなシルエット、右の肩かたに巨大ハムスター、左の肩に輝く長剣。空調で髪かみが無造作に揺ゆれ、瞳ひとみに宿る光は少しくらいの距離があっても、聖のもとまで充じゆう分ぶん届く強さだ。

　騎士のような武器を持ち、実際に犯罪者からもその名めい称しようで呼ばれていた少年は、打った額をさすっている聖を見て、口元に不敵な笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ドジ王女」

　聖は網膜に残る星の残像に向かい、これのどこがモテモテなのと、尋たずねてみたかった。







　地球と呼ばれるこの惑わく星せい。言い方を変えればこの世界。あるいは、次元。多くの人は気づいていないというが、この次元の外には別の世界が存在している。

　そのひとつに、天てん箱そう園えんという名の次元がある。

　地球と天箱園、ふたつの次元の間には、数百年も昔に天箱園側から通り道が開かれた。道の数は五十四。使われた技術は天箱園人の特とく殊しゆ能力。主な目的は、戦いくさの多い天箱園から、民たみが安住の地を求めて別の次元へ移住するため。実際今こん日にちに至るまで、地球には少なからずの天箱園人が流れこんでいる。もちろん地球側には無許可で。そんな天箱園からの流る民みんは、逃とう箱そう者しやと呼ばれている。

　地球人が人それぞれであるように、逃箱者の人生にも、様々な形がある。別の次元での生活に溶とけこみ、ほとんど地球人と変わらない生活を送って幸せになる者。自棄やけになったのか、あるいは異次元で毒の一花を咲さかせたいと願ったのか、犯罪に走り地球側に被ひ害がいを及およぼす者。

　天箱園を治める王は、民の次元外逃とう亡ぼうを黙もく認にんしているものの、他次元での犯罪までは放置できないと考え、策をとる。誉ほまれ高き王の軍から一部隊を地球に遣つかわし、駐ちゆう在ざいさせ、逃とう箱そう者しやの取り締しまりをさせる。宮きゆう廷てい騎き士し団『空くう明めい祈き覇は』第五部隊『護ご彗すい星せい』、そこに所属し異次元で働く騎士は、地球派は遣けん騎士と称しようされる。

　吉よし乃の聖ひじりが十五年間生まれ育った風かざ戸と里り市、この平へい凡ぼんな地方都市にも次元の道が通り、多くの逃箱者が暮らし、派遣騎士が日々治安維い持じに努めている。そんな事実を聖が知ったのは、今からほんの数週間前だ。

　自分が天箱園の王女だという真実を突つきつけられたのもその時で、ひとりの派遣騎士と巡めぐり会い（正確にいうならば、赤ん坊ぼうの頃ころ以来の再会であるが）、救われたのも同じ時。

　全すべてが動き出したのは、その春の日。







「そんなわけで聖、ちょっとお久しぶりだね。たまに道ですれ違って、挨あい拶さつすることはあったけどね。聖は相変わらず男装していても可愛かわいらしさが味み噌そ汁しるにおける出汁だしのごとく滲しみ出ていて、いい感じだね。こうして並んで歩けて、葉は村むらは一男子としてとても胸が躍おどるよ。聖は元気だった？」

　自転車の前カゴの中に収まっている猫ねこサイズのハムスターが、聖に向かって盛さかんに口を開いて人間言語を発している。西からのまだ淡あわい夕日に照らされて、奇き妙みような生命体と古びた赤い自転車、サドルの後ろに差してあるビニール傘がさが、柔やわらかな色に彩いろどられている。聖はデパートを背にし、自宅に向かって舗ほ道どうを歩いているところだった。
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「おかげさまで、元気だったよ」

　鞄かばんを抱かかえ直し、聖は巨大ハムスターに笑えみを返す。鞄の中で自宅の鍵かぎが揺れたが、その音が、何となく聖の胸をくすぐる。

「葉村も、相変わらずいっぱい食べてるの？」

「うーん、最近はちょっといろいろ忙いそがしくてね、あんまり食べられていないかな……」

　途と端たんに声こわ色いろを悲しげにして、白と茶色の毛皮で覆おおわれた生き物がヒゲを下げる。聖は目をしばたたき、首を傾かしげた。

　この愛あい玩がん動物に似た生命体の正式名称は、天てん箱そう園えん産の准じゆん哺ほ乳にゆう類るい型がた煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き０３０１葉は村むら崎ざき開発タイプ──略して葉村、という。異次元の開発物である煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの役割は、肉体を失った魂たましいの一時保管だと、聖は以前に聞いた。葉村の場合は、天箱園でしか生まれない空飛ぶ白馬──凜りん馬まの魂をいれている。凜馬はとても高貴で美しく、どんな生き物よりも速く天を翔かける。だがその魂は非常に大食いで、特にプリンをはじめとする地球の菓か子し類が大好きであるという性質を、たとえ数週間ぶりでも聖は忘れていない。

「たまには加減すりゃちょうどいいんだ、この糖類過か剰じよう摂せつ取しゆ生物め」

　聖の隣となりで自転車を押すスクールセーターの少年が、大きく鼻を鳴らした。

「葉村が菓子を食ってはしゃいで喚わめくたびに、周囲の温度が軽く二、三度上がる。絶食して地球の温暖化に歯止めをかけて、他次元環かん境きよう調査委員会から賞状でももらえ」

「何さ、直哉だって自転車を漕こいでる時に激しく漕ぎすぎて、タイヤから煙けむり出す時あるじゃん」と、葉村がカゴの中から前まえ脚あしを振り上げた。

「あれは排はい気きガスのレベルだね、もはや環境汚お染せんで立派な公害だね。地球派遣騎士が地球を破は壊かいしてどうするのさ。そのうち他次元環境調査委員会からクレームが来ても葉村は知らないよ。……クレーム……クレームブリュレが食べたい！　一口で愛と癒いやしを与あたえてくれるスイーツの重要性を理解していない直哉のばか！　不ふ感かん症しよう！　甲か斐い性しようなしのださださ薄はつ給きゆう騎士！」

　スクールセーターを腕うでまくりし、少年が巨きよ大だいハムスターを引っぱたく。聖と同じ風かざ戸と里り高校の制服を着ているが、決して学生ではない。少年の職業は地球派遣騎士──異次元である天てん箱そう園えんから来た騎士だ。果か月づき直哉という少年の氏名も外見も、異次元どころか日本国外の雰ふん囲い気きすら感じさせないが、天箱園におけるものの名前や人間の見た目、言語や法律、はたまた一いつ般ぱん常識等は、偶ぐう然ぜんにも地球の日本と似通った部分が非常に多いらしい。

　果月直哉がいつも制服を着ている理由は、学生の格好は街に溶けこみやすくて仕事がしやすいという利点がひとつと、別の意味がもうひとつ。後者の理由にからみ、何年か前に地球人に交ざって高校受験をし、風戸里高での学がく籍せきを取得したが、一度も登校していないので留年続きだという。今年度の所属は一年七組であり、偶然にも聖と同じクラスで、席は何と隣となり同どう士し。もちろんクラスメイトのほとんどは、入学式から一度も現れない不登校生徒が、異次元から派遣された騎士であるなどとは、夢にも思っていないはずだ。

「……相変わらず、仲がよさそうだね」

　巨大ハムスターと前歯を剝むきあって、ぎゃあぎゃあ騒さわいでいる騎き士しの傍かたわらで、聖はそっと微笑ほほえむ。少し見上げる位置に、直哉の顎あごの線がある。それが以前近くで見た時よりも、ほんの少しだけシャープになっている気がした。相変わらず仕事も忙しいんだろうなと、聖は足を運びながら考える。今直哉が聖と並んで自転車を押しているのも、同じ方向に派遣騎士の詰つめ所である『要よう塞さい』があるからだ。

　仕事。そう、派遣騎士の職務は何においても異次元人の取り締しまりであり、聖のいたデパートに直哉と葉村が居合わせたのも仕事が理由であると、聖は先ほど聞いたばかりだった。

　デパートで直哉が追いかけていた店員の素す性じようは、言うまでもなく天箱園からの流る民みん、逃とう箱そう者しや。あの男性は、次元間宝石商という職業で生計を立てていたらしい。天箱園では、地球上で宝石と判断される鉱物とそっくりな物質が格安で手に入るそうで、次元間宝石商はその偽にせ宝石を地球へ持ちこみ、金銭に替かえるという。たとえば見た目は完かん璧ぺきなダイヤモンドがあり、地球の鑑かん定てい士しを通しても成分に違ちがいは見当たらないが、その正体は、天箱園で大量の埃ほこりが極きよく端たんに硬こう質しつ化した屑くず滓かす苔こけ塵ちりとか呼ばれる無価値の塊かたまりだったりする。それを地球人相手にダイヤモンドだと言い切って売る。要するに詐さ欺ぎだ。

　直哉が数分前に天箱園へ強制送そう還かんした宝石商は、ご丁てい寧ねいにもデパート店員の属性がある命めい壇だんを買い、自分で仕入れから在庫補ほ充じゆう、販はん売ばいまでこなして稼かせいでいたという。命壇とは、世界に存在するものならば誰だれもが足あし下もとに持っている不可視の円状物質のことで、そこには個人の情報や他者へ与あたえる基本的な認にん識しきなどが、全すべて記録されている。他人の命壇を譲ゆずり受ければ、姿形や性格が全く似つかなくても、周囲にはその者と認識させることができる──他人になれてしまうのだ。

　つまりは地球人の命めい壇だんを付加すれば、異次元人でも地球上で確実な立ち位置が保証されることになり、地球での就職や通学、地球人との結けつ婚こん問題までもが一気に容易となる。命壇売買は逃とう箱そう者しや互ご助じよ組織でも認められた一大商業であり、居場所を得ることで救われている者も少なくないそうだが、命壇の悪用は立派な違い法ほう。聖も自分が第三王女夕ゆう凪なぎであるという事実が発覚した時、姫ひめ君ぎみとしての居場所を欲ほつする者に命壇を狙ねらわれた。

　あの時は本当に大変だったなあと、聖は緑に色づいた街路樹を見上げて、回想する。葉村を最初に見て啞あ然ぜんとしたことや、超ちよう絶ぜつ美少女騎士から異次元の説明を事務的にされて困こん惑わくしたこと、追っ手に追いつめられて泣いてしまった時に直哉に抱だきしめられたこと、更さらには聖が土ど壇たん場ばで直哉に向けて放った恥はずかしさ大だい爆ばく発はつな発言も、ついでに思い出した。動どう揺ようした聖は舗ほ道どうの窪くぼみに気づかずに、思いきり躓つまずいた。

「うぎゃっ」とよろけた聖の肘ひじに、誰かの長い指が触ふれる。片方の手を伸のばして聖を摑つかみ止めた直哉は、夕日の中で呆あきれたように目を細め、一言言った。

「間ま抜ぬけ」

「……ごめん……」

「お前さっきも、犯罪者の飛び道具を避よけられなかっただろう。反射神経が鈍にぶいなら、危険時には天てん使し列れつで咄とつ嗟さに盾たてを展開するくらいの習慣を、つけといたらどうだ」

「む、無茶苦茶なこと、言わないでよ。ぼくの能力がどのくらいか、君なら知ってるじゃないか。この間使った力だって、まぐれみたいなもんだし……」

　聖は体勢を立て直しながら、肘にかかる感かん触しよくに心しん拍ぱくを高鳴らせる。

　天使列。それは天箱園の人間が持つ特とく殊しゆ能力の総そう称しようだ。遺伝によって受け継つがれ、婚こん姻いんによって変化する力の保有者の数は、天箱園人全体の約二割。基本としては万ばん物ぶつを構成する要素に働きかけることで、様々な奇き跡せきを起こす。引いた血によって現象の規模や得意分野は異なるが、小さな力なら物質の変形、大きなものでは世界を作り変える。果月直哉がビニール傘がさを長ちよう剣けんに変えたのも、天使列の一種『宝ほう剣けん』だ。

　そして先ほどデパートを去る際、直哉は『複ふく写しや復ふく元げん』という天使列も使っている。『複写復元』は地球上の物質の修復と、三十分以内の時間と記き憶おくの巻き戻もどしを可能とする。簡単にいうならば、ある事件を「なかったこと」にすることができる。現在の時刻は午後四時十分、聖が同級生たちと書店で立ち読みをしていた時間から、約二十分間遡さかのぼっている。金属片へんで穿うがたれた書店の棚たなや、剣で壊こわされた防ぼう火か扉とびらはすでにもと通りになっているし、クラスメイトの入いり江えと大おお竹たけは記憶と立ち位置を二十分前に戻されて、今いま頃ごろはデパートの入り口でウインドーショッピングの相談でもしているはずだ。『複写復元』の効力は地球人にしか及およばないため、聖や直哉や葉村は影えい響きようを受けずに、こうして並んで歩いている。

「……そりゃ、君みたいに天使列を使いこなせたら、便利かなあって思うよ」

　指先で前まえ髪がみの乱れを直し、聖は言った。

「それに、ぼくの『代だい天てん照しよう』が時間制限なしで完璧に発動できたら、君の鎧よろいや葉村の姿を完全にもとに戻せるかもしれない。でも徹てつ夜やで特訓してもらっても、発動現象は一分しか保もたなかったんだ。ぼくには多分、天使列のセンスや才能がない気がするよ……」

「センスとか才能なんか、関係あるか。お前の中にある力なんだから、お前が望めば使えるに決まってる」

　直哉が聖から手を離はなし、再度自転車を両手で押す。隣となりを歩きながら、聖は直哉に気づかれないように小さく苦く笑しようする。この騎士は本当に、時々羨うらやましくなるほど考え方も強い。

「じゃあさじゃあさ、また直哉に天使列の使い方を教えてもらえば？」

　葉村が両前まえ脚あしでカゴの縁ふちを握にぎり、聖に向かって丸い瞳ひとみを輝かがやかせてきた。

「この間教わった方法は、言ってみれば、一いち夜や漬づけの付け焼き刃ばだったわけでしょう？　あのやり方であれ以上成長しろって言われても、難しいと思うんだよね。だから天使列の基き礎そから、みっちりしっかり直哉に講習してもらうの。学校が終わってから放課後とかにさ。塾じゆくみたいで楽しそうだと思うんだけど、聖、どう？」

「え……で、でも」

　聖はいつぞやの「徹夜でスパルタ」の厳しさを思い出し、喉のどを鳴らす。しかし葉村は上じよう機き嫌げんでヒゲを動かした。

「うんうん、葉村ながら名案だと思うよ。もし荒あら星ぼし王子がまた聖のことを強ごう引いんに迎むかえに来たら、前以上に強い天使列で脅おどかしてやった方がいいでしょ。それに聖、あの派手派手きらぴか第一王子に『この次元で、何かひとつでも自分のできることを見つけてみる』って啖たん呵か切ってやったじゃない。天使列が役立つかどうかはわからなくても、持ってる力は伸ばしておいて損はないと、葉村も思うよ」

「そうかもしれない、けど……」

　聖は言葉を切り、直哉の顔にそっと視線を移す。

　天使列をうまく扱あつかえるようになれば、確かにいろいろな利点がある。聖自身、今より強くなれるのは確実だろう。まあ、今隣を歩いている騎き士しに並ぶレベルになるのは、かなり難しいとしても。

　だが直哉に派は遣けん騎士の仕事をしながら、天使列の指導している暇ひまなんてあるのだろうか。あったとしても、聖に時間を割さくのはいやだと思うかもしれない。躊躇ためらう聖の視線を葉村は勘かん違ちがいしたのか、「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」と前脚を気楽に振ふってみせる。

「講習っていったって、授業料なんてとらないよ。派遣騎士は副業が禁じられてるからね。津つ島しま領りよう長ちようのラーメン屋は特例中の超ちよう特例だけど」

「そうじゃなくてね、葉村……」

「直哉のことだって恐こわがらなくても平気だよ。強気なふりして、うっかり傷つきやすくて脆もろいところもあるんだから。講習中にいじめられそうになったら、『初任給いくらだったの』とか『銀行口座に今いくら貯たまってるの』とか言ってやりな。泣くから」

　直哉が高速で腕うでを振り、葉村が「はむぎゃん」と鳴く。鼻息で前髪を揺ゆらすと、異次元の騎士は聖に視線を動かして言った。

「お前にその気があるなら、教えてやる」

「……いい、の？」

「普ふ通つう、天使列は子供の頃に親族から基礎を教わって、応用を望むなら習得機関に通うもんだけど、お前の場合は状じよう況きようが特殊だからな。異い母ぼ兄けいだからって成金第一王子になんか頼たのんだら、宮きゆう殿でんが建つくらいの謝礼を絶対請せい求きゆうされるし、天てん箱そう園えんへ転校するわけにもいかないだろう。お前の生まれのことは、まだおふくろさんには話してないんだよな？」

　直哉に問われ、聖は無言で顎あごを引く。地球上での聖の母親──血の繫つながりが一いつ切さいない養母は、いまだに聖のことを実の子供と信じきって扶ふ養ようし、無む償しようの愛を注いでくれている。いつか本当のことを話さなければとは思っているものの、さすがに聖もまだ覚かく悟ごが決まっていない。

　聖の反応を直哉は大して気にした様子もなく、ひとつ頷うなずき返して自転車のベルを弾はじいた。

「わかった。明日の放課後から、『要よう塞さい』に来い。お前に用事がある時は無理に来ないでいいし、おれの方に事件が入ったら中断しちまうけど、お前んちの晩飯が始まるくらいの時間まで、教えてやる」

「わーい、やったー！」と、葉村がカゴの中で跳ちよう躍やくした。

「よかったね聖。春はもう終わるけど、聖の中では終わらないかもよ。今日から葉村のことは『小こ粋いきなキューピッド葉村』って呼んでもいいからね」

「よくわからないけど、ありがとう……。じゃあ、放課後から夕飯の時間までお願いしま……あっ、ゆっ、夕飯！」

　聖は鞄かばんだけを抱かかえた手の中を見た後、あたふたと来た道を振り返った。

「ぼく、夕飯の買い物のためにデパートに行ったんだっけ……あうう、すっかり忘れて帰るところだった……」

「間ま抜ぬけ」とまた直哉が呆あきれ顔で感想を口にするが、葉村の方はなぜか、つぶらな瞳から怪あやしげな光を発し始めた。

「夕飯？　夕飯って、あの夕飯？　聖の夕飯、今日は何なの？　できるだけ詳くわしい描びよう写しやで情感たっぷりに葉村に教えてよ」

「え、ええと……」

　食に対する葉村の執しゆう着ちやく心しんが遠えん慮りよなく強いのは、今日に始まったことではないが、聖は軽く気け圧おされながら答える。

「オムライス……茄子なすとチーズのオムライスと、コンソメスープと、シーフードのサラダ、かな……」

「すごい、一流レストランみたいじゃない」

「すごくないよ、ぼくが作るから味だって別に──」

「すすすごい、聖ってご飯が作れるんだね、コックだね板前だね料理長だね。もしかしてお菓か子しとかも作れちゃうの？」

「まあ、一応は……。デザートに、キャラメルプリンタルトを作る予定だし……」

「キャラメルプリンタルトー！」

　葉村が街中に響ひびき渡わたるほどの大声を放った。舗ほ道どうを行く通行人がびくっと肩かたを震ふるわせて、散歩中の犬があちこちで唸うなり、電線の上でカラスが警けい戒かい的に鳴き出す。葉村はほとんど目を潤うるませて、小さな前まえ脚あしを必死に聖の方へ差し伸のべてきた。

「聖、ねえ聖。聖のこと、好きになってもいい？　愛してもいい？　いっそのこと葉村と結けつ婚こんしよう？　葉村、聖を絶対幸せにするから。煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き仲間にも紹しよう介かいするよ。仲人なこうどは鳩はと山やまさんっていう先せん輩ぱいに頼もうね。あ、でも鳩山さんは仲人よりも教会で飛ばす鳩の方が適任かもね、見た目が鳩だから。じゃあ直哉の同どう僚りよう騎士の佐さ藤とうさんに頼もうか。佐藤さんは地球人女性と結婚した人だから、先輩夫婦になるね。でもあまり参考にしたくないかもね、毎日奥さんと三つ子の娘むすめさんとペットのメス犬に扱こき使われてるからね。葉村は掃そう除じと洗せん濯たくを月に一回くらいちゃんと手伝うよ。だから聖、毎日葉村にご飯と愛と希望と未来とアミノ酸を──」

「いい加減にしろ、食い物の権ごん化げ！」

　直哉が葉村を思いきりカゴの中へ押しこむ。苦々しいその表情が、聖には怒おこっているようにも、疲つかれているようにも見えた。

「じゃあな聖、気をつけて帰れよ、また明日」

　スクールセーターの騎士が口早に言い、自転車のサドルに跨またがる。直哉は夕日に向かってペダルを漕こぎ出したが、カゴの中で葉村が暴れているせいか、ふらふらとタイヤが揺れて進路は真っ直すぐに定まらない。しかしやがて葉村の「プリン……プリン……プーリーーンーーー」という悲しげな叫さけびも遠ざかってゆき、赤い自転車は平和な街並みの中に消えてしまった。

　風が吹ふき、舗道の木々が瑞みず々みずしく葉を揺らす。道の真ん中で、聖は三度まばたきを繰くり返す。また明日。明日もまた、あの派は遣けん騎き士しに会える。

　胸の心しん拍ぱくがいつまで経たっても静まらないのは、なぜだろう。







　その日の夕飯とデザートは、聖の中ではわりとうまくできた方であり、母親も大層喜んでくれた。

　タルトはワンホール作った。余ったら、明日『要塞』に行く時の手て土産みやげにしてみようかと、聖は考えた。そうしてかすかだが、心を多少躍おどらせている自分を意識した。

　考えてみれば、放課後に誰だれかの家を訪問するなんて、初めてだ。小学校も中学校も、聖の放課後はいつもひとりきり。時々は今日のように買い物をしたり、図書館などに立ち寄ることはあったが、誰かと一いつ緒しよなんてあり得ない。友だちの家に行く予定や、逆に自分のマンションにクラスメイトを呼ぶ約束をすることもなく、授業が終わればただ淡たん々たんと家を目指した。寂さびしくなかったといえば噓うそになるが、交遊の末にうっかり男装を知られることを思えば、ひとりを望むしかなかった。

　だからだろうか。明日からの天使列の講習は、どちらかといえば楽しみかもしれないと、少し思う。

　だけど行くのは「友だち」の「家」ではなく派遣騎士の詰つめ所しよだなあとか、でも直哉は『要塞』で寝ね泊とまりしてるんだよねとか、『要塞』は今も片づいていない感じなんだろうかとか、やっぱり直哉はあの古びたソファで寝ねているのだろうか等々、ごちゃごちゃと思考を巡めぐらせているうちに、デザートは母親が全すべて食べ尽つくしてしまった。
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　昨日に引き続き、翌日の空も爽さわやかなまでの快晴となった。

　天気予報では気象予報士が「梅雨つゆ入りまで雨は絶対に降りません」と豪ごう快かいな意見を述べ、母親は紫し外がい線せん対策がどうのこうのと騒さわぎ出す。吉よし乃の聖ひじりはいつも通りに学校へ行き、いつも通りの授業を消化した。いつもと違ちがうのは、明日から三日間にわたって開かい催さいされる球技会に備えて、学校全体が午後の授業を一時間短縮したことだった。

　日が傾かたむき始める前に放課後を迎むかえた校内は、いつも以上に賑にぎわい始めた。あるクラスは練習試合にいとまを惜おしまず、別のクラスは応おう援えん歌かのリハーサルに余念がない。校庭全面が、体育委員によって綺き麗れいにライン分けされていく。聖の所属する一年七組では、一部の男子生徒が「優勝はあり得ないけど、下から二、三番目には入ろう」と半はん端ぱなやる気を見せ、サッカーボールを抱かかえて教室を出て行った。

　聖は予定していた通り、体育教師へ仮け病びようの診しん断だん書しよを提出し、全日の見学許可をもらった。

　体育教師は親切にも「今週はずっと晴れて暑くなるそうだから、見学ならプールで水球を見るといい。プールサイドは涼すずしいし、水球は燃えるぞお」と言ってくれた。風かざ戸と里り高校の球技会では珍めずらしく水球も取り入れているが、聖の知識では正式な水球は確か、それなりの深さがあるプールで行うはずだ。普ふ通つう科か高校の標準プールが舞ぶ台たいの水球は、恐おそらく「もどき」がつくべきものになるはずだが、それでも種目に選ばれたのは、体育教師の個人的好みからだろうと思われた。

　明日に向けて明らかに心と筋肉を弾はずませている教師に会え釈しやくをし、聖は職員室を出た。段ボール箱を抱えた体育委員が廊ろう下かを走り、階段の下では、不良グループがヤンキー座りで何かの作戦を練っている。これから『要塞』を訪おとずれることを思うと、廊下を進む聖の足取りも、自然と軽くなってしまう。結局手土産は何も持たないことにしたが、遊びに行くわけではないので失礼にはならないだろうと、自分ひとりで結論をまとめる。そもそもあの派遣騎士はきっと、礼れい儀ぎとか常識だとかはあまり気にしないはずだ。

　そうして昇しよう降こう口に至った時、聖はクラスの靴くつ箱ばこの前で、一匹ぴきの犬に出くわした。

　黒い毛並みの犬は二本の後ろ脚あしだけで完かん璧ぺきに直立しており、立てた上半身には科学者風の白衣をまとっていた。腋わき、というか、右前脚の下に学生鞄かばんを抱え、左前脚で靴箱から出したローファーを持つ犬は、聖を見ると、鼻をひくひくと動かす。

「お、『生きていた第三王女』。今日も一日地球人の生活、お疲れさんだわん」

「は、はい、お疲れさまです、ええと……乾いぬいさん、も……」

「乾じゃないっつの。俺は准じゆん哺ほ乳にゆう類るい型がた煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き０７０８犬いぬ養かい田だ開発タイプ、略して犬いぬ養かい。乾は型番０７０７で毛並みが白い方だって、この前も話したっつの」

　黒い犬が偉えらそうに鼻息を吐はき、聖は「すみません」とブレザーの肩かたを縮める。柴しば犬いぬに酷こく似じした外見をしていても、この生物は葉は村むらと同じく煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き。首につけた革かわ製せい首輪は飼い犬の証あかしではなく、魂たましいが入っているしるし。葉村が名目上は「派は遣けん騎き士しの補ほ佐さ」として地球で働いているように、犬養は命めい壇だん売買業者の事業所に勤務している。

「しっかしあれだわん、半月近くも女子高生のふりを続けるのは、さすがに疲つかれるわん。しかもこの命めい壇だんのもとの持ち主、人気者の優等生だったみたいだから、下手なことはできないし」

　白衣の肩を回して面めん倒どうくさげに言う犬養の横を、一年七組の女子生徒が通り過ぎる。女子生徒は二足歩行の犬を見ても眉まゆひとつ動かさず、聖と犬養に対して「吉乃君、栗田さん、バイバイ」と手を振ふった。犬養は瞬しゆん間かん的に口角を愛あい想そよく上げ、「またねー、山田さぁん」と女子高生っぽい声を出し、手と尻尾しつぽを振り返す。

「……お仕事、大変そうですね」

　聖が言うと、クラスメイトの背を見送った犬養は真顔になって、「本当、大変だわん」と尻尾を下げた。

　四月に聖の身に及およんだ事件の末に、同級生の栗くり田た露つゆ美みは天てん箱そう園えんへ強制送そう還かんされた。幼い頃ころに逃とう箱そう者しやになった栗田は、地球人の命めい壇だんを買って地球人の家庭に入りこみ、平へい凡ぼんな高校生活を送っていた──事件を起こすまでは。栗田の正体が異次元人で、半月前には本来の次元へ帰されてもう地球には存在しないなどとは、家族や友人は冗じよう談だんにも想像していないだろう。かといって真相を知らせて不用意に騒がれる事態も、地球上の逃箱者を管かん轄かつする互ご助じよ組織にとっては、決して望ましくない。

　そこで互助組織承しよう認にんの命めい壇だん売買業者が後処理を任され、この犬養の出番となった。犬養は事件以降、栗田が地球上で使用していた命壇のコピーを自分に付け、風戸里高校や栗田の家で過ごしているそうだ。「栗田はもう地球にいない」という決定的な真相を知っている聖には何の効果もないが、事実を知らない他者は、命壇のせいで犬養を栗田と認識してしまう。たとえその外見が二足歩行の喋しやべる妙みような犬であって、小綺麗だった女子高生と全く似ていなくても、他者は何の疑問もなく栗田露美と思ってしまう。犬養が「栗田らしい言動」を演技すればするほど、まわりは余計に「ここにいるのは今まで通りの栗田」だと思いこむ。命壇の属性と認識効果を利用した現象だった。

「この命壇に新しい買い手がつけば、栗田露美の居場所の穴も埋うまって、こっちも営業の仕事に戻もどれるんだけど……」

　犬養が靴に足を入れ、つま先を床ゆかに打ちつけながら言った。

「まあ半月も経たったし、そろそろ『栗田露美は自分の意思で失しつ踪そうした』っていう芝しば居いに移行するつもりだわん。学校は徐じよ々じよに休みがちになっていく方向で、手始めに明日からの球技会は、まるまるサボるわん。だから教師に何か聞かれても、第三王女も知らないふりをしていてほしいわん」

「わかりました……。でも栗田さんってかなり社交的に過ごしていたから、いなくなったらみんなびっくりするでしょうね……」

　聖が呟つぶやくと、犬養が「だから、そこは業者の演技の腕うでの見せどころだわん」とまた尻尾を振る。開け放たれた昇降口の扉とびらの先から、放送委員が屋外用マイクのチェックをしている声が、のんきに響ひびいてくる。

「品行方正な属性だから、親と喧けん嘩かをして突とつ然ぜん家出するようなのはまずいだろうけどわん。妥だ当とうなのは、思春期の地球人少女っぽく自分探しの旅に出たとか、真しん剣けんに愛し合う恋こい人びとと駆かけ落ちしたとか──」

　そこでなぜか犬養は言葉を切ると、左右に視線を動かした後、聖の方へずいっと顔を突つき出してきた。

「……あんた、俺らの仲間で『台だい城しろさんと暴風騎士ができれば破局してくれたら嬉うれしいね委員会』だったよわん？」

「勝手に入れないで下さい、そんな変な会……」

　無意識に頰ほおへほんのりと熱を集めつつ、聖はぼそぼそと否定する。「暴風騎士」というのは犬養たちが果か月づき直なお哉やの噂うわさをする時の呼び名で、「台城さん」は直哉と同じく風戸里『要よう塞さい』勤務の派遣騎士、台城湖こ子このことだ。あの美少女騎士を崇すう拝はいする犬型煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは、直哉と湖子が恋人同士であると疑い、日常的に心を揺ゆらしているらしい。

「あんたから見てどうわん？　最近のあのふたり」

　犬養が更さらに聖に顔を近づけて、小声で尋たずねてくる。人間でいうならば、内密な話のために顔を寄せているような体勢なのだろうが、犬養の鼻先が脇わき腹ばらに当たってくすぐったい。聖は犬養から上半身を反らし、問い返した。

「どうって、どういう、意味ですか」

「だからー、何か進展した気配がないかとか、婚こん姻いん届とどけを出しそうな雰ふん囲い気きはあるかとか」

「し、知りませんよ、そんなこと。大体ぼくはあの事件の後、湖子さんにはほとんど会っていないし……」

「へえー、俺なんか昨日の夕方、駅前ですれ違ちがっちゃったぜ。いいよなあ、あのつややかな長い髪かみからほのかに漂ただようシャンプーの香かおり。思い出しただけで、ご飯が三杯ばいくらい食べられそうだわん」

「……よかったですね」

「そういや商店街では、あの暴風騎士も見かけたわん。何だか電信柱の陰かげで蹲うずくまってたけど、体調でも悪いのかね」

「……え？」

「でも十秒後に立ち上がって『負けるもんかー』とか叫さけんでたから、地面の蟻ありに喧嘩を売ってただけかもしれないけど。いつも血気盛さかんで羨うらやましいわん、あの暴風騎き士しは」

　犬養はあくまで気楽そうな口調でまとめて、聖の前から歩き始めた。

「それじゃあまたな、第三王女。王女が命めい壇だんを売るわけにはいかないと思うけど、属性文字でもいじりたくなったら、いつでも言ってわん。安くしとくわん」

　そう言って、白衣の犬は二本脚あしで昇しよう降こう口を出て行った。

　同じ方向を歩いていた女子のグループが「露美、一いつ緒しよにケーキ食べていかない？」と誘さそうと、犬養はかん高い声で「ごめーん、あたし最近ビーフジャーキーの食べすぎで肉球がブニブニしてきたから、また今度ぉ」と返していた。







　午後三時を過ぎて、太陽が光の色を変え始めても、風は充じゆう分ぶんに暖かい。もうそろそろ冬服もお休みになるなあと、聖はまだ真新しいブレザーの襟えりを引っ張る。毎年制服が衣ころも替がえを迎むかえると、薄うす着ぎになることによって、男装少女の苦労はそれなりに増す。例年であればこんな気候は、夏服に向けての緊きん張ちようを促うながされるものだが、今は別の意味で胸むな元もとが落ち着かない。

　高校から徒歩十数分、高こう架か沿いの細長い土地に立つ、ひょろ長い三階建てのビル。風戸里駅間近という立地条件は悪くないが、おしゃれとは程ほど遠とおい古びた灰色の外がい壁へきを、聖は見上げる。

　二階に見える茶色い扉の向こう側が、風戸里『要塞』。物々しい名めい称しようだが、甲かつ冑ちゆうの軍隊が緊きん迫ぱくして待機していることもなければ、物ぶつ騒そうな武器庫も特に存在しない。家具と備品と書類と騎士に雑然と埋うもれた、小規模の会社か事務所のような空気が満ちていることも、聖は知っている。それでもこの場所はやはり、日常と非日常の境目──文字通り、地球と異次元の境界に当たる地だ。聖は音を立てずに深呼吸をしてから、錆さびの浮ういた外階段を上のぼっていった。

　近くで見ると、二階の扉の表面は、以前と変わらず傷や窪くぼみで覆おおわれていた。換かん気きのためか、通路側にある窓が薄く開かれている。曇くもりガラスの向こうに黄ばんだ色の照明が点ともっていたが、物音や人の声は聞こえない。聖は扉の前に立ち、高架を通り過ぎる電車の音を一度聞き届けてから、扉の横にあるチャイムを押した。

　ぴんぽん、と、よくある音色の電子音が鳴り、すぐに人の声が短く返ってくる。聖は胸の前で鞄かばんを抱かかえ直し、前髪を手早く整えた。だが扉を開けて現れたのは、聖の知らない男性だった。

「あ……」

　てっきり強気な派は遣けん騎士が顔を出すと思っていた聖は、久々に「初対面の人間に対する警けい戒かい態勢」を発動させてしまい、肩かたと頰に力を込こめた。

　長めの腕で扉を開けたのは、三十代前半と思われる青年だった。背が高く、身長百五十八センチの聖と比べれば、頭ひとつ分以上高いところに目線がある。ひとつに束ねた髪の毛が背中まで流れ、引き締しまった全身をまとめているのは黒のタートルネックと同色の革かわズボン。首から下げた鎖くさりは写真の入るロケットを吊つるしていたが、色は輝かがやきの落ちたシルバーだった。

　長身で黒ずくめ、しかし威い圧あつ感かんや陰いん性せいな気配を全く感じさせないのは、三十センチほど上からこちらに向けられる、穏おだやかな微び笑しようと眼まな差ざしのせいだろうか。視線と同様に優やさしげな声で、男性は聖に話しかけてきた。

「吉乃聖さんですね」

「え……」

「次元間新聞の写真で見た通り、可愛かわいらしい方ですね。第三王おう妃ひ若わか葉ば様が宮きゆう廷ていに入られたばかりの頃ころを、思い出します」

「あのう……」

「あ、失礼しました。先月の事件の時は、僕の勤務時間の関係で、直接お会いできなかったんですよね。風戸里『要よう塞さい』所属の派遣騎士で、佐さ藤とう氷ひ雨さめといいます」

　丁てい寧ねいに会え釈しやくをする男性に、聖は「ああー」と叫んでしまう。佐藤氷雨──「佐藤さん」。直哉や葉村の会話によく登場する、同どう僚りよう騎士だ。

　地球で結けつ婚こんをし、相手の女性は天てん使し列れつを持たない生粋きつすいの地球人なのに、非常に強くて大変だとか。

　逃とう箱そう者しやの犯罪に巻きこまれた地球人被ひ害がい者しやへの説明のために、『気をつけよう、みんなのとなりの異次元人』とかいう低年ねん齢れい向けな紙かみ芝しば居いを作っただとか。
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　最近娘むすめが口をきいてくれないらしく、夜勤の間、飲んでいた酒を涙なみだで薄めたとか。

「は、初めまして、吉乃聖です。ええと、ええと、お噂うわさはかねがね……」

　聖も慌あわてて腰こしを折ると、佐藤は穏おん和わに微笑ほほえみ返し、扉とびらの先を手のひらで示した。

「どうぞ、入って下さい。今日から『要塞』で天使列の訓練をすることは、聞いています」

「直哉は──」と言いかけたところで、呼び捨ての親しすぎる響ひびきに自分自身で大いにおののき、聖は高速で首を振ふる。

「い、いいえ、あの、か──果か月づき一級騎士は、いらっしゃるんでございましょうか」

「普ふ通つうに話して平気ですよ、聖さん」

　目め尻じりに明朗な皺しわを刻み、佐藤が答えた。

「僕も湖こ子こさんの提案に賛同して、あなたが地球にいる間は身分をいたずらに吹ふい聴ちようしないため、露ろ骨こつな敬意や本名で呼ぶことは、できるだけ控ひかえるようにしますから」

「そ、それは、ありがとうございますです……」

「直哉君は午後の市内パトロールに出ていますけど、もうすぐ戻もどってくると思いますよ。お茶でも飲みながら、待っていて下さい」

　言われて聖は初めて気づいたが、扉の先に置かれた傘かさ立たてにビニール傘の透とう明めい感かんは存在せず、二階の通路にも赤い自転車は見当たらなかった。

　聖は少し躊ちゆう躇ちよした後、佐藤を見上げて尋たずねた。

「あの……直哉は、元気でしたか？」

「あれ、昨日会ったばかりじゃないんですか？　『夕日の中を久しぶりに聖と肩を並べて歩いて、青春小説風なワンショットに葉村ドキドキスプリング』って、葉村が昨日飛び跳はねながら言っていましたけど」

　首を傾かしげる佐藤に、聖は「そ、そうなんですけど」と軽く狼ろう狽ばいしつつ、続ける。

「昨夜とか今日とか、急に体調が悪くなったりしていませんでしたか？　その……内臓……とか……」

　果月直哉は天てん箱そう園えんの宮廷勤務時代に、第三王妃若葉親子を内乱から守るため、臓器損傷の大おお怪け我がを負った過去がある。幸いにも、王妃親子の亡命先である地球で移植手術を受け、一命は取り留めた。だが複雑な処置のせいで体内均きん衡こうが崩くずれ、肉体は正常に年齢を重ねられなくなった。更さらに移植に使われた臓器が地球人のものだったことにより、その体は天箱園の大気環かん境きように適応不可能となって、二度と故郷に帰れないという未来も担になわされてしまった。

　直哉は聖のせいではないときっぱり言ったが、聖にしてみれば、やはり責任を感じてしまう。

「──大だい丈じよう夫ぶですよ」

　俯うつむきかけた聖に、佐藤は膝ひざを曲げて視線を近づけ、静かに頷うなずいてみせた。

「昨日も今日も、天使列『全ぜん休きゆう符ふ』が使用されたような事態は、起きていません。起きたとしても、『凜りん馬まの系けい譜ふ』はそんなに弱くない。同僚の僕が保証します。直哉君はいつも通り、元気にパトロールに出かけました」

「そうですか……」

　肩かたから力を抜ぬく聖に、佐藤が柔やわらかく微笑み、入室を再度促うながす。聖は何となく恥はずかしくなって、そそくさと『要塞』へ入った。

　佐藤は扉を閉めた後、流し台に続く別室へ歩きながら言った。

「奥に座っていて下さいね。ついさっき湖こ子こさんが備品の買い出しに出たところで、紅茶しかないんですけど、嫌きらいじゃないですか？」

「あ、お構いなく……」

「構いますよ。『要塞』に無害なお客さんが来るなんて、めったにないんですから」

　穏和に言葉と足を運んで佐藤が別室へ消え、聖はそっと息を吐はき出す。初対面の人はいつでも緊きん張ちようするが、相手がすでに聖の性別や正体を知っていることは、だいぶ気分を和やわらげてくれる。少なくともその人の前では、自分を偽いつわる必要がないのだから。

　食器らしきものが出し入れされる音を耳にしながら、聖は視線を周囲に巡めぐらせてみた。レトロな振り子時計、四角い室内に素っ気ない事務机と棚たな、そして古びたソファ。乾かわいた空気の質感も含ふくめて、全すべてが以前訪おとずれた時と変わらない。『要塞』領りよう長ちよう津つ島しまの姿はやはりないが、きっと今日もラーメン屋を繁はん盛じようさせているのだろう。聖は本格的に頰ほおを綻ほころばせ、壁かべ際ぎわの応接椅い子すに腰を下ろした。

　程ほどなくして、佐藤も別室から戻ってきた。お盆ぼんの持ち方から、テーブルへ湯気の漂ただようティーカップを移す手つきまで、全てが危なげなく手慣れている感じがする。派は遣けん騎き士しが喫きつ茶さ店てんのアルバイトをするはずはないから、自宅でたくさん家事をしているのかなあと、聖はつい無ぶ遠えん慮りよに推測してしまう。ティーカップの中の紅茶は濃こすぎず薄うすすぎず、綺き麗れいな色をしていた。

「ニュースで聞きましたが、聖さん、荒あら星ぼし殿でん下かに『今まで自分を育はぐくんでくれた次元に恩返しをするまでは、天てん箱そう園えんに帰らない』と言ったとか」

　佐さ藤とうがテーブルの横に立ったまま、子供の偉い業ぎようを褒ほめる保育士のごとく、深く頷いた。

「まだ若いのに、素す晴ばらしい心がけですね」

「い、いいえ、言っただけで、具体的なことはまだ何もしていませんし……」

　あたふたと手を振り、聖は肩を縮こまらせる。

「実は何をしたらいいのかも、全然見当がついていなくて……。それでとりあえず、何かに役立つかもしれないって葉村に言われて、天使列の訓練も始めるだけなんです」

「『審しん錫じやくの系譜』と、『陽よう后ぐの系譜』の血ですからね」

「へ……？」

「聖さんが受け継ついでいる、天使列の呼こ称しようですよ。『審しん錫じやく』は代々王族が引く血、『陽よう后ぐ』は若葉様の一族の能力です」

　お盆を腋わきの下に挟はさんで佐藤が言うので、聖はつい感かん嘆たんの息を漏もらした。

「ぼくにも、直哉みたいに『ナントカの系譜』って名前がついているんですね……。ちょっと照れくさいような、嬉うれしいような……」

「よかったですね」と、佐藤が優やさしく微笑み、言葉を継ぐ。

「『陽よう后ぐ』は珍めずらしい種類の天使列を使いこなす一族で、若葉様の宮きゆう廷てい入り前は、世界の表おもて舞ぶ台たいにあまり出てこなかったといわれています。若葉様ももともとは、隠かくれ里ざとのようなところに住んでいらっしゃったそうですよ。宮廷からの調査が進む前に里が滅ほろんでしまって、詳くわしいことは今も謎なぞのままのようですが」

「そうなんですか……。ぼく、生みの親なのに第三王おう妃ひのことをほとんど知らないんですけど、佐藤さんは──」

　聖の問いに、佐藤は「昔、とてもお世話になりました」と目を細めた。

「若葉様も、ご自分の不確定な遺伝要素に関しては、時々悩なやんでいらっしゃいましたよ。何かの役に立つのかどうか、と。王族が受け継ぐ『審しん錫じやく』の天使列は、在あ琉る架か神しんの代行たる証しよう拠こで、直哉君の『凜りん馬まの系譜』は天空を支配し、湖子さんの『誉よ腕わんの系譜』は大地を統とう率そつする──そんなふうに、『陽よう后ぐ』にも何か特別な役割があるのかもしれません。聖さんがそれを証明すれば、きっと若葉様も喜ばれるんじゃないでしょうか」

「な、何だか、緊張してきました……」

「大丈夫ですよ。ほんの少しでも動き出して止まらずにいれば、いずれは必ず目的地に着くものです。頑がん張ばって下さいね。……で、申し訳ないんですが──」

　佐藤がゆるやかに眉まゆを下げ、後方にある事務机の方に目をやった。

「僕もこのまま、聖さんといろいろお話をしたいところなんですが、仕事を片づけてしまってもいいでしょうか？　昨日聖さんもデパートで遭そう遇ぐうした次元間宝石商の報告書、四時までに天てん箱そう園えんへ送信しないとならないんですよ」

「あ、どうぞ。お仕事中にお邪じや魔まして、すみません」

「いえいえ、ちっともお邪魔じゃありません。お茶、飲んでいて下さいね」

　朗ほがらかに笑い、佐藤がテーブルを離はなれた。聖はそっとティーカップに口をつけたが、紅茶の香かおりと味は聖が判断する限り、こんな雑然とした『要よう塞さい』で飲めるとは思えないほど、完かん璧ぺきだった。上品で物もの腰ごしの柔らかい騎士がいたり、生まれた時にがさつと粗そ野やの妖よう精せいから祝福を受けたような騎士もいたり、派遣騎士にもいろいろなタイプがいるものだと思う。そしてふと考える。果月直哉は長ちよう剣けんを、台だい城しろ湖子は槍やりを使う。上手に紅茶を淹いれる騎士は、穏おん和わな顔をしていてもやはり、何かの武器を握にぎるのだろうか。

　紅茶の湯気越ごしに、聖はちらりと佐藤に視線をやった。部屋の中央に寄せられた複数の事務机のうち、佐藤は適度に片づけられた机についていた。右手のボールペンは滞とどこおりなく動き、書類を押さえる左手の薬指には、シンプルな形をした銀色の指輪が光っている。結けつ婚こん指輪だなあと、聖はぼんやり考える。

　異次元から来た騎士と、地球在住女性の結婚。地球上で正式に手続きを踏ふむのは、一見して不可能そうな組み合わせだ。だが異次元人でも命めい壇だんを利用すれば、婚こん姻いん届とどけやら住宅購こう入にゆうなどにおける書類やらも、うまくパスできると聞く。一番手っ取り早いのは命壇を地球人のものにまるごと買い換かえることだが、そこまでせずとも属性文字を多少いじるだけで、普ふ通つうの地球人と同じように手続きができてしまう。受け取り側の役所等に「こちらは疑いようもない地球人」だという認にん識しきを確実に与あたえることができれば、逃とう箱そう者しや互ご助じよ組織発行の偽ぎ造ぞう戸こ籍せきや身分証明書もうまく作用して、問題は起きないらしい。果月直哉もそうやって、風かざ戸と里り高校を受験したと言っていた。

　しかしそこまでして地球で所帯を持った佐藤は、天てん箱そう園えんを捨てた一いつ般ぱん逃箱者ではなく、任務でこの次元に駐ちゆう在ざいしているだけの派遣騎士。派遣騎士は任期を終えれば天箱園へ戻もどるものだが、佐藤はその時が来たら、どうするつもりなのだろう。家族を連れて行くことは絶対に不可能だ。それとも、直哉のような肉体的な問題はなさそうだが、佐藤には天箱園へ戻れない事情が何かあるのだろうか。

「……あ」

　そこで、聖と佐藤の目が合った。顔だけこちらに向けた佐藤はにっこり笑い、聖もつられて愛あい想そ笑いを返した。佐藤はまた書類作業に戻り、聖は急いでティーカップを持ち上げ、紅茶と息を同時にのみ下す。

　自分だったら他人に無遠慮に眺ながめられてあれこれ勝手に想像されたら、恥はずかしすぎて遠くへ逃にげ出すところだ。大人な反応だなあと、聖は感心しながら肺の空気を入れ換える。実際、年ねん齢れい的にも佐藤は大人であり、若くして出産した聖の養母と同じくらいの年だろう。もしお父さんが生きていたら、こういう男の人がいつも家の中にいる感じなのかなと、聖はまたひとりで想像を歩ませる。

　父親──聖にとって血の繫つながった父は、まだ顔も見たことがない天箱園の第百五代国王万ばん緑りよくだ。よって十五年前に行方ゆくえ不明になり、死亡したとされている父親──養母の昔の恋こい人びとは、聖には赤の他人になる。だがその男性と吉よし乃の恵え理りの間に子供が生まれた事実は、聖にとっては他人ひと事ごとではない。吉乃恵理の赤ん坊ぼうは、不ふ憫びんにも生まれてすぐに息を引き取ってしまった。吉乃恵理が気づかないうちに、第三王女夕凪は本当の赤ん坊とすり替かえられた。そうすることで、他ほかの逃箱者のように命壇売買を挟はさまずとも、聖は地球上での居場所を手にすることができた。

　その子がいなければ自分は「吉乃聖」にはなれなかっただろうし、あるいは地球でどこにも居場所を見つけられずに、第三王妃ともども行き倒だおれていた可能性もある。そう思うと、母親に、そして亡なき父親と赤ん坊に、聖は感謝と謝罪を深く含ふくんだ感情を抱いだかずにはいられなくなる。

「……は」

　そこでまた、佐藤と目が合った。聖は大急ぎで笑顔えがおを作ろうとしたが、佐藤はペンを離すと、机の縁ふちに置いてある写真立てを手に取った。

「聖さん、さっきからこちらばかり見ていますけど……ひょっとしてこれが気になります？」

　勘かん違ちがいをしているらしい佐藤は、プラスチック製の写真立てを聖に見せてきた。写真にはどこかの庭を背景にして、大人と子供の五人連れが写っていた。右みぎ端はしにいるのが佐藤で、左端では佐藤と同年代ほどの女性が、毛足の長い犬を抱いて笑っていた。ふたりの間には小学校低学年ほどの女の子が三人並んでいたが、女の子たちの身長やピースサインを突つき出す姿勢、髪かみ型がたや服装、そして明るい笑顔の全すべてが、まるでコピーされたかのように同じだった。

「わあ、三つ子ですか？　可愛かわいいですねえ。そういえば、佐藤さんのお子さんは三つ子だって聞きました。じゃあこの人たちはご家族……」

　聖が言い終える前に、佐藤は「そうなんですよー」と勢いよく返し、写真立てにびしっと頰ほおをすり寄せた。

「可愛いでしょう？　妻の咲さき子こと飼い犬のマリーちゃんと、右から朝あさ佳かと昼ひる美みと夜よる奈なって名前なんですけど、何ていうかもう、ラブリーなんですよとにかく。でもね、勤務中は家族の顔を思い出すと仕事にならないから、なるべく思い出さないようにしようと思ったこともありましたけど、やめました。だってこんなにプリティーなんですもん。今日の夕飯は昼休みに料理雑誌でチェックした特製カレーの予定なんだけど、喜んでくれるかなーるんるん」

　息を継つぐ暇ひまもなく捲まくし立てた佐藤は、よだれを垂らさんばかりに表情を崩くずし、写真立てへ頰ずりを続けた。表面のプラスチックが軽くヒビ割れる音が聞こえた気もするが、佐藤はあまり気にしていない。先ほどまでの大人で穏和な青年騎き士しの面おも影かげは、どこにもなかった。聖が気力で声を絞しぼり出し、「……いいお父さんですね……」と感想を告げると、佐藤は恍こう惚こつに近い表情で「とんでもなーい」とハイテンションに首を振ふりまくった。

「どこの親だってそんなもんですよー。僕はひとりの父親として一派は遣けん騎士として、気合い入れて地球を守るって決めてるだけですからー。任期なんか過ぎちゃってもずっと地球に残って家族の幸せを見守るのですー。違い法ほう逃とう箱そう者しやが罪も汚けがれもない地球の子供たちを毒どく牙がにかけようとしたら、もう絶対粛しゆく正せい粛正粛正。何だか最近うちの子たちを繁ひん頻ぱんに遊びに誘さそうという風かざ戸と里り東小学校一年二組男子七番島しま本もと君も、絶対粛正粛正粛正……」

「あ、あの、佐藤さん……」

「そうだ聖さん、この写真も次元特定遺産級によく撮とれていますが、もっと超ちよう弩ど級きゆう可か憐れん写真があるんです。僕が常に首から下げているこのロケットの中に。見ます？　見たら鼻血が出ますよ絶対に。出ないような人は粛正ですけどね僕的に」

「あ、あのう、報告書の方は、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……」

「あ、四時までに送信しないとならないんでしたっけね」

　佐藤は表情と口調を瞬しゆん間かん的にまともに戻すと、聖へ大人の笑みを見せた。

「どうもありがとうございます。『時間を守る子はよい子』と、僕もよく子供に言っているんですが、つい。さすが聖さんは王族の生まれですね、しっかりしてらっしゃいます」

「それほどでも……」

　聖は額に浮ういた汗あせを拭ぬぐった。ちょっと変わった人だが、楽しく地球で暮らしているのは素す晴ばらしいことだよねと、聖は自分の考えに頷うなずくことにした。

「それにしても昨日の宝石商、ずいぶん多くの人を騙だましていたみたいですね。大事な贈おくり物に天てん箱そう園えんの屑くず石いしを買わされた人もいるみたいで、お気の毒ですよ」

　聖が喉のどを紅茶で潤うるおしている間に、時々親おや馬ば鹿か騎士は作業を終えたらしい。佐藤は席を立ち、壁かべ際ぎわに設置された小型ファックスの方へ移動していった。佐藤に操作され、低い振しん動どう音を上げる家電を見つめ、聖はぽつりと呟つぶやく。

「前も見ましたけど、ファックスとか電話とか、天てん箱そう園えんへ普ふ通つうに通じるんですねえ……」

「そうですね。昔は、次元の道を通しての郵送が主流だったそうですが、地球の科学技術を代だい替たいする天使列が発達してからは、いろいろなことができるようになりましたね」

　デスクワーク後のストレッチか、佐藤が腕うでを軽く回しながら答えた。

「ニュースの放送も天箱園と時差がありませんし、派遣騎士の給料も現地の通貨にきっちり換かん金きんされて、次元間銀行へ毎月十日に振り込まれます。便利なものですよ」

　そこで『要よう塞さい』玄げん関かんの扉とびらが、軋きしみながら開かれた。人ひと影かげがひとつ、午後の蜂はち蜜みつ色をした陽光を引きずりながら、重い足取りで入ってくる。佐藤が恐おそらくストレッチとは違う意味で首を傾かしげ、聖も目をしばたたく。

　スクールセーターと制服ズボンを着た派遣騎士、果月直哉が帰ってきた。顔に途と轍てつもなく元気のない表情を張りつけて。







「………………ただいま」

　普ふ段だんの千分の一くらい小さく弱いその声を聖が聞き取れたのは、聴ちよう覚かくが優すぐれていたというよりも、単なる奇き跡せきだろう。直哉はビニール傘がさを引きずりながら、ふらふらと玄関を抜ぬけてきた。

　完全に落とされた肩かたの上、葉村は冬とう眠みんでも始めたかのように、背筋をぎゅっと丸めていた。啞あ然ぜんとする聖の前を、直哉は冷蔵庫や資料棚だなに体をごんごんぶつけながら、通り過ぎていく。やがて佐藤の斜ななめ前の席に辿たどり着くと、直哉はビニール傘を手放して椅い子すに座り、事務机へ上半身を投げ出した。全く整せい頓とんされていない机から、バインダーやらペン立てやらが床ゆかに零こぼれて傘を埋うめる。葉村は騎士の肩から机に滑すべり落ち、空いた場所にひっくり返ると、白い腹を見せてか細く「はむり……」と鳴いた。

「な、ななな、何があったの!?」

　ティーカップを持ったまま、聖は椅子から腰こしをはね上げる。直哉が真っ直すぐ大おお股またに闊かつ歩ぽしないなんて、葉村が静かだなんて、何かの冗じよう談だんとしか思えなかった。手を震ふるわせる聖に、直哉は投げ出した腕の向こう側から、黒目だけを動かしてきた。騎士の体に外傷は見当たらなかったが、目の光と全身から発せられるオーラは、冗談でも芝しば居いでもなく、本気で衰すい弱じやくしているようだった。

「…………おう、聖。……別に、何もない。この街は、今日も平和だ」

「で、でも、君……」

「……悪いんだけど、約束した天使列の講習、あと十分くらい待ってくれるか……。そしたら、張り切って始める、か……ら……」

　それだけ言って力ちから尽つきたのか、直哉がぱたりと目ま蓋ぶたを閉とざす。聖は「いやああ」と叫さけび、もうひとりの派遣騎士に向かって訴うつたえた。

「佐藤さん佐藤さん、どうしちゃったんですか直哉は！　元気にパトロールに出たって言ったじゃないですか！」

「うーん、おかしいですねえ」と、ファックスの前にいる佐藤は、先ほどと反対側に首を捻ひねった。

「『全ぜん休きゆう符ふ』が使われた気配は感じませんでしたし、それに内臓にダメージを受けた時とは、若じやつ干かん様子が違ちがうみたいですよね。苦しんでいるというより、弱っているというか」

「か、風邪かぜでしょうか、この頃ごろ天気がよくて、うっすら汗ばむこともあるから……」

「風邪はちょっといやですねえ。直哉君が風邪を引くなんて滅めつ多たにないから、その年は天変地異が起きるって、騎き士し団の中では有名なんですよ。そういえば宮きゆう廷てい内乱の年の冬も、直哉君が第一部隊の騎士とどっちが滝たきに長く打たれていられるか勝負だとか、あほなことを言い出して……」

　佐藤が悠ゆう長ちようにも昔話を始めたので、聖はティーカップをテーブルに放ほうり、事務机に駆かけ寄った。

「しっかりして……。どこが痛いの？　どこの病院に行けばいい？　天てん箱そう園えんの人専用の病院とか、あるんでしょう？」

　聖が机を揺ゆらして尋たずねても、直哉は何も答えない。ひっくり返っている葉村が、ヒゲと手て脚あしをぴくりと動かして言った。

「……聖、お気き遣づかいは嬉うれしいけど、どこの病院だってきっと無理だよ……。治すとか治さないとか、そういうレベルの話じゃないんだよ……」

「どういう……こと……？」

　聖は目を見開き、震え出した自分の唇くちびるに手を当てた。

「まさか……まさか、治らない病気とか……。噓うそ……そんな、そんなのぼく、聞いてないよ……！」

　窓の外の空をいつの間にか薄うす雲ぐもが覆おおい、低く遠えん雷らいが響ひびいた。目め頭がしらが熱くなり、聖はどうしたらいいのかわからなくなって、葉村を胸に抱だきしめる。低く重い音が、また鳴った。

「あ、わかりました」

　壁かべのカレンダーを眺ながめていた佐藤が、不意に朗ほがらかな声を出し、何のつもりか手をぽんと打った。佐藤は聖たちの方へ歩み寄ってくると、床に落ちた直哉の私物を拾い上げながら言った。

「聖さん、大だい丈じよう夫ぶです。ごく稀まれにですが、直哉君はこういう状態に陥おちいるんです。病気ではありませんから、安心して下さい」

「へ……」

　聖は眉まゆを寄せた。佐藤はビニール傘を机の横に立てかけ、ペン立てをもとの位置に戻もどした後、突つっ伏ぷしている直哉の後頭部に向かって穏おだやかに尋ねた。

「直哉君、今お財さい布ふの中に、いくら入ってます？」

　スクールセーターの骨張った肩が、ぴくりと動いた。

「先月から葉村が、春限定発売のお菓か子しだとか、事件解決のお祝いに普段の十五倍プリンを食べるだとか、デパートでやっている『大型連休恒こう例れい・地元銘めい菓かフェア』に参加しないなんて地元に失礼だとか、ずっと大おお騒さわぎしていましたよね。だから給料日前にして食費が尽つきちゃったんだと僕は思うんですけど、違いますか？」

　佐藤に対する返答のように、また遠雷が轟とどろく。しかし聖がよくよく耳をすませば、その音は遠くではなくやけに近くから、それもどうやら、目の前にいる派は遣けん騎士と煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの腹部のあたりから発せられている気がした。「ぐうう」、と。

「前回は確か、五、六年前のお正月明けでしたっけ」と、佐藤は笑えみの種類を苦く笑しように変えて続けた。

「真冬の雪道で無様にぶっ倒たおれて、錯さく乱らんした湖子さんが、街路樹を全部薙なぎ払はらいそうになったんでしたよね。あれから津島領長に節約術を教わったりして、給料日までは何とかもつように、しばらく頑がん張ばれてましたのにね」

　聖は「ああ……」と嘆たん息そくして肩かたを落とし、ついでに葉村も床ゆかに落とす。昨日会った時、少しシャープに見えた直哉の顎あごの線。ふらついていた自転車。聖の夕食の献こん立だてに、通常以上の反応を見せた葉村。そして「商店街で蹲うずくまっていた」という犬いぬ養かいの知らせ──。お腹なかが空すいてただけなんだと、聖は茫ぼう然ぜんと理解する。

「そうならそうと、早く言えばいいんですよ。で、何日食べてないんです？」

　優やさしげな小しよう児に科医のように、佐藤が首を傾かたむける。直哉はくぐもった声で「……四日くらい、天使列で水を氷に変へん換かんして食ってた」と答え、聖の足あし下もとに転がっている葉村は「プレーンのかき氷に、葉村はどんな夢を見たらいいんだろうね……」とスカーフの裾すそで涙なみだを拭ぬぐう。佐藤は微笑ほほえみながら葉村を机の上に載のせ、毛皮の背についた埃ほこりを軽く払った。

「頑張りましたね。でも煉魂受皿器は構造上、空腹でもエネルギー低下は発生しないはずですよ。葉村の疲ひ労ろうは、百パーセント精神的なものでしょうね」

「佐藤さん、葉村のことを、本当はお腹なんて空いてないのに食べまくる無意味で非生産的な生物だって思ったでしょう……」

　葉村が薄うす目めを開け、恨うらめしそうな声で呟つぶやいた。

「今の発言を『全次元煉魂受皿器の名めい誉よを守る会』に報告したら、佐藤さんは裁判にかけられるね。そしてハムスター用の回し車三億七万回回転の刑けいになるかもね……」

「葉村をばかにしたつもりはなかったんですよ、すみません。僕も一応、精神の疲労が肉体的なダメージよりも厳しく感じられることがあるのは、知っていますし」

「……そうやって、情状酌しやく量りようを狙ねらうつもりだね、はむふん……」

「まあ、兆候に気づいてあげられなかったことは、同どう僚りようとしてちょっと反省しています。僕の家の夕飯、今日はカレーなんですけど、ふたりとも来ますか？　もしよろしければ、聖さんも」

「あ、ごめんなさい、ぼくは自分の家の支し度たくをしないとならないので……」

　断りかけた聖を遮さえぎり、葉村が「佐藤さん大好きー！」と大声で叫さけぶ。巨きよ大だいハムスターは軽かろやかに机を蹴けって宙を舞まい、背の高い青年騎士へ飛びつこうとした。

　が、机に張りついたままの直哉が右みぎ腕うでを素す早ばやく伸のばし、空中で葉村の毛皮を摑つかんで止めた。「はむみゃー」と喚わめく葉村を自分の顎の下に押しこむと、直哉はまた黒い瞳ひとみだけを動かして、佐藤を見上げる。気力を絞しぼり出したのか、視線は先ほどよりもわずかながら強まっていた。

「心配するな、給料日まで耐たえてみせる。こんなことで佐藤の家計の負担にはならない」

「カレーはいつも多めに作りますから、気にしなくてもいいですよ。それに直哉君が来ると、子供たちも喜びますし」

「お前の三つ子はおれのことを魔ま女じよっ子ごっこ用の悪役だと決めつけているんだ。こんな状態で行ったって、全力で戦えないだろうが」

「悪役なんだから、軽く負けてあげて下さいよ。というか、そんなんじゃ仕事だってちゃんとできないでしょう？　今までよく動けたもんですよ」

「おれはこれまでの人生経験から、知っている」と、どこか凄すごみを帯びた声で、直哉が返した。

「腹がへりすぎて意識が限界に達し、網もう膜まくにちらちらと銀粉に似た幻げん覚かくが現れて、ついに胃い袋ぶくろと魂たましいがヒビ割れ始めても、そこでしばらく我が慢まんしていれば空腹感が麻ま痺ひを始め、短い間だが体が普ふ通つうに動くようになるんだ。人間は自分で思っている以上に強い。おれも強い。金欠なんかに負けない。頭の中にマイナスな気分なんか死んでものさばらせない。絶対負けるもんか」

　そう言って、直哉は額を机に八回ほど強く打ちつけた。頭が割れるんじゃないかと聖は心配になったが、佐藤は「机を壊こわしたら湖子さんに怒おこられますよ」と目め尻じりを笑わせて、長い息を吐はき出した。

「……わかりました。じゃあ僕は、早番でしたので今日は帰りますね」

「お疲つかれ」と、直哉が誰だれよりも疲れた声で言い、佐藤は困ったように白い歯を覗のぞかせる。

「カレーが余ったら、タッパーに入れて明日持ってきますよ。余り物を引き受けてもらうのは、家計の負担じゃなくて人助けですよね？」

　直哉が答えないので、佐藤は聖に笑みと会え釈しやくを送り、自分の机で写真立ての位置を直してから、玄げん関かんへ歩き出した。葉村が「佐藤さあああん」と哀あい愁しゆうに満ちた声で叫び、去り際ぎわに佐藤が口にした「直哉君は人を頼たよらないんだから……」という呟きが、聖の耳にふと残る。

　ぐうう、とまた騎士の腹が物悲しげに鳴り、振ふり子こ時計が輪唱するように響ひびいて、午後四時を告げた。







「……早く麻痺しろ空きっ腹めが腹立つなあもう……」

　机に伏ふしたまま、暗黒的な呪じゆ文もんを唱えるかのように、直哉が唸うなる。葉村は泣き疲れたのか鼻息しか漏もらさず、窓の向こうでは薄うす雲ぐもが晴れて、『要よう塞さい』内に斜しや陽ようを差しこませていた。

「強がらないで、佐藤さんのお世話になればよかったのに……」

　聖は机の横に立ったまま、無む駄だは承知で言ってみた。

「ぼくの家でも、たまにお母さんがお店のバイトの人を連れてきて、ご飯を食べさせてあげてるけど……迷めい惑わくだなんてちっとも思ってないみたいだよ」

「それとこれとは、話が違ちがう」

　直哉が両りよう肘ひじの間から、少しかすれた声で返してきた。

「佐藤は勤務中に家族の写真を見てにやける地球代表クラスの親おや馬ば鹿かだけど、仕事はきちんとしている。家庭に仕事の話は絶対持ち込まない。あいつは派は遣けん騎き士しとして働きながら、この次元で家族を作って暮らしてる。あいつの居場所はいつもそこにあって、家に帰ればただの地球人の親おや父じなんだ。だからおれは、佐藤の家にはあまり顔を出さない方が、いいんだ」

　そう言って、直哉がまた額で机を打つ。その音が先ほどよりも少し弱々しく聞こえて、聖は眉まゆを下げた。

「直哉……」

　この騎士は──聖に肩かたの線をさらし、空腹に立腹している強気な騎士は、この次元でひとりぼっちなのかもしれない。そう思った。仕事中はいろいろな人に接している。忙いそがしければ寂さびしがる暇ひまもないだろう。だが佐藤のように帰る家はない。どんなに名門の出身でも、家族には会えない。天てん箱そう園えんには帰れない。この狭せまい『要塞』の中で、直哉はずっと寝ね泊とまりをしている。陽気な煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きが四六時中一いつ緒しよにいても、つらい時はほぼ共とも倒だおれの状態だ。

　誰かが救いの手を差し伸べた時、断れる強さがあるのは、人に助けられてばかりの聖にとって実に羨うらやましい話だ。だがこの騎士を見ていると、羨せん望ぼうよりも切なさを感じてしまうのは、どうしてか。

　だから聖は、気がついたらこう言っていた。

「……直哉、ぼくの家に、来る？」

　ゆっくりと顔を上げた派遣騎士が訝いぶかしそうに眉を寄せ、その顎あごの下から抜ぬけ出した葉村が、瞳ひとみを妙みような色に潤うるませる。自分がとんでもないことを口にしたとようやく悟さとり、聖は頰ほおに熱を集めて思いきり後あと退ずさった。

「ち、違っ、変な意味じゃなくて、ぼくはお母さんとふたり暮らしで、今夜はお母さんの帰りが遅おそい日で、だから佐藤さんの家よりも気を遣つかわなくても平気かもって、そういう意味で……」

　聖の陳ちん述じゆつを遮さえぎるように、直哉が椅い子すから立ち上がる。空腹感が麻痺して動けるようになっただけか、それとも何なのか。俯うつむいているので直哉の表情がわからず、判断もつかなくて聖がもう一歩下がった、その時。

　聖が踏ふみしめた足あし下もとの床ゆかが、突とつ如じよ、黄金色の光を放った。驚おどろいた聖は短く叫さけび、結局もとの位置へと跳はね戻もどる。まばゆさに顔を顰しかめながら確かく認にんすれば、床の上へ横に一筋、太く輝かがやく金色の帯が出現していた。

　切れ込みにも似た帯は大きく脈動すると、その内部から、無数の光の柱を噴ふん出しゆつさせ始めた。床から天てん井じようへ、柱は次々にそそり立ち、圧あつ迫ぱく感かんと金の粒りゆう子しを撒まき散らす。燦さん然ぜんたる直方体はやがてひとつに融ゆう合ごうし、巨きよ大だいな一枚板へと変化する。板の中央に、縦へと亀き裂れつが走る。そこには目に見えない彫ちよう刻こく家でもいるのか、亀裂の両側に華か麗れいな蔦つた模様が自然に浮うかび上がる。

　そうしてひとりでに完成した物体に、聖は喉のどを鳴らす。巨大で豪ごう奢しやな両開きの扉とびらに──天箱園へ続く、次元の道の出入り口に。







「久方ぶりだ、鄙ひなびた異次元に駐ちゆう在ざい中の諸君ー！」

　黄金色の扉を開け、向こう側から姿を現したのは、扉とは違う意味で派手な男だった。

「今日も一日、辺へん鄙ぴな次元で小規模な仕事に精を出したかねー？」

　肩まで伸のびた縦ロールの黒くろ髪かみ。純白の詰つめ襟えり。その肩口や袖そでの部分でうるさく揺ゆれる、金色の大げさな装そう飾しよく。ぴかぴかに磨みがかれまくった踵かかとの高いブーツは、男の身長と足の長さを姑こ息そくに詐さ称しようしている。

「しかし嘆なげくな挫くじけるな、願わくは諸君らにも、ちょこっとだけ幸のあらんことを！　たとえばそう、次元間銀行の預かり金につく些さ細さいな利息金をちまちまと貯ため、喜びに震ふるえるがいい。地球の電器屋で五桁けた程度の買い物をした時には、思う存分手に汗あせ握にぎるがよい！」

　天井の方へ広げた男の手には、大きな薔薇ばらの花束。扉の向こうから吹ふきこむ風を受け、縦ロールの毛先がなびく。派手な上着の袖が揺れる。真っ赤な花弁の雨が降る。

「加えて常に尊び、崇あがめるがよい。諸君らの上に気高く君臨する我らが一族の存在を！」

　顔中に傲ごう慢まんな笑えみを浮かべ、鬱うつ陶とうしいまでに鮮あざやかな男は、金色の台に乗っていた。高さは学校の朝礼台ほど、側面は発光する多数の電球で覆おおわれており、内部に機械を仕し込こんでいるのか、台は反時計まわりに回転しながら、『要よう塞さい』内に向かって前進もしている。まるでひとりでパレードをしているような有様だが、男は全く恥はずかしがる様子もなく、薔薇の花束を前方へ突つき出して高らかに宣言した。

「そして何より畏かしこまるべき相手はこの私、天てん箱そう園えん第百五代国王万ばん緑りよくの第一王子──次期国王最有力候補、荒あら星ぼし様だあああ！」

　聖は「ひいい」と叫び、反射的に自分の鞄かばんを引き寄せると、中から自宅の鍵かぎを引っ張り出した。羽根の形をしたキーホルダーを両手で握りしめ、聖は大急ぎで叫ぶ。

「てっ、天使列『楼ろう撃げき』、螺ら旋せん回帰！」

　列れつ式しき唱しよう合ごうに反応し、小さなキーホルダーが白く強い光を放って『要塞』中の壁かべを染め上げる。キーホルダーを構成する粒子が飛び散り、変へん換かんされ、聖の手の中に巨大な武器が現れる。幅はばと刃は渡わたりは一メートル半以上、『楼ろう撃げき』は大たい剣けんの範はん疇ちゆうを軽々と超こえた、強しいていうならば特大の金属柱だ。

　しかし聖は武器の重さに耐たえきれず、その場へ転んで「ぎゃふん」と呻うめいた。縦ロールヘアの男は、回転する台の上から聖を見下ろし、口元を嬉うれしげに笑わせた。

「おお、そこでお笑い歌劇における間ま抜ぬけ脇わき役やくのごとく転てん倒とうしているのは、我が麗うるわしの異い母ぼ妹まいではないか。相変わらず愛くるしくも鈍にぶさ極きわまりない運動神経をしているようだが、それに比べてどうだ、私のこの鮮やかすぎる動きは！」

　男が叫ぶやいなや、煌きらびやかな台は回転と前進のスピードをはね上げて、聖に向かって突とつ撃げきを始めた。迫せまり来る轟ごう音おんと粉ふん塵じん、電でん飾しよくの海と異次元王子の高笑い。恐きよう慌こうを来きたした聖は抵てい抗こうの証あかしとして武器を振ふりかざそうとするが、『楼ろう撃げき』の扱あつかい方も未修得なうえに、未熟な聖の天使列は、最長でも六十秒程度しか持続しない。今は恐きよう怖ふが悪あく影えい響きようを与あたえたのか、武器は十秒も保もたずに分解してしまう。聖はキーホルダーを振り回して喚わめき、荒星と名乗った男は巻き毛と純白衣い装しようの裾すそを振り乱して、けたたましく笑い続けた。

「ええい鬱陶しい、ぐるぐる回って輝くな、お前はミラーボールか！」

　直哉が聖と荒星の間に入り、ビニール傘がさで急速回転中の台を斬きりつけた。電球が飛び散り、側面が簡単に裂さけて崩くずれ、荒星が床へ落下して「のーん」と叫ぶ。破れて停止した台の内部からは二十人近い人間が転がり出てきたが、金色の甲かつ冑ちゆうに白マントという優ゆう雅がな装備で統一しているくせに、全員額から滝たきのような汗あせを流していた。

「仕し掛かけは、ハムスター用の回し車と似てるんだね」

　葉村が直哉の肩かたの上から感想を述べると、台の動力を担になっていた甲冑軍団は少し気まずそうに目を伏ふせて、壁かべ際ぎわに整列を始めた。宮きゆう廷てい騎き士し団『空くう明めい祈き覇は』第二部隊『四し海かい神しん曲きよく』は、こんな任務もするらしい。聖は直哉の後ろでへたりこんだまま、少しだけ同情した。

「おい、宅配迷めい惑わく王子の家臣。これ、何とかしろ」

　直哉が不ふ機き嫌げんそうに第二部隊を睨にらみ、床の上にひっくり返って手足をばたつかせている荒星を、ビニール傘の先せん端たんで示した。列の中、兜かぶとの下から理知的な顔立ちを覗のぞかせた騎士──確か二に隊たい長ちようを任されている男が、隣となりにいる背が低くて子供っぽい顔つきの騎士を押す。子供っぽい騎士は面めん倒どうくさそうにため息をつきつつも、主君に駆かけ寄って引っ張り起こし、列に戻もどった。

　立ち上がった異次元の第一王子は何事もなかったかのように長ちよう髪はつをかき上げ、嫌いや味みな笑みで『要塞』内を見回した。

「やれやれ、以前と変わらず狭せま苦くるしい場所であることだ。今日は愛いとしい妹いもうと姫ひめに所用があって来たため、そちがちょうどこの場にいるのは好都合だが……」

　荒星は聖に流し目を送ると、ポケットから取り出した白いハンカチで、わざとらしく口を覆った。

「妹よ、誇ほこり高き王族の一員がこんなところに出入りしているのは、あまり感心しないぞ。見よ、あちこちにがらくたが飛び散り、空気はこんなに汚よごれておって」

「そのがらくたに乗って参上して埃ほこりを盛せい大だいに巻き上げたのはどこの目立ちたがり屋だ」

　直哉が怒ど鳴なると、天てん箱そう園えんの第一王子は「だっていつもの馬車が今週は車検で使えなかったのだよー」とハンカチを嚙かんだ。聖は制服のズボンを払はらいながら立ち上がり、鼻先を漂ただよう塵ちりに肩を落とした。荒星王子は聖にとって母違ちがいの兄にあたるが、会う度たびに聖は、申し訳なく思いつつも、血の繫つながりをできる限り否定したくなる。

「で、何の用だよ派手王子。懲こりずに聖を天箱園へ連れ戻しに来たのか」

　胸の前で腕うで組ぐみをした直哉が、聖も聞きたかった問いを荒星に投げてくれる。荒星は「ふん」と大きな鼻息を吐はくと、尊大に顎あごを反らせた。

「果か月づき一級騎士よ、埃をかぶっているのは部屋だけでなく眼まなこもそうか？　この私がそんなワンパターン人物に見えるというのかね」

　直哉と葉村が即そく座ざに「うん」と強く頷うなずき、聖も直哉の陰かげでこっそり顎を引く。第二部隊の騎士も一部、頷いたようだった。荒星が縦ロールヘアを搔かきむしり、「むきー、王座を目指す者はいつだって大たい抵てい孤こ独どくなのだ」と喚いていると──。

「うるさいわ。騒さわぎ声が、外まで聞こえている」

『要塞』の玄げん関かんから、綺き麗れいに澄すみつつも感情を一いつ切さい含ふくまない、乾かわききった声が響ひびいた。

　異次元の騒そう音おん王子が騒いでいたせいで、聖はドアの開く音を聞き取れなかったが、玄関には美び麗れいなシルエットがあった。両手にスーパーマーケットの買かい物もの袋ぶくろを提さげ、その派は遣けん騎士はちょうど買い出しから戻ってきたところのようだった。肩に垂らした癖くせのない黒くろ髪かみ、修道女を思わせる夜色のワンピース、そして、人形じみた無表情。牛乳パックやらキッチンペーパーやらが満まん載さいの所帯じみた袋を持っていても、台だい城しろ湖こ子こは今日もため息が出るほど美しい。

「ぬはあ、湖子君ではないか！」

　荒星が両目から光線に近い輝かがやきを発し、床に落ちた薔薇ばらの花束を大急ぎで拾った。

「いやいや、こちらの次元にある『五月の黄金連休』とやらの間に、湖子君が天てん箱そう園えんに帰郷するのではないかと、実は私はドキドキそわそわしつつ待っていたのだが……先日、台城卿きようから今年も帰らなかったと聞いた。清せい楚そなうえにいつも仕事熱心で、貴き君くんはまさに宮廷騎士団に舞まい降りた女め神がみ。王族として私は非常に鼻が高い。いいやこの際はっきり言うと、私の中での好感度はかなり高い！」

　暑苦しく言いながらも、荒星は第二部隊の面々に何やら命じ、多数の荷物を運ばせてきた。荷物はどれも、木き彫ぼりの置物やら菓か子し箱やら、観光地で見かける土産みやげ品ひんのようなものばかりだったが、荒星はそれらに花束を添そえると、湖子の方へぐいっと差し出した。

「そんなわけで地球で頑がん張ばる湖子君に、天箱園の名産品を買ってきた。王族から一家臣へ特別にものを贈おくる行こう為いは、様々な政治的憶おく測そくをされやすいものだが、これはあくまでも個人的で好意的な土産と解かい釈しやくしてくれたまえね。あ、それと果月一級騎士にはあげちゃ駄だ目めだぞ。どうかねどうかね、園えん南なん山脈人食い竜りゆうの置物は、いつ見ても獰どう猛もうそうだ。銘めい菓か『城じよう下かの白い月と恋こい人びと』は、ホワイトチョコクリームが従来より更さらにおいしくなったぞ。それから『天使列ド根こん性じよう』の文字が光る素す敵てきな文ぶん鎮ちん、第一王子オフィシャルロゴマーク入りＴシャツ、タオル、ペナントと……」

「結構です」と、湖子が短く断る。荒星は「はうー、クールな貴君の態度は初夏に最適」と叫さけんで卒そつ倒とうし、荒星が放ほうり投げた土産物は葉村が口でキャッチし、箱ごと全すべて咀そ嚼しやくした。

　湖子は買い物袋を床に下ろし、防犯カメラにも似た無機質な動きの視線を、『要よう塞さい』内へ巡めぐらせていた。第二部隊の騎き士したちに起こされている荒星、その周辺に散乱した回転台の破は片へん、うんざりとした表情でそれぞれ耳の後ろを搔いている直哉と葉村を、順に眺ながめていく。
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　そして美少女騎士は最後に聖を見ると、何を思ったのか、零れい度どの眼まな差ざしをそのまま聖に固定させてきた。聖は体温が二、三度低下する錯さつ覚かくをおぼえ、竦すくみ上がった。

「………………う……」

　聖の頭の中を、以前湖子に言われた「直哉は譲ゆずらない」という台詞せりふが、雪ゆき嵐あらしのように通り過ぎる。「お邪じや魔ましています」とか「お久しぶりです」などの挨あい拶さつをしようと思っても、唇くちびるが全く動かない。しかし湖子は凝ぎよう視し以上の行動は何も起こさずに、視線を荒星へ戻してくれた。聖が胸をさすっていると、葉村が直哉の肩かたの上からこちらを振ふり返り、「乙女おとめはいろいろ大変だねえ」と意味ありげな笑えみを見せた。

「荒星殿でん下か、今日は何のご用でいらっしゃったのでしょうか」

　静かに尋たずねた湖子に、殿下という呼び名がかなり似合わない男は「そうだったー」と一声叫び、びしゃりと体勢を立て直す。

「私は非常に高貴でそれなりに多た忙ぼうな第一王子、何も地球に遊びに来たわけではない。本題に入るぞ──よく聞け、我が異い母ぼ妹まい」

　荒星は人差し指を聖に向けて突つきつけると、大きな声で言った。

「第三王女夕ゆう凪なぎ、今日よりそちを、天箱園最高議会『来らい音いん大だい叙じよ事じ』陸りく宣せん省しよう所属・地球査察庁『周しゆう夜よ北ほく辰しん』長官に任命する。謹つつしんで拝命せよ！」

　窓の外でカラスが鳴き、夕暮れを知らせた。







「……ええ、と……」

　赤に近づき始めた西日を受け、聖は率そつ直ちよくに困こん惑わくした。異い母ぼ兄けいに告げられた意味が、全くわからない。それでも恐おそらく、荒星は自分をまた面めん倒どうごとに巻きこもうとしているのだろうという予感は確実にあって、聖の額には妙みような温度の汗あせが滲にじむ。

「要するに、何なんでしょうか……？」

「要するに、そちに天てん箱そう園えんの身分ある人間として、役職を与あたえるということだ」

　聖の問いに、仁に王おう立だちしていた荒星は更に胸を張って答えた。

「先ほど言った天箱園最高議会『来らい音いん大だい叙じよ事じ』とは、我らが父君万ばん緑りよく国王を頂点とした、次元を動かす一大組織。国王は在あ琉る架か神しんの声を聞き、議会出席者はその証人となる」

　荒星の傍かたわらでは、二隊長が教科書サイズの冊子を控ひかえめに開いていた。題名は『よくわかる天箱園の政治』というもので、荒星はその冊子を横目で盗ぬすみ見しながら、滑かつ舌ぜつよく述べ続けた。

「議会は国王のもと、空くう栞かん省しようと陸りく宣せん省しように二分されている。現在の空栞省の長おさは果か月づき卿──そこにいる無礼騎士の父君で、陸宣省をまとめている台だい城しろ卿は、湖子君のお父上だ。宮きゆう廷てい騎士団は空栞省の管かん轄かつ下にあり、派は遣けん騎士が所属する第五部隊も、当然同じだ。今回そちが任官となった地球査察庁は、陸宣省の方に含ふくまれる。ちなみに説明すると、空栞省は軍事的な役割を担にない、対して陸宣省は政治的な位置づけを果たしている。この議会制度を整えたのは我らの英えい邁まいなる祖先、第三代国王白はく雨うであって、その別名は『キング・オブ・税金』といい……」

「陸宣省に地球査察庁なんて部署、あったか？」

　直哉が荒星の演説を綺き麗れいに無視し、湖子に尋ねた。湖子は無表情に首を横に振って、きっぱりと返した。

「聞いたことがない。逃とう箱そう者しやの取り締しまりを含めて、地球で起きる事件は派遣騎士に一任されているもの。陸宣省は、異次元問題に対してはほとんど口出しできないはず」

「じゃあ、荒星王子が見てるあの教科書が間ま違ちがってるんだね」と、葉村がヒゲを動かして言った。

「教科書は正しく書いてくれないと困るよね。直哉も騎士養成学校の時、教科書に『支配級の天使列が操あやつる自然四大要素とは、火、土、水、風邪のことである』っていう誤植があったのを、ありえねーって言いながらしばらくは信じてたもんね。おばかだねー」

「うるせえな、風邪の菌きんは強いからもしかしたらそうなんじゃないかって、ちょっと思っただけだ。それにおれだけじゃなくて、同期の騎士はみんな勘かん違ちがいしたはずだぞ」

「私はしていない」と湖子が言い、葉村が飛び跳はねて笑う。直哉が唸うなって葉村のスカーフを引っ張ると、荒星が怒ど鳴なった。

「そこ、くだらん雑談で邪魔をするな！　それに私の話は間違いでも誤植でもないぞ、地球査察庁は先日できたばかりの新部署であるがゆえ、鄙ひなびた異次元の派遣騎士どもにはまだ情報が届いていないだけだ！」

　ブーツの踵かかとで床ゆかを踏ふみ鳴らした後、荒星は乱れた縦ロールヘアを手て櫛ぐしで直し、また口を開いた。

「湖子君が言ったように、これまで異次元の問題は、宮廷騎士団第五部隊が──空くう栞かん省しようが全て引き受けていた。しかしだ、天てん箱そう園えんから地球へ移住する者の数は、毎年微び量りようではあるものの増え続ける傾けい向こうにあり、今や逃とう箱そう者しやの数は、天箱園総人口のおよそ九パーセントを占しめるとも言われている。地球とそこで暮らす流る民みんの存在は、もはや議会が片手間に管理するべきではないという意見は、前々から出ていてな。先日ようやく、両省から広く検討しようという方向にまとまった。そこで、陸りく宣せん省しように地球査察庁『周しゆう夜よ北ほく辰しん』ができたわけだ」

　荒星が指を弾はじくと、隣となりの二隊長は冊子を閉じ、鎧よろいの隙すき間まにしまった。荒星はゆっくりと聖の方に向かって歩を進めながら、再度語り出した。

「『周しゆう夜よ北ほく辰しん』の役割は、天箱園からの流民である逃箱者が、移住した次元──要するに地球を侵しん略りやくしないか、あるいは地球が逆に天箱園を脅おびやかす場所にならないかどうかなどを監かん査さし、またそうであるように努める、というものだ。ものすごく簡単に言えば、地球に住みこんで地球と逃箱者を毎日見ておけという感じか。長官および官員の任官条件は、天箱園の生まれであり、中級緑りよく柱ちゆう因子以上の血を受け継ついでいる天使列保有者──つまりは王族あるいは名門出身人物であり、なおかつ地球を五十七回以上訪問もしくは四十六日以上在住した経験のある者でなければならない。異母妹よ、条件だけならそちは見事にクリアしているな？」

　荒星は聖の前で立ち止まると、唇くちびるを恩着せがましい形に笑わせた。

「もちろん我が妹ならば、父君や私に似て政治能力もそなわっているはずであろうし、それに何よりそちは『地球で自分のできることを探す、それまで天箱園には帰らない』と小こ癪しやくにも言っておった。あの時の発言と前後して、ちょうど議会で地球査察庁の新設が可決となってな。これは在あ琉る架か神しんのお導きだと思い、優やさしい兄は長官役は我が妹にと、議会へ熱ねつ烈れつに推すい薦せんして承しよう認にんをもぎ取ったのだぞ。感謝せよ」

　荒星の後方で二隊長が「そりゃ出席者をひとりずつ議会場裏に呼び出して『逆らったらお前の家のホームパーティーに乗りこむぞ』と言えば、承認もされますよ」と呟つぶやく。荒星は床に落ちていた回転台の破は片へんを二隊長へ投げつけたが、近くにいた子供っぽい騎き士しが盾たてにされ、鎧が破片を弾いた。

「あのう……」

　聖は品のない感じに顔を歪ゆがめている荒星を見上げ、おずおずと首を傾かしげた。

「確かにぼくは、地球で何かするまでは宮きゆう廷ていに帰らないって言いました……。でもそんな、政治みたいな大それたことをするつもりはなくて……。大体、ナントカ庁長官だとか、ぼくにできるんでしょうか」

「ナントカ庁ではなく、地球査察庁長官、だ。覚えるように」

　荒星は満面の笑みで訂てい正せいすると、髪かみを大きくかき上げた。

「なあに、心配は無用だ。地球の中で次元の道が通っている地域は全部で五十四あるが、全すべての場所をひとりで監査するのはさすがに困難。とりあえずはサンプルとして、この街で起きる事こと柄がらにだけ対応していればよい。それにできたての新部署であるから、人員は長官以外にまだ誰だれもいない。部下や専用執しつ務む室はおいおい用意されるだろうが、当面のところはひとりで気楽にやるとよいだろう」

「……でもさっき、逃とう箱そう者しやが地球を侵略しないか監査しろとか、地球が天箱園を脅かさないように努めろとか、言ってませんでしたっけ？　そんなの、ひとりでどうやって……」

「『周しゆう夜よ北ほく辰しん』の地位は、宮廷騎士団よりも上にあたり、当然、第五部隊所属の騎士への命令権も持っている」

　袖そでの飾かざりを揺ゆらして荒星が手を伸のばし、仏ぶつ頂ちよう面づらで聞いている直哉や表情のない湖子を順に指さした。

「地球査察庁の新設によって第五部隊『護ご彗すい星せい』の仕事がなくなっては隊員が困るだろうし、そもそも新設部署の新任長官に、七百年の伝統を持つ派遣騎士を超こえろなどとは、誰も期待しておらん。逃箱者の取り締しまりと地球の治安維い持じはこれまで通り派は遣けん騎士に任せ、そちは安全な場所でその働きを見ていればよいのだ」

　荒星は無意味なターンを決めて聖に向き直ると、よく磨みがかれた歯を見せて、微笑ほほえんだ。

「長官の任務は至し極ごく簡単。任意で選んだ逃箱者事件を文書にまとめ、己おのれの意見を添そえて、半月に一度議会へ郵送で提出するだけ。事件の報告書は各地の派遣騎士からも毎回提出されているが、地球査察庁の文書は陸宣省を代表した意見として取り扱あつかわれる。しかしまあ、やることは学生のレポート課題と大して変わらんはずだし、地味な仕事ではあるが給料も支し払はらわれる。経費だって申しん請せいすれば好きなだけ受けられるぞ。そして地味な役割でも問題なくこなせておれば、議会での評価も得られ、場合によっては我らが父王の注目も受けられる。いずれ天箱園に戻もどる第三王女としては、積んでおいて損のない経験だと思うがな」

「怪あやしい」

　直哉が鋭するどく口を挟はさみ、荒星を真っ直すぐに睨にらんだ。

「王位継けい承しよう権けんと『贄にえ』の座を巡めぐって、先月まで第三王女を負かすつもりまんまんだった闘とう争そう心しん満まん載さい王子が、どうして聖の経歴に箔はくをつけてやろうとするんだよ。何か下心があるんじゃないのか」

「葉村もそう思うー、第一王子が地球に来るのって、自己中な策略とか自じ慢まんとか嫌いや味みとかがある時だけだもん」と葉村が前まえ脚あしを上げると、荒星は前歯を剝むき出して怒ど鳴なった。

「失敬な派遣騎士と煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きだな、あれから私は心を入れ替かえたのだぞ。妹とは折を見て、どちらが次期国王や『贄』に相応ふさわしいか、正々堂々威い風ふう堂々と協議するつもりでいるのだ。今回の件に下心など、あるわけがなかろう。それにもし妹が地球査察庁の任務を失敗した時は、第三王女は地球に留とどまらせる価値のない人材だと判断し、私が責任をもって天箱園へ連れ戻すと議会にもちゃんと言ってあるのだ」

「そういうのを下心っていうんだろうが」

　直哉が怒鳴り返し、ビニール傘がさを振ふって床ゆかのがらくたを荒星の方へ打ちまくった。

「見え見えなんだよお前は。聖が長官を引き受けたら、次元間郵便局を襲おそって文書を遅おくらせたり、宮廷のポストを塞ふさいでわざと受理しなかったり、しょうもない罠わなを張って失しつ脚きやくさせるつもりなんだろう」

「ぶ、無礼な、私はそんなずるいことは考えないぞ」と、荒星がじたばたと逃にげ回りながら喚わめいた。

「在あ琉る架か神しんに誓ちかってそんな不正は絶対しないぞ。大体勝手に邪じや推すいしておいて『しょうもない罠』とは何だ。失礼だぞ。どうせ言うなら『偉い大だいなる深しん謀ぼう』とか言いたまえ」

　埃ほこりの舞まう『要よう塞さい』の中、第二部隊の騎士たちは壁かべ際ぎわで整列したまま動かず、湖子もまばたきしかしなかった。聖は直哉の後ろから少しだけ上半身を乗り出させ、咳せきを我が慢まんしながら荒星に言った。

「あのう……やっぱりそのお仕事、お断りします。ぼくみたいな、天箱園と地球の関係を知って一ヶ月やそこらの人間よりも、もっと適任な人がいるんじゃないでしょうか。ちゃんとした人が長官になった方が、それぞれの次元のためにもなるだろうし……」

「ほほーう、ずいぶん弱気な発言をするものだな、我が宿命のライバルたる妹いもうと姫ひめ」

　荒星は冷蔵庫の裏側に逃げこもうとするのをやめて、聖に皮肉な笑えみを向けた。

「私は簡単な仕事だと最初に言ったはずだが、それでもそちは失敗を恐おそれて辞退するのか？」

「い、いえ、失敗するのがいやだとか、そういうんじゃなくて……」

「同じことだろう。そちは天箱園に連れ戻されるのを拒こばみ、いつまでもそうやって、無礼で強気な薄はつ給きゆう騎き士しに守られて生きていくわけかね」

「薄給は関係ないだろうが」と叫さけんだ直哉の声から、聖は自分と派遣騎士の位置関係に改めて気づく。聖が自発的に隠かくれようとしなくても、何かあれば直哉はいつも聖の前に立ってくれる。常に守られてばかりいる距きよ離り感かんを知る。そしてそれを、軽く非難されていることを。

「しかしまあ、いやがる者を無理に任官させる権限は、第一王子である私にもない。仕方がないな、誰に長官を頼たのもうか……ううむ、他ほかに思い当たらないなあ、困ったぞ」

　荒星はやけに演技がかった仕し種ぐさで顎あごに指先を当てると、床の上を悠ゆう然ぜんと歩き出した。

「仕事は文書報告だから、誰にでもできるのだがなあ。おおそうだ、私がやってみようかな。しかし私は多た忙ぼうな第一王子、うっかり手を抜ぬいて適当な文書を書いてしまいそうだなあ。これからは『周しゆう夜よ北ほく辰しん』の報告次し第だいで、議会も地球に対して今まで以上の対応を取るようになる。地球が天箱園にとって最重要危険次元と判断されれば、軍が地球を滅ほろぼすこともあるかもしれないなあ」

「ちょ、ちょっと、待って下さい……！」

　慌あわてて声を発する聖を無視し、荒星は事務机の横を歩きながら、わざとらしい独り言を続ける。

「まあ、そんな大それた決断は下されなくとも、やはり流る民みんの放置はよくないとされ、地球上にいる逃とう箱そう者しやが全員強制送そう還かんされる可能性もあるなあ。全すべての天箱園人は地球から退去。役目のなくなる派遣騎士も同じ扱いを受け、私的な理由での地球滞たい在ざいは一いつ切さい不可となることだろう。そうなったら、困る者も少なくなかろうなあ……」

　荒星は適度に片づいた机の横で立ち止まると、机の上の写真立てへ、わざとらしく目をやった。佐藤の家族の写真を見て、天箱園の第一王子は禍まが々まがしい笑みを浮うかべる。聖の背筋が震ふるえた。

「待って下さい、そんなの……」

　聖の脳のう裏りに真っ先に浮かんだのは、やはり地球での養母ははの顔。しかし地球が滅ぼされることになれば、当たり前だが、母親だけでなく同級生や近所の人、会ったこともない全ての人が被ひ害がいを受ける。そんな事態が訪おとずれなくても、天箱園人は全て元の次元に帰らなくてはならないとされれば、地球で幸せに暮らしている逃箱者たちが困る。地球でのラーメン屋に人生を懸かけている津島領長も、きっと悲しむ。この次元で家族を作った佐藤はどうなるのか。それに、次元の道を通れない体の直哉は。

　聖が見上げた直哉の横顔は動どう揺ようした様子もなく、いつものようにただ強い眼まな差ざしで、荒星を見み据すえていた。

「まあ、どんなことが起きても仕方がない。何せ多忙な私が適当に出す文書なのだからな」

　荒星は聖を無視したまま、ブーツの底を鳴らして第二部隊の方へ振り返った。

「それでは早々に天箱園に戻もどり、議会へ報告し直すとするか。地球査察庁長官は第三王女夕凪ではなく、この第一王子荒星が引き受けると──」

「ぼくがやりますっ！」

　勝手に体が動き、聖は直哉の陰かげから飛び出して叫んだ。

「ぼくが長官をやります、地球は天箱園にとって危険なんかじゃないって、危険な逃箱者がいても派は遣けん騎士がちゃんと取り締しまってくれているから安全だって、ぼくがしっかり報告すればいいんでしょう？　やります、そのくらいできます！」

　胃い袋ぶくろの底から声を絞しぼり出し、軽い酸欠を起こして聖が我に返ってみれば、その場にいる全員がこちらを見ていた。異い母ぼ兄けいは果てしなくいやらしい笑みで、第二部隊と台城湖子は、無む謀ぼうな人間を眺ながめる傍ぼう観かん者しや的な眼差しで。

　葉村は「聖偉えらーい！」と前まえ脚あしで盛さかんに拍はく手しゆをしてくれたが、果月直哉は眉まゆを寄せて、露ろ骨こつな呆あきれ顔がおを作っていた。







　その後荒星は、派手な上着の懐ふところからぐしゃぐしゃに丸まった「任命書」を引っ張り出して、聖に渡わたした。加えて一体どこに隠し持っていたのか、第二部隊の騎士たちが管楽器を取り出してファンファーレまで奏かなでたので、どうやらそれが地球査察庁『周しゆう夜よ北ほく辰しん』長官の任命式ということのようだった。荒星はどこまでも上じよう機き嫌げんな様子でスキップをしながら次元の扉とびらを通り、甲かつ冑ちゆう軍団とともに異次元へ帰っていった。

「先天的性しよう悪わる王子めが……」

　黄金色の扉が『要塞』の床ゆかに沈しずんで消えるのを見届けた後、直哉はため息混じりにそう言って、聖に向き直った。

「あのなあ、今までの歴史を振ふり返ったってわかる通り──」と、直哉にしては珍めずらしく真面目まじめな言い回しで、スクールセーターの騎士は話し始める。

「逃とう箱そう者しやが地球に甚じん大だいな被害を及およぼしたり、地球が天てん箱そう園えんを脅おびやかしたような事態は一度も起きていないし、そうなる前にいつも派遣騎士が何とかしてるんだ。もし荒星が長官になって事実無根のめちゃくちゃな報告を出したとしても、議会だってあほの集団じゃないんだから、鵜う吞のみになんかするもんか。お前は、荒星の下手くそな挑ちよう発はつにまんまと引っかかったんだぞ」

　その声は叱しかるのではなく、表情同様に完かん璧ぺきに呆れている。聖は「そうだよね……」と呟つぶやき、冷や汗あせが乾かわかない頰ほおを無理に笑わせた。

　今になって膝ひざが震え、自分の言動に目め眩まいがしていた。しかし「やっぱりやめます」と荒星に連れん絡らくしたとしても許されるとは思えず、また罰ばつ則そくと称しようして天箱園に連れ戻されたら事態はもっと悪化する。通つう販はんのキャンセルなどとは違ちがって、これがもう後には引けない問題であることは、聖にもじんわりと理解できていた。

「でも葉村は、『やります』って言った時の聖の顔、よかったと思うよ」

　葉村が言い、直哉の肩かたの上から聖に笑いかけてきた。

「いつもほわほわしてる女の子が急にきりっとなったりするのを見ると、胸がはむって高鳴るよね。そういうふとしたギャップに惹ひかれて、恋こいしちゃったりするんだよね」

「お前、大だい丈じよう夫ぶなのか」

　直哉が葉村の言葉を聞き流し、聖に尋たずねてくる。聖を見つめる瞳ひとみの奥には、心配してくれている気配が確かに感じられる。少しだけ、聖の心は揺ゆれた。

「駄だ目めだ」と泣き崩くずれたら、この騎き士しは必ず何とかしてくれるのだろう。それはわかっていたが、心も傾かたむいたが、聖は皺しわだらけの任命書を握にぎり、「レポートはそんなに苦手じゃないから」と、何とか顎あごを引いてみせた。

「予想される問題が荒星殿でん下かのいやがらせ程度なら、吉よし乃のさんでも務まるかもしれないわね」

　湖子が買い物袋の中身を取り出しながら、静かにそう言ってきた。

「逃箱者の数が増えすぎたから、宮きゆう廷てい騎士団だけでなく陸りく宣せん省しようの方からも管かん轄かつするように決まったそうだけれど、実際のところそれは建て前に過ぎないでしょうね。異次元への干かん渉しよう権限が空くう栞かん省しようにしかない点を、陸宣省は前々からよく思っていなかったみたいだから。地球査察庁が単に政治力均きん衡こうの一いつ環かんで新設された部署ならば、人材に適性や手しゆ腕わんは大して問われないはず。失しつ脚きやくを恐おそれるような仕事や事態も、そうそう訪おとずれないと思う」

　陸宣省のトップを父に持つという美少女騎士は、牛乳パックを冷蔵庫に収めながら告げた。聖は相あい槌づちを打ちつつ、自分がこんな人より上の地位に立ってしまっていいものかと、少しだけ悩なやんだ。

「それに、荒星殿下も言っていたように……」と、ガムシロップの小袋を移して、湖子は冷蔵庫の戸を閉める。

「吉乃さんが長官としてそこそこ勤め上げれば、議会側にそれなりの評価も植えつけられる。大きな功績を残さなくても、最高議会『来らい音いん大だい叙じよ事じ』での役職は、就ついたことに意味がある。あなたが天箱園に戻もどった後、経歴が多少でも有利に働くことは、間違いないはず。勢いで引き受けた役職でも、どうせなら頑がん張ばってみたら」

「そうだよ聖、頑張ってよ。葉村も応おう援えんするよ。直哉もそうだよね？」

　葉村が直哉に向かって鼻を突つき出し、瞳を光らせた。

「そうだって言わないと、直哉だって騎士養成学校時代に交流試合実行委員会にくじ引きで選ばれちゃって、打ち合わせの時に他校の騎士と喧けん嘩かになってその場で全員打ち負かしちゃって交流試合は早くも終わっちゃいましたっていう間ま抜ぬけな過去を、聖にバラしちゃうよ」

「脅しながら自然にバラすな」と直哉はため息で前まえ髪がみを揺らしながらも、聖に視線を寄こして言った。

「長官には派は遣けん騎士への命令権があるっていうからな。下らない命令は聞かないけど、協力してほしいことがあるなら何でも言え。天使列の講習は、時間が余った時にすればいい」

「あ、ありがとう、いろいろと……」

　礼を述べた聖の肩に、葉村が勝手に飛び乗ってきて、「いいなあ聖」と口元をひょうきんに尖とがらせた。

「葉村も長官になって、直哉に格好よく命令してみたいよ。喉のどが渇かわいたから砂糖大増量のコーヒー牛乳を買ってとか、『パティスリー風かざ戸と里り』の数量限定目玉商品、生クリーム載のせ摩ま天てん楼ろうビッグプリンを開店前から並んで七個買ってとか」

「そんなの葉村が年中遠えん慮りよなく喚わめいてる台詞せりふじゃねえか。そういうのを下らない命令って言うんだ……っつーか食い物の名前を出すなよ……せっかく、麻ま痺ひしてたのに……」

　直哉は不意に語ご尾びを弱まらせると、みぞおちのあたりを手で押さえ、ずるずると床ゆかに蹲うずくまってしまった。どうやらおさまっていた空腹感が、目を覚ましてしまったらしい。直哉の様子を見た湖子がぴくりと眉まゆを動かしたので、聖は教えた。

「食費が尽つきちゃって、四日間くらい氷しか食べていないそうなんです」

「またなの……」

　大きな瞳を伏ふせ、湖子が直哉に白い手を伸のばす。細い指先がスクールセーターの胸むな倉ぐらを摑つかみ、引っ張り起こされた直哉が「ぐえ」と呻うめいて腹も鳴る。表情には出ていないが、湖子が相当怒おこっていることを知った聖は、思わず一歩引いた。

　湖子は深い眼差しで同どう僚りよう騎士を見つめ、冷静に尋たずねた。

「どうしてすぐに、言ってくれなかったの」

「だってほら、お財さい布ふに今二円しか入ってませんなんて言いふらすことでもないし」と葉村が聖の肩の上で答えるが、湖子は「葉村は黙だまっていて」と右みぎ腕うでを伸ばし、煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きを鷲わし摑づかみにする。「はむみっ」と鳴いた葉村は、そのまま湖子のワンピースのポケットへねじ込まれた。

「さっき買い出しに行く前に、おかしいとは思っていたの。ついこの間補ほ充じゆうしたばかりなのに、冷蔵庫の飲み物だけでなく、ガムシロップまで全部綺き麗れいになくなるなんて、そうあることじゃないから」

「『要よう塞さい』の備品に手を出したのは謝る。給料が出たら、必ず返すから……」

　苦しそうな声で返した直哉に、湖子は「そんなことを責めてるんじゃないの」と言い、空いている右腕をまた動かす。聖は目の前に拳こぶしが迫せまって悲鳴を上げたが、湖子が見もせずに摑んだのは、机の上のボールペン。指の中でプラスチックの文具を軋きしませて、湖子は唇くちびるを嚙かんだ。

「……何年かぶりだから、私もすっかり油断していた。しかも四日も気づけなかったなんて──。ずっと食べていないなら、胃が弱まっているはずね。津つ島しま領長なら一食分くらいタダにしてくれるけれど、ラーメンは脂あぶらが強すぎる。何か胃に優やさしいものを作るから、私のマンションに来て」

「給料日前なのは、湖子だって同じだろう。おれのことは気にしなくていいから……」

「天てん使し列れつ『伐ばつ倒とう』、螺ら旋せん回帰」

　返事の代わりに列れつ式しき唱しよう合ごうを口にした湖子の手元で、ボールペンが白い光を放つ。輝かがやきが溢あふれ、どこにでもある筆記用具は大きな武器へ──華か美びと威い圧あつ感かんに彩いろどられた槍やりへと変化する。

　鋭するどい穂ほ先さきを直哉の喉のど元もとへ突きつけて、湖子が表情もなく、もう一度繰くり返した。

「来て」

「お、落ち着けよ……」

「私は充じゆう分ぶん落ち着いている。そうでなければ、直哉を浪ろう費ひさせた地球なんてとっくに全ぜん滅めつさせている」

「……『周しゆう夜よ北ほく辰しん』に任命されたやつの前で、冗じよう談だんでもそんなこと言うなよな……」

「冗談なんて言っていない。直哉が苦しむ世界なんか私は要いらないの。私の理性が飛ぶ前に、来て」

　淡たん々たんと宣言した後、湖子は髪かみとワンピースの裾すそを翻ひるがえして、玄げん関かんへ早足に移動を始めた。葉村は湖子のポケットの中で暴れ、直哉も何やら抵てい抗こうしていたが、美しくも物ぶつ騒そうすぎる少女に引きずられて、金欠空腹騎き士しは『要塞』から姿を消してしまった。

「………………行っちゃった……」

　ひとり取り残されて、聖は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。頭の上で振ふり子こ時計が低い音を奏かなで、聖は何となく肩かたを落とした。

　手先の器用な湖子は、きっと料理も上手だろう。湖子が連れて行ってくれてよかったんだと、思うことにした。給料日まで腹を空すかせてふらふらしているのでは困るし、そうでなくても、果月直哉は無意味なくらいエネルギーに満ちていて元気な方がいい。誰だれも見ていないことはわかっていたが、窓から差す夕日に目を細めるふりをして、聖は自じ嘲ちよう的な笑えみを弱く浮うかべてみる。──あの騎士は、ひとりぼっちなんかじゃなかった。

　心配してくれて、助けてあげられる人がちゃんとそばにいる。いつも助けてもらっているから、今度は助けてあげられるかもだなんて考えて、ぼくは──。

「オーイェー、ダイサンプリンセスのグッドな表情が撮とれましたですよ。きっと視し聴ちよう率りつもとれますですよ」

　背後から人の声が聞こえた。一体いつの間に『要塞』へ入ってきたのか、金きん髪ぱつアフロヘアの男がロッカーの脇わきに立っており、自分で持ったマイクとカメラに向かって陽気に喋しやべっていた。

「初の役職任命に揺ゆれる不安、派は遣けん騎士に寄せる淡あわい感情。どうするどうなるダイサンプリン。乙女おとめの成長を綴つづるこのドキュメンタリーは、『おはよう天てん箱そう園えん』の富とみ岡おかトミーが最後まで責任を持って、完全ノーカットの無修整でお届けしちゃうでござるよ。では早速ダイサンプリンにインタビューであるです。スリーサイズはいかほど？」

　聖は投げるものを探して、第一王子が散らかしていった台の破は片へんを、取り急ぎ持ち上げた。







【ある挿そう話わ、その１】

　むかしむかし、ある次元にひとりのお姫ひめ様がいました。

　それは可か憐れんなお姫様でした。ですがとても弱いひとで、いつも泣いていました。けれどいつの頃ころからか、お姫様のそばにはひとりの騎士がいるようになりました。強くて頼たのもしい騎士は、いつもお姫様を守ってくれました。

　お姫様は騎士のことが好きでした。騎士もお姫様のことを好きでいてくれているようでした。お姫様は幸せでした。政治敵にいじめられても泣かなくなりましたが、ある日その政治敵に言われたのです。お前など、その騎士がいなければ何もできないと。

　言われてみれば、その通りでした。

　だからお姫様は強さを求めました。

　そして──。


【その２に続く】　　
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　早朝の県立風かざ戸と里り高校校舎内、一学年昇しよう降こう口ぐちを、大おお柄がらな影かげが進む。

　特注で太く作った制服ズボン。踵かかとを踏ふみ潰つぶされた上うわ履ばき。品性のない足音。他ほかに誰もいない昇降口に、荒あら々あらしい気配が押し寄せる。その男子生徒は、小さな紙かみ袋ぶくろを持って歩いていた。

　一年七組の靴くつ箱ばこの前で止まると、男子生徒は目当ての名札を探す。紙袋の口を開き、中身を確かく認にんする。

　木き彫ぼりの竜りゆうの置物ひとつと、一行だけ記された手紙。手紙の内容は、こう。

『一年七組吉よし乃の聖ひじりへ。ワシん巣で死げ』

　国言葉は時に己おのれの意図をより濃こく相手に伝えるものだと、男子生徒の今は亡なき祖父が、昔言っていた。

　男子生徒は唇くちびるの端はしをつり上げ、紙袋をある生徒の靴箱へ押しこむ。一年七組吉乃聖の靴箱へ。







　先日「雨は梅雨つゆ入りまで降らない」と言い切った気象予報士が空に念力でも飛ばしているのか、完かん璧ぺきなまでの晴天が続いている。雲ひとつない青空の下、風戸里高校では予定通り、球技会が開かい催さいされた。

　種目は全四種。校庭を占せん領りようするサッカー、体育館を二分してバスケットボールとバレーボール、市内の他校より早めに開放した屋外プールでの、水球。生徒はクラス内で男女別に四チームに分けられ、いずれかの競技に参加して学年ごとに順位を競う。

　五月に行われるこの学校行事の目的は、生徒会によれば「新しいクラスでの親しん睦ぼくを深める」。球技会に三日も費ついやされる理由は、いくつかある。初代生徒会長が「期末テストだって三日も四日も続くんだから、同じくらいスポーツもさせてほしい」と校長に談判したとか、風戸里高が年度予算の乏とぼしい学校であるために、近きん隣りん他校では実じつ施しされる春の遠足が行えないので、球技会で三日間授業を潰して生徒の機き嫌げんをとろうとしているだとか。

　何にせよ、目的が運動技術の向上や精神鍛たん錬れんなどは二の次であることは、ルールも示している。クラスごとに全種目全試合で取得した点数を合計してゆき、三日目終しゆう了りようの時点で累るい計けい得点が最も高かったクラスが、優勝となる。対戦表は、全すべてのクラスが一度以上ずつ当たるよう平等に組まれている。とりあえずは仲間と協力してひたすらゴールを目指していれば、その試合は負けてしまっても、最終的にはクラス全体で上位に食いこむ可能性もある。弱小チームの闘とう志しを萎なえさせない工く夫ふうが効いているのか、毎年三日間、風戸里高校の球技会は最後まで賑にぎやかに盛り上がると、校長が開会式で、一年生選手に向けて話していたのだが──。

「うちのクラスの優勝は、間ま違ちがいなく無理ですね。今、サッカーとバスケの第一試合を見てきましたけど、男女とも得点ゼロでボロ負けしてましたもん」

　聖ひじりの隣となりへ大たい儀ぎそうに腰こしを下ろし、同じクラスの男子生徒が言う。聖が膝ひざを抱かかえている場所は、プールサイドのフェンス前。昨日の体育教師の勧すすめに従い、聖は水球の見学をしているところだった。

　準備運動と「万が一の事態に備えて」体育委員による人工呼吸の見本で沸わいた後、現在プールでは、二年生の男子チームがボールを巡めぐって楽しげに水みず飛沫しぶきを上げている。景気よく光を振ふりまく太陽のおかげで、水温の心配もないらしく、白く輝かがやく水面は見学者の頰ほおをもまぶしく炙あぶる。

　今日は暑くなりそうだなあと、聖はジャージの長い袖そでを少し捲まくる。体の輪りん郭かくを隠かくす目的で、聖はいつもサイズの大きいジャージを着るようにしている。動きにくい格好になるが、どうせ体育は一年中見学するので問題はない。しかし気温の高い日や夏場は、まるで仮け病びようへの罰ばつのように、別の意味での苦労が訪おとずれる。今日着ている紺こん色いろジャージの内側にも、まだ午前中だというのに、早さつ速そく熱気がこもり始めていた。

「俺は別に、七組がビリでもいいんですけど……」

　聖の隣で胡座あぐらをかき、高たか畑はたという名のクラスメイトは言う。

「第三王女様としては、やっぱり優勝した方が、地球滞たい在ざい中の美しい思い出となって残りますよね」

「高畑君、その『第三王女様』っていうの、やめてほしいんだけど……」

　遠えん慮りよがちに聖は告げるが、高畑は聞こえていないらしく「でも、クラスのやつらに王族の御ご前ぜん試合だぞって言うわけにもいかないし、やっぱりこのまま最下位かなあ」と唇を尖とがらせる。幸いプールサイドにいる見学者は少数で、聖たちからかなり離はなれた場所に上級生が数人いるだけだった。

「そうだ、今朝の『天てん箱そうスポーツ』で読みましたけど、第三王女様って議会でナントカ庁とかいう役職に任命されたそうですね。おめでとうございます。すごいですね」

「……ありがとう。でも、ぼくがすごいから選ばれたわけじゃ、ないんだよ」

「またまた謙けん遜そんしちゃってー」と肩かたを竦すくめるクラスメイトの素す性じようは、地球人の命めい壇だんを買って高校生活を送る逃とう箱そう者しや。幼い頃ころに天てん箱そう園えんから家族と移住してきて、地球在住歴十数年を誇ほこる高畑は、どこからどう見ても普ふ通つうの学生だ。

　半はん袖そで短パンの体操服姿も、どこから見ても健康そのものだが、高畑は聖と同じく仮病を申し出て球技会を見学している。不参加の本当の理由は「球技会をしているような気分じゃないから」というものであり、先月同じクラスの逃箱者栗くり田た露つゆ美みが強制送そう還かんされて以来、高畑はずっとこの調子だった。

「王女様に比べて、俺はちっとも冴さえませんよ。今日は学校休んでますけど、栗くり田たの命壇をつけてるあの黒い犬っころ……」

　高畑は剝むき出しの脛すねを自分で叩たたき、顔を顰しかめる。

「あいつ、昨日の放課後俺を待ち伏ぶせしていて、言うんです。そろそろ栗田を失しつ踪そうさせたいから、一いつ緒しよに駆かけ落ちする演技をしろって。どうして俺が犬と愛の逃とう避ひ行こうをしなきゃいけないんですかね。断ったら吠ほえて嚙かみつこうとするし……」

　言いながら、高畑は苛いら立だちを紛まぎらわすためか、脛の毛をむしり取る。痛そうだなあと怯おびえつつ、聖はジャージの膝を強く抱えた。

「……ごめんね。栗田さんが強制送還されたのは、ぼくのせいでもあるからね……」

「あ、いえ、違いますよ、第三王女様に文句を言ってるんじゃないんです。こっちこそすみません」

　高畑は勢いよく顔を下げ、脳天を照れくさそうに指で搔かいた。

「大体栗田は、暇ひま潰つぶしに俺とつき合っていたみたいですから、どうせいつかは別れてたんですよ。でもあの犬っころみたいに、事務処理的にはまだ片づけられないっていうか、失しつ恋れんの傷が癒いえるまで待ってほしいっていうか、そんな感じなんです」

「……失恋……」

「ま、次の恋こいでもすればすぐ回復するってよく言いますけどね、なかなか……あ、菅すが原わら先生だ」

　ちょっと大人びた表情で語っていた高畑が、プールの出入り口を見て突とつ然ぜん目を輝かせる。白いストッキングに包まれた足でプールサイドに現れたのは、風戸里高の保健医だった。

　小こ柄がらながらもグラマーな体を覆おおう白衣が、青空に映はえる。髪かみを清潔にまとめたバレッタは、日の光を華はなやかにはね返す。その女性保健医の名前は確か、菅原小こ町まち。三月に大学を卒業し、四月から風戸里高に赴ふ任にんしてきた。新任の挨あい拶さつ時に「何でも治すので、遠慮なく保健室に来て下さい」と朝礼台の上から気さくな笑顔えがおを振りまいていた姿は、聖の記き憶おくにもまだ新しい。若い教員は得てして生徒の関心を惹ひくものだが、優やさしそうで容姿にも遜そん色しよくがないとくれば、生徒の人気は自動的に高まる。そして実際、失恋の傷が癒えていないはずの高畑は、聖の横で幸せそうに頰をゆるめていた。

「いいですよねえ、菅原先生。あのちょっと目め尻じりの下がった頼たよりなさそうな顔が、かなり好みです」

「……頼りなさそうなのが、いいの？」

「保護欲をかき立てられるって意味ですよ。でも実際に自分の彼女があまりにも頼りなかったら、最初は守ってやれてるぜみたいな感じで嬉うれしいかもしれないけど、だんだん疲つかれてくると思います。俺なんかは、子供の頃に異次元から引っ越こしてきて、頑がん張ばってる親の姿を見て育ちましたからね。女もある程度はしっかりしていてほしいって、やっぱり思っちゃいますもん」

「……そう、だよね……」

「その点、年上はポイント高いですよ。ああ、菅原先生が彼女だったらなあ……でも彼氏がいるって噂うわさだしなあ……」

　保健医本人は十メートル離れた位置で絶賛噂中だとは気づいていないらしく、右手に提さげた小さな救急箱を揺ゆらし、穏おだやかな表情でプールを眺ながめていた。怪け我が人にんの見回りと試合の見物を兼かねて、各競技場を巡っているところなのだろう。

　と、菅原保健医の「ちょっと目尻の下がった」瞳ひとみがこちらに向けられた気がしたので、聖は口の中で小さく叫さけび、大急ぎで身を縮こまらせた。

「どうしたんですか、第三王女様。モグラ叩きのモグラみたいになっちゃって」

　まばたきをする高畑に、聖は喉のどを鳴らしながら小声で答えた。

「……ぼく、四月の身体測定をサボっちゃったんだ。だから個人的に保健室で測定をするから来てほしいって、菅原先生から何回か連れん絡らくがあったんだけど、ずっと誤ご魔ま化かしていて……中学の時もそうしてきたから……」

「あー、身体測定はちょっとまずいですよねえ。胸囲とか」

　高畑の目線があからさまに聖の胸むな元もとに注がれたので、聖は抱かかえた膝ひざに上半身を押しつけて一層身を縮まらせる。しかし高畑は「でも平気ですよ」と軽く続けた。

「だって菅原先生、逃とう箱そう者しやですもん」

「そ、そうなの？」

「うちのおふくろが、互ご助じよ組織の事務所で行き会ったって言ってました。命めい壇だんをちょっと細工して地球の大学を出て、昼間は保健医やってますけど、夜は地球に住む天てん箱そう園えん人専門の診しん療りよう所じよで働いてるらしいですよ。そういう二面性がまた、いいんですけどね。逃箱者なら、風戸里高校一年七組の吉よし乃の聖は男装した夕ゆう凪なぎ姫ひめだって誰でも知ってますし、身体測定の数字だって、適当に書いてくれるんじゃないですかね」

「そ、うかな……」

　聖は引っこめていた首を伸のばし、菅原小町の方にそっと目をやる。見えたのは白衣の背中だけで、地球在住異次元人の保健医は、別の競技場へ移動していった。

「羨うらやましいなあ、菅原先生と個人的に身体測定。俺、手伝ってあげましょうか」

「手伝うって何を……。……あ、そうだ」

　上半身を起こすついでに、聖はジャージのポケットを探さぐった。入れておいた小さな紙かみ袋ぶくろを引っ張り出し、高畑の視線がこちらに向いていることを確かく認にんしてから、言う。

「この紙袋、今朝、ぼくの靴くつ箱ばこに入ってたんだ」

「へえー、プレゼントですか？」

　高畑は贔屓ひいきの教員を見て元気が出たのか、すっかり調子の戻もどった様子で鼻をこすった。

「これまた羨ましいですね。一年七組の吉乃聖は女の子っぽくていいって、その手の趣しゆ味みの生徒からは支持されてるって聞きますからねえ。うちのクラスの入いり江えとか大おお竹たけなんかが代表的ですけど」

「そういうんじゃないと思うんだ、これは……」

　聖は眉まゆを下げ、紙袋の中身を指先でそっとつまみ出す。木き彫ぼりの竜りゆうの置物がひとつと、折り畳たたまれた便びん箋せんが一枚。便箋には癖くせのある角張った筆ひつ跡せきで「一年七組吉乃聖へ。ワシん巣で死げ」とだけ書かれている。今朝登校してこの『贈おくり物もの』を発見した瞬しゆん間かん、聖は恐きよう怖ふで立ちくらみを起こしたほどだった。

　だが、これが単に学校内で起きたいやがらせではないと判断できたのは、同どう封ふうされている木彫りの竜の存在だ。聖の勘かん違ちがいでなければ、昨日『要よう塞さい』に現れた天てん箱そう園えんの第一王子は、これとそっくりのものを故郷からの土産みやげだと言って持参していた。

「……それ、園えん南なん山脈の人食い竜ですよねえ」

　高畑も気づいたらしく、聖の手元を覗のぞきこんでまばたきの回数を増やした。

「昔よく、天箱園の土産物屋で見かけましたよ。獰どう猛もうそうな置物だなあって、子供心に強きよう烈れつでしたもん。そういやそっちの手紙も、園南弁っぽい書き方ですけど」

「園南弁って、天箱園での方言？」

　聖の問いに高畑が頷うなずき、「あっちは地球みたく言語が分かれていなくて、次元全体で共通なんですけど、方言はいろいろありました」と答えた。

「俺の家はずっと城じよう下かだったんで、そんなに園南弁には詳くわしくないですけど、そういう喋しやべり方だったと思いますよ。その手紙の送り主、随ずい分ぶん露ろ骨こつに『自分は天箱園の出身だ』って言ってる感じですね。そんなやつが第三王女様に『死げ』なんて、一体どういうつもりで──あっ、も、もしかして、暗殺？」

　高畑が大きな声を発したので、聖は大おお慌あわてで唇くちびるの前に人差し指を立てる。プールの方でどちらかのチームがゴールを決めたらしく、上がった歓かん声せいが、うまい具合に高畑の叫びを搔かき消してくれた。

「……それは大げさだと思うんだけど、狙ねらわれる覚えは、一応あるんだ」

　極力声を抑おさえるようにして、聖は唇を開く。

「昨日就ついた地球査察庁っていう役職で、ぼくが失敗したら喜ぶ人がいるから……」

　高畑も小さく頷き、「『喜ぶ人』って荒星王子ですね。じゃあ脅きよう迫はく状じようっていうか、派手な挑ちよう戦せん状ってところですね」と返す。出身次元の重要政治問題に触ふれられたせいか、高畑は妙みように活いき活きとした表情になっていた。

「しかもその挑戦状を、第三王女様の自宅じゃなくて学校の靴箱に入れてきたのは、『自分は校内で狙ってるぞ』って宣言してるんですよね。うわあ、じゃあ今、校内に第一王子がいるってことですか？　でもあの目立ちたがり屋な王子が、よく隠かくれていられますね」

「荒星王子は昨日、天箱園に帰ったはずなんだ。それにこの手紙の字、あの人とは違う気がする。ぼくが前に見た荒星王子の筆跡は、余白を埋うめつくさないと気が済まないって感じのものすごい書き方だったし……」

「じゃあ本人じゃなくて、手下を校内に潜ひそませているんですかね。どんなやつなのかなあ。きっと過激なやつなんだろうなあ、だって第一王子の手下だもんなあ」

　腕うで組ぐみをして頷いている高畑に、聖は「それで、高畑君に聞きたいことがあるんだ」と尋たずねた。

「うちの高校にどのくらい逃とう箱そう者しやがいるか、わかるかな……。高畑君や菅原先生以外で」

「そうですねえ、前は逃箱者なかま探しが趣味だったんですけど……最近は家族経由で、市内のどこそこに新しい逃箱者が引っ越こしてきたとか、噂うわさを聞く程度だからなあ」

　高畑は首を捻ひねり、フェンスに寄り掛かかって空を見上げた。

「校長が逃箱者だっていうのは有名ですよ。三年の女子にもひとりいるって聞いたことがありますけど、園えん南なんの出身じゃなかったと思うなあ。逃箱者じゃないけど、派は遣けん騎き士しがうちのクラスの名めい簿ぼに載のってますよね、ちっとも学校に来ませんけど。あとは、うーん……」

　高畑が額に皺しわを寄せ始めたので、聖は「ありがとう」と言って止めた。

「素す性じようを隠し通している逃箱者もいるだろうし、下手に探し出そうとして相手を刺し激げきするのも怖こわいから、とりあえずは様子を見るよ」

「大だい丈じよう夫ぶですかあ？」と、高畑はあからさまに頼たよりなさそうな視線を、聖に向けてきた。

「まあ、本当に過激で危ないやつなら、手紙なんか出さないでいきなり襲おそいかかってくるでしょうけど。念のためにボディーガードとか雇やとっておいたらどうですか。あ、例の派遣騎士に頼たのめばいいじゃないですか。王族が宮きゆう廷てい騎士を使うのは当然の権利だし、そもそも逃箱者の犯罪取り締しまりは、派遣騎士の仕事なんだし」

「そうだけど……ぼくの問題だし……」

「遠えん慮りよがちなことを言いますねえ。第三王女様とあの派遣騎士って、注目度ナンバーワンの関係なんでしょう？」

「だ、誰だれがそんなこと言ってるの」

　聖が動どう揺ようして全身を震ふるわせると、高畑はあっさり「おふくろが買ってくる天箱園の週刊誌」と答えた。

「貴族の独身男を並べて王族の結けつ婚こん相手を予想するなんて、週刊誌の連れん載さい記事みたいなもんですからね。『審しん錫じやくの系けい譜ふ』と『凜りん馬まの系譜』との婚こん姻いんなら、天使列の遺伝も悪くなさそうだって書いてありましたよ。『誉よ腕わんの系譜』の次じ男なん坊ぼうも独身だけど、そことの配合は過去に遺伝因子を打ち消し合うタイプだって証明されてるから、駄だ目めだとか」

「……そういう意味の、注目度ね……」

「でも『凜馬の系譜』は、超ちよう名門ですからね。今いま更さら王家と姻いん戚せき関係を結ばなくても政治力は充じゆう分ぶんあるし、『審しん錫じやく』以外との強力な配合を考えているかもしれないでしょう。『凜馬』の家の子供は、あの派遣騎士とお姉さんがひとりいるだけで、駒こまが何体もあるわけじゃないから、第三王女の婿むこに出すかどうかの可能性は五分五分なんですってよ」

「……もういいよ高畑君、喋り方が噂好きのおばちゃんみたくなっちゃってるし……。それに結婚なんて、ずっと先のことだもの」

「そうですけどね。ま、無理しない程度に頑がん張ばって下さいよ、第三王女様」

　高畑が気楽そうに言い、また青空をまぶしそうに見上げた。

「身体測定も、ナントカ庁も、挑戦状にも負けないで下さいよ。俺も頑張って、さっさと失しつ恋れんから立ち直りますから」

「……そうだね」

　聖は小さく頷うなずいた。地球査察庁『周しゆう夜よ北ほく辰しん』としての初仕事、文書提出の期限は、十日後ということになっている。余よ裕ゆうがないほどでもないが、初めてだからきちんと臨のぞみたい。挑戦状だか脅迫状だかわからないが、怯おびえたり気にしている暇ひまはないはずだ。

「頑張らないと、ね」

　試合終しゆう了りようの笛が鳴って、プールから大きな飛沫しぶきが舞まい上がる。校庭の方からは何か派手な展開があったのか、怒ど声せいと悲鳴が入り混じって聞こえていた。







　午前中の全試合が終了した時点で、一年七組の総得点は、たったの二点だった。七組は文句のつけようもなく学年最下位に位置し、準最下位のクラスとの差は十五点。現在一位を独走中の一年六組とは、百点近くも離はなされていた。

　クラスメイトたちが「六組のサッカー、あれはずるい。堀ほり木きのグループの攻こう撃げきは完全に反則と暴力の域に入るのに、審しん判ぱんが怖がって見ていないふりをする」と嘆なげく湿しめっぽい教室を後にし、聖はいつものように人の少ない屋上に行き、持参の弁当をひとりで食べた。昨夜なかなか寝ねつけなかったせいで今朝は寝ね坊ぼうしてしまい、弁当箱の中身は冷れい凍とう食品ばかり。いつもより手て抜ぬきでも、まずいものを選んだわけではない。だが昨夜も悶もん々もんと考えていたことを無意識に繰くり返していたら、何の味も感じられなくなってしまった。

　日ひ陰かげに入ることも忘れ、太陽の真下でぼうっと箸はしを動かしていた聖は、チャイムの音でふと我に返る。校庭から、午後一番の試合を発表するアナウンスが流れ、昼休みが終わったのだと知る。

「……暑いなあ」

　体がうっすら汗あせばんでいることにも、今いま頃ごろ気づいた。







　球技会開かい催さい中ちゆう、不参加者の集合場所は特に決められておらず、点呼も受けないが、もちろんサボリを奨しよう励れいされているわけではない。見学者でも長時間姿を消せば、見つかり次し第だい教師に叱しかられるはずだ。だが十分程度の遅ち刻こくなら大目に見てもらえるだろうと勝手に判断し、聖は屋上から更こう衣い室に移動した。気分転てん換かんを兼かねて、体の汗を拭ふこうと思ったのだ。

　全校生徒が出で払はらった校舎内は静まり返っており、三階の外れにある一学年男子用更衣室も、当然無人だった。聖は出入り口の戸に内側から入念に鍵かぎをかけ、校庭からの歓かん声せいを拾う窓にも、しっかりとカーテンを引いた。聖は普ふ段だんの体育の着き替がえでは、休み時間終了間ま際ぎわの人が少なくなった頃ころを見計らい、更衣室に入る。部屋の隅すみで決して誰にも体を見られないように、加えて誰の姿も絶対見ないように、素す早ばやく着替えを済ませている。本当は男子と一いつ緒しよに着替えなんて毎回卒そつ倒とう寸前で、できればトイレの個室でも使いたい。だがわざわざ別の場所で着替えていることを誰かに気づかれて怪あやしまれたら、もっと意識の遠とお退のく事態が訪おとずれる。

　現在の更衣室貸し切り状態は、聖にとってまさに天国。聖はジャージの上着と半はん袖そでシャツを脱ぬぎ、胸に巻いた布を解いた。息を吹ふき返したような解放感に包まれ、頭の中の靄もやも晴れた気がした。タオルで手早く皮ひ膚ふを撫なで、聖が布をもう一度上半身に当てようとした、その時だった。

　更衣室の戸が、外側から強く叩たたかれた。鍵が軋きしんで心しん拍ぱくが跳はね上がり、聖は悲鳴を必死にのみこんだ。廊ろう下か側から、誰かが戸を開こうとしているらしい。男子と思わしき複数の声も聞こえてきた。鍵がかかっていることを不ふ審しんに思ったのか、戸は何度も繰り返して揺ゆらされる。午後の試合はとっくに始まっているから、サボリ場所を求めた不良生徒だろうか。聖は窓際の壁かべに張りついて、大量の冷や汗を噴ふき出した。

　しかし幸いなことに、この更衣室は今年度新調されたばかり。戸は頑がん丈じようでしっかりしており、揺らされ続けても鍵が外れる気配はない。先ほどから棒か何かで戸を乱暴に打つ音が響ひびいてくるが、派は遣けん騎き士しの使う戦せん闘とう用の剣けんや槍やりでもなければ、破ることは難しいだろう。闖ちん入にゆう者しやはそのうち諦あきらめて去る、聖は自分にそう言い聞かせ、震える手で着替えを再開しようとした。

　不意に、戸への攻撃がやんだ。次いで戸と壁のかすかな隙すき間まから、強い光が差したように感じられた。

　そして次の瞬しゆん間かん。ものすごい打だ撃げき音おんが響き、更衣室の戸は真ん中から放射状に砕くだかれた。無む惨ざんに開かれた亀き裂れつから最初に顔を覗のぞかせたのは、湾わん曲きよくした厚い鉄てつ片ぺん。太い柄え。斧おのだった。何で斧。聖は頰ほおをひきつらせる。鋭するどすぎる刃はや紋もん様ようの刻まれた長い持ち手からは、薪まきを割る現実的な道具ではなく、戦場で使いこまれた凶きよう器きの印象が強く漂ただよっていた。

「隠かくれとっても無む駄だじゃらげー！」

　割れた戸を蹴けり倒たおして入室してきた人ひと影かげが、雄お叫たけびに近い声でそう怒ど鳴なる。窓ガラスがびりびりと震ふるえ、聖の全身からは血の気が音を立てて引いていく。完全に凍こおりつきながらも、聖が胸の前で両手を交差し上半身を隠す姿勢を取れたのは、乙女おとめに生まれつき備わっている条件反射なのかもしれなかった。

　そうして聖の胸の谷間あたりを見てぴくりと眉まゆを動かしたのは、やたらと大おお柄がらな一年男子だった。背が高いだけでなく、首やら胸むな板いたやら手足やら、あらゆる部分がぶ厚い筋肉の塊かたまりでできている。長身の男性なら、聖は昨日派遣騎士の佐藤に会っているが、タイプが違ちがいすぎた。佐藤を優やさしい樹木にたとえるならば、現れた人物は塀へいか壁だ。

　そんな相手が凶悪な斧まで担かついでいても、同級生だと判断できた理由はひとつ。肩かたから羽織っている上着が、聖と同じ紺こん色いろジャージだからだ。そうでなければ、指名手配犯が校内に侵しん入にゆうしてきたのだと、聖は真っ先に誤解していた。そのくらい男子生徒の人相は悪く、三白眼の両目には、斧に負けないほど恐おそろしい光が宿っていた。肩まで伸のびたざんばら髪がみは、人里に下りてきた山さん賊ぞくを彷ほう彿ふつさせた。

「一年七組の──」

　太く低い声で言いながら、男子生徒が聖の方へ歩み寄ってきた。巨きよ体たいの後ろからは、剃そり込みやリーゼント、坊ぼう主ず頭とパンチパーマの男子が四人、続いて歩いてくる。彼らの所持品は斧ではなく、野球部の部室から盗ぬすんできたような金属バットだったが、そんなものは何の安心材料にもならない。

「──吉乃聖」

　聖の名を呼ぶ山賊ヘアの肩で、ジャージが揺れる。『堀ほり木き』と記されたゼッケンがちらつく。それを見て、冷れい凍とう中の聖の脳のう味み噌そは、懸けん命めいにも記き憶おくを引っ張り出してくれる。──一年六組には不良がいる、一昔前の番長みたいなやつ。堀木の攻こう撃げきは完全に反則と暴力──。聖は「ひっ」と口の中で小さく叫さけぶ。高校デビューで有名な、堀木隆たか宏ひろのグループだ。

　逃にげないと。性別がバレる、というかこの距きよ離りではもうバレている。走り出そうとした聖に、堀木は素す早ばやく腕うでを動かして斧を突つきつけてきた。後ろの四人も堀木を中心にして半円形の陣じん営えいを築いたので、聖の逃げ場は完全になくなってしまう。聖の胸先数センチで待機中の斧は、少し錆さびていた。その綻ほころびが余計に怖こわく、膝ひざだけでなく心臓まで止まりそうになる聖に、不良生徒は骨太な顎あごに野や蛮ばんな皺しわを刻んで言った。

「ようやんひどっぎるんなっぱんじゃら、ワシんも早っぱなしゃもかじゃらどっ。あげなてて出しとん、ヌシもむなわぐわぐしでじゃらげ」

「………………ええ、と……」

　堀木は訛なまっていた。全く理解できないほどの訛りだった。聖が震えながら「す、すみません、もう一度お願いします……」と必死に返すと、不良は山賊ヘアを振ふり乱して「うがー」と叫んだ。窓ガラスがまた震え、聖も大いに震えた。堀木は血走った目で「あー」とか「わー」とか猛もう獣じゆうのように吠ほえまくった後、額に皺を寄せて、先ほどよりは訛りの薄うすい言葉を吐はき出した。

「これだから中央育ちの王族貴族は好かんじゃら、園えん南なん言葉を馬ば鹿かにする気じゃげ。ヌシャら、今のワシの格好いい台詞せりふを第三王女に通訳したれっ」

　堀木が後方の男子に言うと、剃り込みの男子が「すんませんっすチヨさん、さっきのは方言がキツくて、オレらもよくわからなかったっす」と頭を搔かいた。

　再度叫んだ堀木が斧を振り回し、更こう衣い室の壁が次々と穿うがたれた。まわりの四人は見かけによらず常識人なのか、堀木を押さえて「気にすることないっす！」「チヨさんは天てん箱そう園えんの地方出身者の星っす！」などとなだめ始めた。凶悪なのか間ま抜ぬけなのかわかりづらい光景を見つめ、聖は気力を絞しぼって脳の回転を促うながす。第三王女、天箱園──不良生徒の台詞の中には、地球の不良が知っているはずのない語句が混ざっている。

「……あの手紙を書いたのは、あなたですか」

　何とか呼吸を再開させて、聖は尋たずねた。仲間と騒さわぎ合っていた堀木がぴたりと黙だまり、聖に向き直る。不良生徒はぶ厚い頰をつり上げて、獰どう猛もうな表情を浮うかべた。

「そうじゃげ、ワシはヌシに会うために天箱園から来た。ヌシを近っぱところで見られるよう、この高校の生徒のめい──ええっと、めい……名犬、じゃなくて、何じゃったげ……」

　言葉を詰つまらせ顔を顰しかめる不良の背後で、子分らしきひとりが「『命めい壇だん』っす！」と小声で言う。堀木は太い顎を大きく頷うなずかせた。

「そうじゃらそうじゃら命壇じゃら、逃とう箱そう者しや言葉は都会ぶっててようわからん。──話を戻もどすとな、ワシはこの高校の生徒の命壇を買って、ヌシのもとに来たっちゅうことげ。命壇を売った地球人は、買い取り金で自分探しの旅に出たらしい。こっちの次元の若もんは、のんきでええげな」

　斧を持っていない方の手で、堀木は──地球人の居場所を買った異次元人は、ざんばら髪を乱暴にかき上げる。六組の堀木のグループは中学まではもの静かな集まりだったのに、数週間前に急にグレてしまったと聖は以前聞いた。変わったのは堀木の人生観ではなく、命壇の所有者ということか。栗くり田た露つゆ美みのふりをしている犬いぬ養かいが良い例で、容姿の違いは命壇の認にん識しき効果で何とでもなる。だが買い手が元の持ち主とあまりにも異なる性格を披ひ露ろうさせれば、当然こんな結果にはなる。

「……何週間か前に来た逃とう箱そう者しやなら、失しつ恋れん中の高畑君は気がつかないよね……」

　聖は呟つぶやき、目の前の男を凝ぎよう視しする。高校生にしては発達しきった肉体も、よく見れば無ぶ精しようヒゲの確認できる口元も、紺こん色いろの学生ジャージがちっとも似合っていない。本当の年ねん齢れいは恐らく二十歳過ぎくらい。聖に接近するためだけに風戸里高生の命壇を買ったならば、高校生活を満まん喫きつする必要ないはずで、当然球技会なんて無視していればよい。それなのに参加してしかも暴れていたのは、聖に会うまでの暇ひま潰つぶしか。あるいは聖を攻撃するまでのウォーミングアップか。震ふるえ出す奥歯を、聖は懸命に嚙かみしめる。

「で、本題に入るが、夕ゆう凪なぎ姫ひめよ」

　堀木のゼッケンをつけた男が、斧おのとともに一歩聖に近づく。汗あせ混じりの体たい臭しゆうが、聖の鼻先に押し寄せた。

「ワシの手紙と人食い竜りゆうの置物、気に入ったげ？　ヌシの答えを聞かせろげ」

　肉にく食しよく獣じゆうを思わせる双そう眸ぼうが、不気味に細められる。後ろの四人が極ごく悪あくそうに笑った。聖は冷や汗を増量させる以外、何も反応が思いつかない。先ほど戸が砕くだかれる前に見えた輝かがやき、あれは十中八九、天使列の発動光であり、男が持つ斧はその産物だ。異次元人の特とく殊しゆ能力だけでなく、山賊ヘアの青年が標準以上の戦せん闘とう能力を備えていることは、体格を見ればいやでも予想できる。どうしようと、聖は自分の二の腕うでに強く指を食いこませた。

　この男が、荒星の手下。自分の手を汚よごさないにしても、第一王子はきっと単純な罠わなを仕し掛かけてくるのだろうと、聖は勝手に思っていた。隠かくれた場所から石を投げてくるとか、見えにくい場所に落とし穴を掘ほるだとか、たとえるならばそんな手を使ってくるものと推測していた。だが具体的な対策を考えていたわけでもなく、こんな両手を動かせない状態で真正面から武器を突つきつけられたら、なおさらどうしたらいいのかわからない。

　正直なところ、聖は今にも泣き出しそうだった。吹ふっ飛ばされた戸の向こう、廊ろう下かは静まり返っていて、誰だれかが通りかかる気配はない。大声を出して教員を呼べたとしても、この半はん裸らの姿を見られたら別の意味で窮きゆう地ちに立たされる。すでに涙るい腺せんが白旗を上げ始め、目め尻じりに涙なみだが溜たまっていることは、自分でもわかっていた。

　だけど負けてはいけない。

　頑がん張ばらないと、ならない。

「……お、脅おどしなんか、怖こわくないです……」

　震えてかすれて裏返りかけている声で、聖は言った。荒星の狙ねらいは聖の失しつ脚きやくと強制送そう還かんのみ。それ以上の危険が第三王女の身に及およべば、二年後に行われる宮きゆう廷てい儀ぎ式しき『贄にえ』の座を聖に押しつけられなくなり、荒星自身が困ることになる。当然今回差し向けた人間にも、異い母ぼ妹まいを傷つけたり命を奪うばうことは禁じているはずだ。だからこの場で斧おの遣づかいの男におとなしく降こう伏ふくすれば、身の安全は確保できる。そう推測はできたが、聖は戦せん慄りつしきった唇くちびるを叱しつ咤たして言葉を続けた。

「ぼ、ぼくは、荒星王子には、絶対負けません」

「荒星？　あのくるくるぴかぴかした王子か？」

「そ、そうですよ、だ、だから、あなたがいくらぼくを脅したって無む駄だなんです、帰って荒星王子にそう伝えて下さい」

「何でワシがきらぴか第一王子に、ヌシの伝言をしなげりゃならんげな？」

　男は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうに太い眉まゆを上げた後、鼻の穴から強く息を吐はき出した。

「ワシが聞いたのは第一王子のことなんかじゃなくて、今朝出した手紙の返事じゃら」

「だ、だだだから、負けませんってば。あなたの巣で死ねなんて、あんな意地の悪い脅し文句なんか……」

「うがー」と再び雄お叫たけびを発し、山さん賊ぞくヘアは大きな顔を聖に突き出してきた。凶きよう悪あくな目を更さらに恐おそろしく見開いて、異次元からの襲しゆう撃げき者しやは唾つばを飛ばして言う。

「王女のくせにあほっぱ女じゃら、あの手紙のどこが脅しげ。あれはワシからヌシへのプロポーズじゃら！」

「へ？」

「園えん南なん山脈の人食い竜は、一度つがいになると一生同じ巣に住む。『ワシん巣で死げ』ってのは、めっちゃくちゃ気の利きいた求きゆう婚こん言葉じゃ。ワシと結婚しろっちゅう意味じゃげ！」

「け………………」

　仲間の四人がそれぞれ口笛を吹いて「チヨさん格好いいっすー！」などと囃はやしたような気がしたが、聖ははっきりと判断できなかった。頭の中が真っ白になって、目め眩まいもして、視覚も聴ちよう覚かくも足あし下もとも、全すべてが激しく揺ゆれたからだった。『五月は押しの強い異性にモテモテ』という占うらないの内容も思い出したが、そんな思考も波と化してすぐに消える。

　結婚。今この山賊ヘアは、聖にそう言ったのか。

「第三王女、夕凪」

　重く低い声で呼び、山賊ヘアが斧を壁かべに突き刺さす。聖の右みぎ頰ほおすれすれの位置に、刃はが止まる。男は空いたばかりの右手で聖の剝むき出しの肩かたを摑つかみ、左手で聖の顎あごをとらえた。本人にしてみれば触ふれた程度の力なのだろうが、太くざらついた五本の指は、聖の骨を簡単に軋きしませる。

「……園えん南なん名産具ぐ賀が駕が黒くろ飴あめみたいな瞳ひとみ、穂ほ毛げ絹きぬみたいな髪かみ、野の玲れ玲れ豆どう腐ふみたいな肌はだ……ヌシは美しい。政治や『贄』の場だけで咲さくのは、もったいなさすぎる。ワシのもんになれ」

　男が指を動かし、聖の顔を強ごう引いんに上向かせた。それでも身長差がありすぎるため、塀へいのような体を屈かがめてきた。聖の上に黒い影かげが覆おおい被かぶさる。瞳に三白眼が迫せまり、まばらなヒゲと厚めの唇が急接近する。聖の目尻から、溜まっていた涙が耐たえきれずに頰に伝う。こんなファーストキスはいやだと、白い意識で聖は思ったが、体が全く動かなかった。
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「……駄だ目めじゃら」

　しかし聖と唇を合わせる寸前で、男が動きを止めた。鼻の頭に不快そうな皺しわを寄せ、天箱園の地方出身者は言う。

「……順序が違ちがうげ。……そう、結婚指輪が必要じゃげな」

　後ろの四人が「チヨさん今時律りち儀ぎっすー！」と賞賛すると、男は頰を歪ゆがませて頷うなずき、突き放すように聖を解放した。

「ほんじゃば第三王女、ワシは結婚指輪を用意して、明日また学校に来る。逃にげても無駄じゃど」

　壁から斧おのが引き抜ぬかれると、壁の破は片へんが聖の足下に荒あら々あらしく散った。

　剃そり込み頭の子分、次にリーゼント、続いて坊ぼう主ず頭とパンチパーマが更こう衣い室を出てゆき、ざんばら髪がみは最後に方向転てん換かんをする。三白眼と武器の輝かがやきを聖に見せつけて、野や蛮ばんな求婚者は廊下へ消える。

　足音が遠ざかり、校庭の方から笛の音と応おう援えん歌かが戻もどってきた。全身から力が抜けて、聖は床ゆかにへたりこむ。

　斧は嫌きらいだ。宮きゆう廷てい内乱の時に、果か月づき直なお哉やを斬きった武器だから。







　午後のことはよく覚えていない。どうやって着き替がえたのか、どうやって更衣室を後にしたのか、どこで何の試合を見学したのか全く覚えていないが、聖ひじりが気がついた時にはもう球技会一日目は終しゆう了りようしていた。一部の教師が「三階の男子更衣室のドアが破は壊かいされている、誰だれの仕し業わざだ」と騒さわいでいたが、大半の生徒は明日の作戦会議に忙いそがしいため、誰も聞いていなかった。

　総得点数二、という一年七組の成績は、午後の試合をこなしても増えることなく、クラスメイトたちの顔は一様に覇は気きに乏とぼしかった。初老の担任教師本ほん田だの「気持ちはわかるけど、みんな明日と明後日あさつてもなるべくボイコットしないで参戦するように」という生なま温ぬるい激げき励れいが解散の合図となり、生徒は帰路へ散っていった。聖は最後まで茫ぼう然ぜんとしていたが、教室にひとりだけ残されていることに気づいて、大おお慌あわてで帰り支じ度たくをし、大急ぎで学校を飛び出した。

　仮け病びようで球技会を見学しているのにこの猛もうダッシュはどうかと、自分で自分を諫いさめる余よ裕ゆうもないまま聖が向かったのは、自宅ではなく風かざ戸と里り駅の方向。私鉄の高こう架か沿いに建つ古びた三階建てのビル、その二階。この街に駐ちゆう在ざいする派は遣けん騎き士しの詰つめ所しよ兼けん、取り調べ室兼、その他諸もろ々もろの役割を果たす『要よう塞さい』を、一心不乱に目指す。

　夕日の照らす外階段を駆かけ上がり、二階の扉とびらを呼び鈴りんなしでぶち開けた聖を出で迎むかえたのは、派遣騎士たちの特に危機感のない視線だった。佐さ藤とう氷ひ雨さめは白いティーポットに茶葉を入れているところで、台だい城しろ湖こ子こは事務机について書類作業をしており、果か月づき直なお哉やも椅い子すには座っているものの、葉村と向かい合って、雑談と口くち喧げん嘩かの中間くらいの会話をしていたようだった。

　その直哉の顔色に、空腹による衰すい弱じやくがもう見当たらなくて、聖の中で安あん堵どと落らく胆たんの入り混ざった複雑な感情が生じる。しかしそれどころではなかったので、聖は玄げん関かんに立ったまま口を開いた。

「けっ…………けっこ、けっ、こっ、けっ……！」

　舌が痙けい攣れんしてうまく言葉の出ない聖を、直哉と葉村は大おお真面目まじめな顔で見つめていた。数秒後、騎士と煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは同時に人差し指を立て、異口同音に言った。

「産んだたまごを見たらウズラのたまごだったことに気づいた時のニワトリ」

「物もの真ま似ねじゃない！　しかもそんな複雑な！」と聖は全力で否定したが、喉のどが嗄しわがれて思いきり咳せきこんでしまう。佐藤が首を傾かしげながらも紅茶のカップを持ってきてくれたので、ありがたく一気飲みした後、聖は高校で起きた恐きよう怖ふ体験を捲まくし立てるように騎士たちへ報告した。全て話し終えるまでに『要塞』の振ふり子こ時計が一度鳴り、聖は紅茶を二回お代わりした。

「それはそれは、ずいぶん劇的な体験をしましたねえ……」

　佐藤が聖を労いたわるようにそう言ってくれて、葉村も「はー、聖の唇くちびるが奪うばわれたらどうしようって、葉村は心臓が止まりそうになったよ」と額の汗あせを拭ぬぐうような仕し種ぐさを見せた。

　ぴー、と、ファックスの送信音がゆるく響ひびく。聖が壁かべ際ぎわに目をやると、湖子が家電を無表情に操作しているところだった。聖が喚わめいている間も、湖子はひたすら無言で書類をまとめているだけだった。

　聖は何となく気になって、直哉の方へ視線を動かした。椅子に座った騎士は不ふ愉ゆ快かいそうな表情で足を組んでいたが、聖と目が合うと一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいしたように口元を歪め、なぜか更さらに不ふ機き嫌げんな顔つきになった。「なーにそわそわしてるのー」と肩かたによじ上る葉村を引っぱたいて立ち上がると、喉でも渇かわいたのか、直哉は大おお股またに流し台の方へ移動していった。

「僕の娘むすめたちにそんなことを言う男がいたら、間ま違ちがいなく粛しゆく正せいしてやりますが……」

　滝たきかと思うほど激しく流される水の音に、佐藤が苦く笑しようをしながら聖に尋たずねる。

「聖さんは、どうしたいんです？」

「ど、どうって……」

「求きゆう婚こんしてきたその逃とう箱そう者しやにどう対処したいのか、です」

　ゆるく腕うで組ぐみをして、佐藤は言う。その左手の薬指には、指輪が光っている。

「地球で入にゆう籍せきするならば、こちらの法律に従わなければいけませんが、天てん箱そう園えんでは十五歳から婚こん姻いんが認められています。親の了りよう承しようは要いりません。でも王族や名門家の人間には、天使列の遺伝の問題がついてまわりますからね。大たい抵ていは家族や親しん戚せき、他ほかにもいろいろな他人を巻きこんで、配はい偶ぐう者しやが決まっていくものですけれど……」

「私たちは吉乃さんの親族ではないわ」と、湖子がファックスから顔を上げて、体温を感じさせない瞳ひとみを聖に向けた。

「結婚は、個人的な問題よ。プロポーズしてきた相手が見るからに凶きよう暴ぼうそうだったからと言われても、それだけの理由で派遣騎士には逮たい捕ほできない。地球査察庁長官の権限で強制送そう還かんにしろと命じられても、罪状が好みではない求婚程度では、私たちは次元の扉は開けない」

「ぼくは、そんなつもりで話したんじゃなく、て……」

　弱々しく答えつつも、聖は徐じよ々じよに肩を落とすしかなかった。

　求婚相手が異次元の人間では、母親には相談できない。だから派遣騎士のもとに駆けこんだ。それは事実だった。自分でどうにかできることならば話さなかったはずだし、話したからには助けを求めたと取られても仕方がない。そもそも今日の一件は、聖自身の弱さにつけ込まれて起こった気がする。ひとりで着替え中に詰め寄られて、撃げき退たいどころかはっきり断ることもできずに。あの山さん賊ぞくヘアは、第三王女夕ゆう凪なぎには拒こばむ力なんてないと判断して現れた。聖は弱い人間だと見み透すかされたのだ。

「ですがもしその逃箱者がとぼけているだけで、本当は第一王子に命令されて求婚しているのならば、聖さんは地球査察庁長官として対処できますよね」

　佐藤が腕組みを解き、聖の手から空になったカップをそっと取り上げた。

「任務を妨ぼう害がいする者を取り除くことは、立派に仕事の一いつ環かんです。『周しゆう夜よ北ほく辰しん』として、僕たち派遣騎士に撃退命令を出すこともできますよ」

「だけど、荒星王子の目的はぼくの失しつ脚きやくで、結婚は関係ないんじゃ……」

「天てん箱そう園えんの場合、王族の人間が婚姻して他家に入ってしまうと、王位継けい承しよう権けんが消失するんです。『贄にえ』の選せん択たく肢しからは、残念ながら外れませんけれどね。第三王女が婿むこを宮きゆう廷ていに入れるのではなく、どこかの家へ嫁とついでしまえば、次期国王は自動的に第一王子に決定でしょう。嫁ぎ先も有力貴族ではなく、天使列の遺伝もない適当な家にしておけば、更に安全です。何代か前の王族にも、生後五ヶ月の弟を邪じや魔まに思って遠方へ婿に出した王子がいましたね」

「……そこまでして王様になりたいんですか……」

　呻うめくように言う聖に、佐藤は「王は在あ琉る架か神しんの代行ですから、権力を求める者にとってこれ以上の地位はないんでしょうね」と返し、カップを机の上に置く。隣となりの席に座った湖子は、別の書類を黙もく々もくと片づけていた。

「けれど荒星王子がそういう狙ねらいで今日の逃箱者を差し向けたのだとすれば、昨日の『周しゆう夜よ北ほく辰しん』任命自体が、少し無意味になる気もしますよね。まあ、聖さんから何としてでも王位継承権を奪うために、念を入れて複数の手段を用意しているのかもしれませんが。それにもしかしたら、荒星王子とは別の誰かの策略とも考えられますし……」

「な、何ですか『別の誰か』って、そんないかにも怪あやしそうなのは！」

「ああ、怖こわがらせてすみません」と、佐藤は聖を見下ろして淡あわく微笑ほほえんだ。

「王位継承権は関係なく、政治舞ぶ台たいに現れた新顔を邪魔に思う権力者は、それなりにいるという常識論から推測しただけです。とりあえずは、求婚者の素す性じようを突つきとめるのが一番でしょうね。単純に聖さんが好きでプロポーズしてきたという可能性だって、もちろんあるわけですから。そういえばまだ答えを聞いていませんでしたが、聖さん、その男の求婚を受ける気は？」

「あ、あ、ありませんよ！」

　聖が頰ほおと目め頭がしらを熱くさせて断言すると、佐藤は穏おだやかに頷うなずき返した。

「でしたら明日が勝負ですね。ある程度身分の高い人間ならば、こういった申し出に返答する際、家臣を間に立てたりすることも多いですが……」

　佐藤が言った時、流し台の方から直哉が戻もどってきた。直哉は顔についた大量の水すい滴てきをスクールセーターの袖そでで拭ぬぐっていて、水を飲んできたのか水をかぶってきたのか、判断のしづらい様相を呈ていしていた。

「直哉君、明日、聖さんと逃箱者の話し合いに立ち会えませんか？」

　佐藤に言われて直哉が顔を上げた。目の光が恐おそろしく不機嫌な色のままで、聖は何となく息をのむ。

「パトロール中に風戸里高の近くを通りますから、ついでに寄れますよね。その服なら敷しき地ち内に入っても怪しまれませんし、そもそも直哉君は、風戸里高に学がく籍せきがあるんですから」

「そうだよ直哉、そうしようよ」と、葉村が毛け繕づくろいを中断して、前まえ脚あしを熱く振ふり上げた。

「それでその堀ほり木きとかいうプロポーズ野や郎ろうに、はむがつんと言ってやろうよ。『聖に手を出したら、おれの残高が少ない通帳でビンタしてやるぞ』って！」

「そんな薄うすい脅おどしで怖がるやつがいるなら世の中はもう少し平和だ！」

　直哉と葉村が互たがいの頰を摑つかみ合って、ぎゃあぎゃあと喚わめき始める。騒そう音おんに妨さまたげられたのか、書類を書き損じたらしい湖子が小さなため息をつき、修正液を手に取る。聖は両手を握にぎり合わせて直哉に言った。

「い、いいよ、このくらいひとりで大だい丈じよう夫ぶだから。パトロールを中断するのもよくないもの、ぼくのことは気にしないで、君は君の仕事をして」

　聖は精せい一いつ杯ぱい笑ったつもりだが、ぴたりと動きを止めた直哉は、心の底から不ふ機き嫌げんな舌打ちをした。

　葉村が「ほらー、直哉が出産場所を迷ってるハムスターみたくグズグズイライラしてるから断られちゃったじゃん」と意味不明な喩たとえを述べ、また口論が始まる。佐藤は子供の喧けん嘩かを見守る大人のように浅く笑い、『要塞』の隅すみでは黒電話がレトロな呼び出し音を鳴らし始め、湖子が席を立った。

「僕でよければ、一いつ緒しよに行きますよ」

　佐藤が優やさしく言って、聖に向き直った。

「明日僕は夜勤なので、日中は時間があります。学校は明後日あさつてまで球技会なんですよね？　そういう行事中に校内へ部外者が入っても、いつもよりは気づかれにくいと思いますし」

「ほ、本当に平気です、ありがとうございます。話を聞いてもらったら、だいぶ落ち着きましたから……」

　聖は愛あい想そ笑わらいを崩くずさないように努め、鞄かばんを胸に抱だきしめた。

「あの男の人、大おお柄がらでものすごく怖いんですけど、人間なんだからひとつくらい弱点はあるはずだと思うんです。そこをついて素性を聞き出して、ちゃんとプロポーズを断りますから。そういえば何だったっけな、園えん南なん弁とかいう天てん箱そう園えんの方言を喋しやべっていて、通じないと傷ついちゃって、子分みたいな人たちに励はげまされていて……。あ、斧おのがちょっと錆さびていたのも、手入れをサボっているだけかも……」

　自分の中で恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かすためと騎き士しを安心させるために、必要以上の饒じよう舌ぜつで語る聖の正面で、佐藤がふと眉まゆを動かす。口を閉とざして聖が見上げると、佐藤は初めて見るような暗い皺しわを眉み間けんに刻んでいた。

「あの、佐藤さん……？」

「その逃箱者、園南弁で武器は斧……ですか」

　心当たりでもあるのかと、聖が首を傾かしげようとした時。

「取り込み中に悪いけれど、事件よ」

　部屋の隅から、湖子が黒電話よりも冷えた声と眼まな差ざしで言ってきた。直哉と葉村が口喧嘩をぴたりとやめる。

「第二礼拝堂『泉せん廟びよう』から通報。何者かが暴れていて、大火事が起きているそう」

「仕事か」と、聖の横で果月直哉がようやく笑う。ただしそれは、不敵な笑えみだったが。







　第二礼拝堂『泉せん廟びよう』。それは風かざ戸と里り市の郊こう外がいに位置する逃とう箱そう者しや専用施し設せつであり、名前が示す通り、逃箱者たちが礼拝をする場所らしい。

　誰だれへの礼拝かといえば、もちろんそれは在あ琉る架か神しんへ──天てん箱そう園えんの唯ゆい一いつ神しんへ。大多数の逃箱者は生まれた次元を離はなれる際に、家や馴な染じみ深い土地や、はたまた人間関係など多くのものを手放したとしても、在琉架神への信しん仰こうはなくすことなく地球に来るという。そのくらい天箱園の人間にとって、在琉架神とは重要な存在らしい。そしてこれは余談になるが、逃箱者が捨てずにいるのは神への信仰心だけでなく、天箱園のニュースや週刊誌への関心も同様であることは、聖ひじりも何となく知っていた。

「礼拝堂にはすごく稀まれにだけど、在琉架神本人が現れるらしいよ。『泉せん廟びよう』のシスター根ね本もとが自じ慢まんそうに言ってたからね」

　猛もうスピードで走る自転車の前カゴの中で、葉は村むらがヒゲとスカーフを風になびかせながら言った。

「天箱園と地球とそれから神様の世界と、在琉架神は全すべての次元を自在に行き来できるんだって。『泉せん廟びよう』は、在琉架神が使う地球の玄げん関かんみたいな感じなのかな。だからそこでお祈いのりすれば、願いがより届きやすいっていう考えなのかもね。でも在琉架神って、何の用があって地球に来るんだろうね。葉村みたく地球のスイーツを愛してるんだったら、ちょっと仲よくなりたいかも」

　葉村の台詞せりふに返事をする者はない。果か月づき直なお哉やは自転車のペダルを漕こぐことにのみ集中しており、聖は向かい風が強すぎるため、口を開くことができずにいた。

　──「ぼくは地球査察庁長官なんだから、市内で起きる事件にはなるべく立ち会うべきだと思う。一緒に連れて行ってほしい」と頼たのんだ聖を、直哉は黙だまって自転車の荷台に乗せてくれた。聖の心意気を無言で理解してくれたというよりも、単に意識が『仕事モード・現場直行』に切り替かわっているため、余計な会話をするのが面めん倒どうという感じだった。

『要塞』から礼拝堂までの距きよ離りは、直線距離にしておよそ三キロ。『要塞』近くの月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じようには、派は遣けん騎き士し用の自動車が常時とめてあるそうで、佐藤と湖こ子こは車で出発していった。騎士用といってもごく普ふ通つうの国産中古車で、当然飛行機能はついていない。ついていたとしても、空を飛べる異次元車両は、対流圏けん以下にある天箱園人専用空路『多た翼よく道みち』を通らなければならない、という規則がある。直哉の自転車は天使列で羽根を付加した場合は、異次元車両に含ふくまれる。

『多翼道』はわかりやすく言えば、宙を走る高速道路のようなものだ。だが地上の道とは全く無関係な形で空に延びているため、降りる場所によってはかえって遠回りになることもある。そんな理由から、直哉は自転車を『多翼道』ではなく地上道路で走らせたが、目的地に着いたのは、佐藤の運転する車よりも先だった。自転車は小回りが利きくし、そもそも果月直哉の推進力なら、そんじょそこらの中古車などは相手にならないのだろう。

　日にち没ぼつ間もない藍あい色いろの空気の中、田畑の目立つ郊外に第二礼拝堂『泉せん廟びよう』はあった。石造りの外がい壁へきと尖とがった高い三角屋根、その頂いただきに示された十字型。何も知らない人間には、街によくある洋風教会に見えることだろう。聖も逃箱者用の施し設せつだという知識がなければ、特に気にかけることもせずに通り過ぎるはずだ。『泉せん廟びよう』はそんな印象の建物だった。

　だが今は、そこが異次元の神の玄関だと知らなかったとしても、足を止めて目を瞠みはるしかない。三角屋根の周辺に、無数の火の粉が散っている。十字が指す空は黒い煙けむりに厚く覆おおわれ、敷しき地ちのあちこちで、火柱が群れとなって立ちのぼっている。焦こげた風が舌にしみ、何種類もの悲鳴が聖の鼓こ膜まくを突つき刺さす。

「中は危ない、見学するなら外でしてろ」

　荷台から動けない聖の前で、真っ直すぐな背中が動いた。直哉はビニール傘がさを手にして自転車を飛び降りると、アーチ形の門をくぐって礼拝堂の方へ駆かけていった。葉村も直哉の肩かたに移動してしまい、バランスを崩した自転車から投げ出されるような形で、聖は地面に足をつく。

「じ、自転車、どこに置くの……」

　倒たおれかけたハンドルを押さえ、聖は左右を見回す。のんきに置き場所なんて探している場合ではないと頭の隅すみではわかっていたが、心と体の動きがうまく嚙かみあわない。聖は緩かん慢まんに自転車を押しながら、結果として直哉の後を追う。門の向こうから礼服を着た逃箱者らしき人々が逃にげ出してきて、すれ違ちがいざまに聖へ悲鳴を浴びせていった。

　門を抜ぬけて石いし畳だたみの道を数メートル歩いたところに、池があった。池の前には直哉と、修道服を纏まとった女性がいた。中年のシスターはかなり動転しているらしく、司祭服を着た眼鏡めがねの男性の首を絞しめながら、「これは天てん罰ばつです、在あ琉る架か神しんの天罰です、うちの神父が寄付金を使ってコスプレ喫きつ茶さ『巫女みこさんフィーバー』風かざ戸と里り駅前店に行ったからなのです」と喚わめいていた。池の縁ふちではどこかから紛まぎれこんできた猫ねこが、炎ほのおと人に戸と惑まどって右往左往していた。

「ああ、そこにいるのは夕ゆう凪なぎ姫ひめ様──地球査察庁長官！」

　シスターは聖に気づくと、神父を放ほうり投げて地面に膝ひざをつき、両手の指をきつく組み合わせた。

「来てしまいました、やはり現れてしまいました。逃とう箱そう者しやの在り方を見み極きわめるお方が神しん罰ばつの炎に乗って、我が礼拝堂を裁きに来たのです。逃箱者はもうおしまいです、この次元はついに滅めつ亡ぼうです。あほな横領神父の科とがで、地球は『周しゆう夜よ北ほく辰しん』に見捨てられるのです。この業ごう火かはやがて地球全土を飲みこむのでしょう、うわあ」

「落ち着きなよ、シスター根ね本もと」と、葉村が直哉の肩の上から言った。

「神父さんは息も絶え絶えに容疑を否ひ認にんしているよ。コスプレ喫茶で使ったのは寄付金じゃなくて競きよう艇ていで当たったお金だけど、その賭かけ金には寄付金を使ったから結局のところごめんなさいって。今日は信者の姿が多かったから、煙草たばこの不始末かなんかじゃないの？　直哉、火の出所は？」

　直哉が輝かがやきの強い瞳ひとみを動かして、周囲で揺ゆれる火柱に視線を流す。宙に右みぎ腕うでを掲かかげ、スクールセーターの騎士は異次元の言葉を口にする。

「天使列『休きゆう符ふ』、螺ら旋せん回帰」

　列れつ式しき唱しよう合ごうが完成すると、直哉を中心にして白い粒りゆう子しが吹雪ふぶきのように散り、火の粉と鮮あざやかなコントラストを成す。白い光がおさまり、地球上での時間がゆるやかに停止し、池の縁にいた猫も牙きばを剝むいた姿勢で動きを止める。だが炎の揺らめきとその爆はぜる音は、一向におさまらない。

「地球の火じゃないな……」

　直哉の呟つぶやきに、駆け寄ってくる足音がかぶさる。門の方から二名の派遣騎士、湖子と佐藤がやって来た。

　直哉が湖子に視線を投げると、それだけで何かの合図を受け取ったのか、美少女騎士は黙って短く頷うなずいた。湖子はポケットからボールペンを出して、いつもの天使列を素す早ばやく発動させた。光が弾はじけ、細い手の中に武骨さと華か麗れいさを兼かね揃そろえた槍やりが出現する。湖子は池の前に立ち、槍を水面と平行に構えると白い目ま蓋ぶたを閉とざした。その間に佐藤は「逃げ遅おくれた人がいないか、捜さがして来ます」と言い、三角屋根の建物へ向かった。

「──遠く遠い大地の沈しずむ音、長く長い歴史の海図、望むは永久とわの輝きを、天へ廻めぐる歯車と、風は誰たが魂たましいを導かん……」

　湖子が澄すんだ声で、独特の列式を紡つむぎ始めた。静かだが確かな力に満ちた響ひびきに合わせ、湖子は水面を撫なでるように槍を動かす。水面は風向きとは逆に、槍の軌き跡せきにだけ従って、命が宿ったかのごとく波打ち始める。

「そして還かえれ、巨きよ神しんの踏ふみ固めし階きざはしへ。螺旋の果てに待つは幻まぼろしの転生。大地の息吹いぶきは流れゆき、蘇よみがえるは土に帰りし我が誇ほこり──」

　激しく動き出した波は重力に逆らって、宙に浮うく。浮ふ遊ゆうしたまま巨大な水の塊かたまりを築き、塊は迷うことなく湖子の槍へとまとわりつく。半はん透とう明めいのぶ厚い膜まくに覆われて、何倍にも膨ふくれ上がって見える槍を、湖子は演えん舞ぶにも似たしなやかな動きで天へ振ふり上げる。そうして閉じていた目を開いて言う。

「大いなる箱庭よ、誉よ腕わんの血を識しれ声を聴きけ。この魂に跪ひざまずけ。──天使列『毘び破は宴えん』、祈き獄ごく弔ちよう歌か」

　空気が割れ、槍と湖子が激しい閃せん光こうに包まれた。槍に付着した塊が光の波動に共鳴し、輪りん郭かくを歪ゆがませ、大きく弾けて新たな姿に生まれ変わる。
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　武器とその周囲にまとわりつかせた水の塊、二重に天使列を発動させた末に現れたのは、全長五メートルはある巨大な人型。水と同じくその全身は半透明に透すけているが、脆もろさや儚はかなさは一いつ切さいない。硬こう質しつ感かんだけを宿し、鬼き神しんという表現が恐おそろしいほど適した異形が、目蓋を閉ざした低い姿勢で槍の穂ほ先さきに君臨している。聖の膝が勝手に震ふるえた。『誉よ腕わんの系けい譜ふ』は大地を統とう率そつする──佐藤の言葉が蘇る。

「消せ」

　湖子が短く告げて、槍の角度を変える。鬼神が覚かく醒せいし、紅あかい双そう眸ぼうで世界を睥へい睨げいする。湖子が長い髪かみを広げ、投とう擲てきに似た動きと速さで武器を振る。水の夜や叉しやは津つ波なみに近い速さで槍を離はなれ、宙へ跳とぶ。轟ごう音おんが聖の全身を叩たたき、空気の質が激変する。台風を思わせる雨混じりの強風が、礼拝堂一帯に吹ふき荒あれた。しかしそれは刹せつ那なのことで、聖が悲鳴のひの字をあげた時には、敷しき地ち中の炎は全すべて鎮しずめられていた。シスター根本が「さすが台だい城しろさん！」と小こ躍おどりする横で、聖は自転車のハンドルにしがみつき、啞あ然ぜんとするしかなかった。

「…………え……」

　飛沫しぶきを受けて冷たく濡ぬれたはずの頭頂に、ふと熱気を感じて聖は空を見上げる。炎が降ってきた。煙けむりまみれの雲を割り、天から地へと太い火か炎えんが吹きおろされてくるところだった。まさに天罰としか言いようのない光景に、聖はシスター根本と同時に絶ぜつ叫きようを上げる。

　が、炎が聖たちを打つ寸前に、鬼神が盾たてとなって全員の前に立ち塞ふさがった。水の胴どう体たいにのまれて火は消えたが、天からは立て続けに炎ほのおが降ってくる。猛もう火か。烈れつ火か。狂きよう炎えん。神罰。火は止まらない。どうなってるのと叫さけびながら、聖は自転車を手放して頭を抱かかえる。

　何十本目かの火を、鬼神は体に吸収しきれず、胸むな板いたで弾はじき返すだけに終わった。全身から蒸気を上げ、水の夜叉が消しよう滅めつしてゆく。湖子が槍を下げて珍めずらしく眉まゆを寄せた。幸いにも天からの炎はそれで中断したが、最後に弾かれた火が近場の植えこみを焼き、またたく間に新たな火事を発生させていく。シスター根本が再び錯さく乱らんして「神の怒いかりですー」と叫び、踏み潰つぶされた神父がぎゃふんと呻うめいた。

「直哉、煙の向こうに何か飛んでる！」

　葉村が真っ黒な空を指さして叫んだ。直哉が目の光を強め、倒たおれた自転車を起こす。葉村が前カゴに飛び移り、直哉はサドルに跨またがりながら、湖子へ口早に言った。

「シスターたちと聖の保護を頼たのむ。佐藤と合流して一いつ箇か所しよにかたまれ。三十分経たっても戻もどってこなかったら、『休符』の再施し行こうも頼む」

　それだけ言って直哉がペダルへ足をかけたので、聖は大おお慌あわてで両手を伸のばし、自転車の荷台を摑つかんだ。

「ま、ままま、待って！」

　聖が訴うつたえると、瞳に炎の色を映した騎き士しは「応おう援えんメッセージは後にしろ」と怒ど鳴なり口調で返してくる。聖は負けないように眉に力を込こめ、言った。

「ぼくも行く、乗せて」

「『多た翼よく道みち』のサイクリングとは違ちがうんだぞ、お前は引っこんでろ」

　直哉が今度は本気で怒鳴ってきたが、聖は荷台に一層強く指をかけた。

「だ、駄だ目めだよ、ぼくは『周しゆう夜よ北ほく辰しん』だから、ちゃんと近くで見届けないとならない。落ちないようにするし、君の邪じや魔まもしない。君が危なくなったら、六十秒だけでも『代だい天てん照しよう』を使う。天使列の講習はまだ受けてないけど『代天照』ならできる……ぼくだって役に立てる。いいでしょう!?」

「聖、何怒おこってるの？」と葉村が首を傾かしげ、直哉も訝いぶかしげな表情をしたので、聖は「怒ってなんかないっ」と首を横に強く振った。怒ってはいないが、先ほどの湖子を見てやや焦あせったのは、あった。

　何にも動じず、アイコンタクトだけで仲間と通じ、強大な力を放つ。以前なら感かん嘆たんや羨せん望ぼうを生じるだけだったことが、今日はやけに聖の神経を揺ゆさぶる。派は遣けん騎士とはキャリアが違うといえばそれまでだが、礼拝堂に着いて炎を見た途と端たん、完全に腰こしが引けてしまった自分自身があまりにも情けなく思えた。この場で何かしないと、今日の聖は一日中不ふ甲が斐いないままで終わってしまう。

　佐藤が礼拝堂の方から小走りに戻ってきた。保護された者の中には子供も何人かいて、「地球怖こわい、天箱園と変わらない」と泣いていた。

「わかった、さっさと乗れ」

　荷台を顎あごで示し、直哉が進行方向に顔を戻す。聖は急いで荷台に腰を下ろした。

「意気込みはわかったけど、おれが指示するまでは勝手に動くなよ」

「う、うん……そうだ、あの──」

「まだ何かあるのか」

「ごめん、今いま更さらだけど……ぼくが乗ってたら、重くてスピードが落ちたりするんじゃないかな……」

「お前の重さなんか──」直哉が答えながら、前輪を強く蹴ける。列式唱合を省いた簡単な天使列が発動し、前輪の両側に小さな白い羽根が現れて、勇ゆう敢かんに羽ばたく。

「羽毛みたいなもんだ！」

　立ち漕こぎの姿勢で、直哉が自転車をスタートさせる。風が動き、熱風と火の粉が一気に蹴け散ちらされる。タイヤと石いし畳だたみの地面が軋あつ轢れきを生じていたのはわずか二秒、三秒後には前輪が宙に浮うき、風を追い越こして自転車は空へと飛び立つ。

　ペダルは猛然と回転し続け、燃える景色の全てが赤い流線と化す。ハンドルは引っ張り上げるように操作され、高度が急上じよう昇しようして黒い空が迫せまる。半月振ぶりの飛行に聖は歯を食いしばり、全力でサドルにすがりつく。空を覆おおう煙の向こう側には、確かに何か大型の輪りん郭かくが動いていた。

「天使列『宝ほう剣けん』、螺ら旋せん回帰」

　直哉がハンドルから右手を離はなし、持っていたビニール傘がさを掲かかげた。白い粒りゆう子しが飛び散って、傘は銀色の長剣へ変へん換かんされる。直哉は自転車の速度を更さらに上げながら、刀身で目の前の空気を打ち払はらうように武器を振ふった。光が弾け、大気が高速の帯となって頭上の薄うす雲ぐもに襲おそいかかる。煙けむりの雲が一いつ瞬しゆんにして薙なぎ払われ、聖たちの前に月が静かに姿を見せる。そしてその脇わきに浮かぶ、五匹ひきの異様な生き物も。

「な…………」

　形としてはトカゲに近い。しかし尖とがった顎先から長い尻尾しつぽの先までは、ゆうに三メートル以上、全身を覆う煤すす色いろの鱗うろこは一枚一枚が盾たてを思わせる厚さだ。牙きばの見え隠かくれする口元からは、呼気とともに火の粉が吐はき出されている。その生き物は存在するだけで、周囲の空気を焼いていた。そんなものが宙に五匹もいる。途と轍てつもない熱の塊かたまりを前にして、聖の皮ひ膚ふに種類の違う汗あせが同時に流れる。

「何なのこのトカゲ！」

　叫んだ聖への返答か、巨きよ大だいトカゲが一いつ斉せいに口を開いた。噴ふき出されたものは、予想通りに太い炎の波。直哉は自転車のハンドルを捌さばき、ぎりぎりのところで火か炎えん放射を回かい避ひする。しかし五匹のトカゲは絶ぜつ妙みような連帯感で、聖たちが避よけた先にも火を飛ばし、更にその周辺をも焦こがして避ひ難なん場所を削けずってゆく。空一面が炙あぶられて、自転車は一秒たりとも静止できずに宙を翔かけ続ける。

「トカゲじゃなくて爆ばく蜥せき、天てん箱そう園えんの生物だ」

　熱風に制服のネクタイを煽あおられながら、直哉が言った。

「こいつらだけで次元の道をくぐれるわけがない、誰だれか乗り手の人間がいるはず──」

　飛んできた火炎に対し、直哉は船の舵かじでも操あやつるようにハンドルを大きく回す。自転車が上下逆さまになって、聖は必死に荷台を腿ももで挟はさみ、直哉の腰にしがみつく。騎き士しの自転車はアクロバットをしながら、巨大トカゲの上へ回りこんだ。聖はとても確かく認にんできる状態ではなかったが、真上から見て爆ばく蜥せきの背に人がいるのがわかったのだろう、逆さまになったカゴの中で葉村が「容疑者発見ー！」と嬉うれしげに叫さけんだ。

「放火の罪は重いんだよ、燃やすなら焼き芋いもか恋こい心ごころにしておけばよかったのにね。罰ばつ金きん七十億と天箱園への強制送そう還かんで決まりだね」

　相あい槌づちの代わりに、直哉は異次元生物に向かって自転車を急降下させる。乗り手が気づいてトカゲの体勢を変えようとするが、直哉の方が速い。右手で剣を構え、派遣騎士は躊ちゆう躇ちよなく真っ赤な風に突つっこんでいった。

　が。

　何の前まえ触ぶれもなく、地上の方から飛んできたものが邪魔をした。網あみだ。漁ができそうなほど大きな網が、自転車ごと聖たちをすっぽり捕とらえ、あっさり地上へ引き返した。強ごう引いんな落下速度に聖は悲鳴を放ち、騎士と煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは抗こう議ぎの声を上げる。そしてスタート地点の石畳に、聖たちはべしゃりと惨みじめに叩たたきつけられた。

「おい！」

　直哉と葉村が網を払い除のけて、同時に立ち上がる。怒ど鳴なった先には網の引き手を握にぎるシスター根本がいて、錯さく乱らんしきった表情で「『泉せん廟びよう』特製お仕置き網で派は遣けん騎士のお手伝いをするのですー」と言っていた。傍かたわらの湖子は相変わらずの無表情だが、佐藤は明らかに笑いを堪こらえている。直哉が自転車と聖を引っ張り起こしながら、佐藤に訴うつたえた。

「邪じや魔ましないようにしっかり捕つかまえとけ！」

「すみません。ですがシスター根本が、重要な証言をしていたんです」

　また網を振り回そうとしているシスター根本の腕うでをやんわりと押さえ、佐藤が答える。

「今日は礼拝の他ほかに逃とう箱そう者しやの結けつ婚こん式もしていたそうで、式の途と中ちゆうに爆ばく蜥せきが現れたということです。乗り手に新しん郎ろう新婦がさらわれたらしいので、犯人と一いつ緒しよに叩きのめさないように注意して下さい」

「シスター根本め、何が天てん罰ばつだ、しっかり事件の経けい緯いを知ってるんじゃねえかよ」

　直哉が舌打ちをし、これまで以上のスピードで自転車を発進させる。再び空へ飛ひ翔しようしながら、直哉は荷台の聖を振り返らずに言った。

「聖、いつでも『代だい天てん照しよう』を発動できるようにしておけ。爆ばく蜥せきの逃にげ足は速い、いざとなったら葉村を凜りん馬まに戻もどして一気に片をつける。いいな」

　聖は返事をしようと思ったが、鳴りやまない心しん拍ぱくに意識が半分以上占せん領りようされて、うまく答えられない。時間をかけて頷うなずいている間に、自転車はもう巨大トカゲの群れに迫せまろうとしていた。

　敵は炎ほのおの波を幾いく重えにも巻まいて、こちらの接近を阻はばもうとしていた。異形の背にはそれぞれ人ひと影かげが動いていて、トカゲを操る合図なのか、時々独特の指笛が響ひびいている。しかしどれだけ相手が巧たくみに壁かべを築いても、直哉は一直線に斬きりこんでゆく。高速の自転車は火の粉を寄せつけず、炎の海を越こえて厚い煙を裂さいて割る。そしてついに追いつこうとしたトカゲの上には、人が三人乗っていた。そのうちふたりはタキシードと白いドレス姿の男女で、さらわれた新郎新婦は抱だき合って泣き喚わめいていた。残るひとりは大おお柄がらな体に防火コートを着こんでいた。

「逃がすかよ」

　直哉が剣けんを握って呟つぶやく。その声が届いたのか、トカゲの乗り手は上半身を捻ひねってこちらを振り向いた。三白眼が月光をはね返し、ざんばら髪がみが風に煽られる。聖の全身で血が凍こおった。

「あ、あの人──！」

「止まりゃあ！」

　聖よりも先に、異次元生物の乗り手は野太い声で叫んだ。

「そこの派遣騎士と第三王女、止まりゃんとこいつらがどうなっても知らんじゃら！」

　凶きよう悪あくなその顔も声も、更こう衣い室で聖に求婚をしてきた逃とう箱そう者しやに間ま違ちがいない。一年六組堀ほり木き隆たか宏ひろ（の命めい壇だんを買った天てん箱そう園えん人）が人ひと質じちに突きつけたものは斧おのではなく金属バットだったが、新郎新婦は素す直なおに悲鳴の量を増す。直哉がブレーキを握ると、自転車は不ふ機き嫌げんな音を立てて急停車し、山さん賊ぞくヘアの男は鼻を鳴らして笑った。

「夕ゆう凪なぎ姫ひめよ、昼間の約束通り、ワシらの結婚指輪を用意しているところじゃら。邪魔はするなげ」

　堀木が太い指をくわえ、指笛を吹ふき鳴らす。巨きよ大だいトカゲは戦せん闘とう機に似た爆ばく音おんを撒き散らし、上空へ跳はね上がった。自ら吐はき出す火炎で上じよう昇しよう気流も起こせるらしく、凜りん馬まほどではないものの、異次元トカゲの動きはかなり速い。新婚カップルの声が遠ざかり、残った四匹ひきが即そく座ざに自転車を取り囲む。トカゲの背にいる者の頭とう髪はつは、それぞれ剃そり込み、リーゼント、坊ぼう主ず頭とパンチパーマ。更衣室でも会った堀木の子分たちだ。

　巨大トカゲ四匹が同時に炎を吐いた。直哉は焦あせる様子もなく、ペダルから一いつ瞬しゆんだけ足を離はなし、急速落下を使って炎を避よけた。間髪かんはつをいれずに足をペダルに戻し、高速で旋せん回かいしつつ自転車を再度急上昇。弓形の軌き跡せきで一気に四匹の上へと舞まい上がる。人質のいない敵に対し、騎士は圧あつ倒とう的なスピードとともに剣を突き出そうとした、が──。

「ぐえっ──聖、しがみつくのはいいけどみぞおちはやめろ、めちゃくちゃ痛いから──うげっ、首もやめろ窒ちつ息そくする！　おわっ、だからって普ふ通つう目は塞ふさがないだろうが！」

　直哉が飛行体勢を著いちじるしく崩くずして何やら喚いていることは、聖にも理解できていた。だが巨大トカゲの脅きよう威いと熱気と求婚者の再登場に怯おびえきった聖は、自分自身の行動が全く把は握あくできなくなっていた。突とつ然ぜん勝手に劣れつ勢せいに陥おちいった自転車を、トカゲ四匹は今一度包囲し、嘲あざ笑わらうように炎を噴ふき出す。直なお哉やが咄とつ嗟さに剣を振ふり、突とつ風ぷうを起こして火の軌き道どうを逸そらす。巻き上がった濃こい煙けむりが、聖の目と鼻と口をまともに攻こう撃げきする。体内でパニック度数が最高値を刻み、聖の横おう隔かく膜まくは力いっぱい悲鳴を張り上げる。

　頭上で自分以外の絶ぜつ叫きようも響いた。山賊ヘアがトカゲの背から、用済みと言わんばかりに人質二名を突つき落としていた。直哉が舌打ちと同時にハンドルを切り、落下する新郎新婦のもとへ直行する。晴れがましい服装の男女が三角屋根に激げき突とつする寸前で、騎き士しの左手がタキシードの襟えり首くびを、前カゴから身を乗り出した葉村が、口でドレスの裾すそを摑つかみ止めた。屋根の上にカップルを置き、直哉は再度上空に自転車を走らせる。五匹の異次元生物とはすでに相当の距きよ離りが開かれており、黒い雲の先にトカゲの尻尾しつぽが消えようとしていた。

「聖、『代だい天てん照しよう』を使え！」

　それでも諦あきらめずにペダルを漕こぎながら、直哉が叫さけんだ。直哉の呼びかけに、聖は「ぎゃああああ」と返した。

「おい、しっかりしろ！」

「ひゃああああ」

「聖……」

「いやああああ」

　巨大トカゲの姿が「ぎゃっはっは、鈍どん足そく派は遣けん騎士ー！」という高笑いとともに、完全に遠ざかる。そして地上からはまた、シスター根本の「お仕置き網あみ」が飛んできたのだった。







　我に返った時、聖は水が一ひと滴しずくもない池の前に立っていた。すぐ近くに自転車が倒たおれており、その先からは怒ど声せいと号ごう泣きゆうの二重奏が響いていた。

　直哉と葉村は「今すぐ捕つかまえる絶対捕まえる鈍足って誰だれのことだコラ」と空に向かってぎゃあぎゃあ叫び、佐藤がそれを羽は交がい締じめにして止めていた。タキシードと白いドレスの男女は「結けつ婚こん指輪を盗とられた」と嘆なげいて、涙なみだを噴ふん水すい的に放出している。湖子は焦こげ跡あとと水で汚よごれた石いし畳だたみの上を機械的に動き、保護した信者を家路に向かわせたり、気絶中の神父を介かい抱ほうしたりしていた。

　とんでもないことをしてしまったと、聖は冷や汗あせまみれの頭を抱かかえた。直哉の足を引っ張っただけではない、あの山賊ヘアが結婚指輪を調達するためにこの礼拝堂へ来たということは、事件の原因は百パーセント聖、ということになる。

「一いつ旦たん逃にげられてしまったんですから、今から追いかけても、逮たい捕ほは難しいですよ」

　静かな表情のわりにはしっかりと直哉を拘こう束そくし、佐藤がため息混じりに言った。

「派遣騎士は基本的に現行犯逮捕でなければ、違い法ほう逃とう箱そう者しやの身み柄がら確保はできないんですから。『多た翼よく道みち』の速度超ちよう過かか何か、別件で引っ張れたとしても、盗った指輪をどこかに隠かくして今の件をとぼけられたら、証しよう拠こ不十分になってしまいます。それに……」

　煙が薄うすまり月光が差し始める空を見つめ、佐藤は目を細める。

「……深追いは危険ですよ。園えん南なん地方にしか棲すんでいない爆ばく蜥せき──残党が、まだいたんですね……」

「あーっ、あんたっ！」

　佐藤の呟つぶやきを遮さえぎって、泣いていた花はな嫁よめが突然立ち上がり、聖を指さした。

「男の制服着ているくせにどっかで見たことのある女顔だと思ったら、天てん箱そう園えんの第三王女じゃないっ。ナントカ庁とかいう役職に就ついたって、今朝の新聞で見たよっ。そんなお偉えらい王女がいて、どうしてあのトカゲに逃にげられちゃうのっ。私たちの指輪はどうなるのっ。このっ、役立たずっ！」

　がーん、と、聖の頭の中で物悲しい音が鳴った。自覚はしていても、やはり人から言われた台詞せりふは全く重みが違ちがった。花はな婿むこが瞬しゆん時じに青ざめて「駄だ目めだよ、王族を罵ば倒とうしたら」と伴はん侶りよの口を塞いだが、花嫁は「だって役立たずは役立たずじゃんっ」としばらく「役立たず」を繰くり返していた。

「……ご、ごめんなさい、何もできませんで……」

　気力が出なくてろくに視線も上げられなかったが、聖は謝った。花嫁が鼻の穴を膨ふくらませて「謝って済むなら在あ琉る架か神しんはいらないよっ」と即そく答とうしてきたので、慌あわててつけ加える。

「……わ、わかってます、指輪はぼくが、責任を持って取り返します」

　言っている間に不安で膝ひざが揺ゆれてきたが、聖は鼻をすすって声を絞しぼり出した。

「さっきの犯人、同じ高校なんです。指輪を持って明日学校に来るって言っていたから、必ずぼくが……」

「おれもやる」

　直哉が佐藤の腕うでを振り払はらい、聖の隣となりへ大おお股またに歩いてきた。髪かみもスクールセーターも肩かたの葉村も煤すすで汚れているが、瞳ひとみだけは異常なくらいに強い光を放っていた。

「爆ばく蜥せき野や郎ろうを逃がしたのはおれの責任で、捕まえるのは派遣騎士の仕事だ」

　空を鋭するどく睨にらんでから、直哉は聖と新郎新婦へ視線を移した。

「地球査察庁長官は、その間ま抜ぬけな捕まりっぷりをしっかり目に焼きつけて、文書へまとめて議会へ伝えろ。指輪は、本来ならば証拠品として一いつ緒しよに提出するべきだが、長官の権限で持ち主に返してやれ。被ひ害がい者しやのお前らもそれでいいな、『周しゆう夜よ北ほく辰しん』が役立たずかどうかの判断は後でしろ」

　直哉にびしりと指さされ、新郎新婦が「か、かしこまりましたっ」と最敬礼をする。聖は眉まゆを下げて、口を挟はさんだ。

「直哉、気持ちは嬉うれしいけど、やっぱりこれはぼくの問題だよ。君は……」

「お前、おれの仕事を邪じや魔ましたらどうなるか知ってるよな」

　騎士に視線をぶつけられ、聖は一いつ瞬しゆんで黙だまらされる。直哉は聖を怒おこっているのでもかばっているのでもなく、「爆ばく蜥せき野郎」に対して個人的に頭にきている。更さらには、『周しゆう夜よ北ほく辰しん』の方が派遣騎士よりも地位が上で命令権もあるということを忘れているのではなくて、認にん識しきしたうえでやはり個人的に無視しているのだと、直哉の目を見て聖はおののきながら推測した。

「明日は緊きん急きゆう出張で風かざ戸と里り高へ行く」と、直哉は佐藤に向き直ってきっぱりと宣言した。

「日中の市内パトロールは、悪いけど佐藤がやってくれ。佐藤の夜勤はおれが代わる。爆ばく蜥せき野郎に他ほかに余罪がないか、吐はかせるのもおれがやる。いやがる相手と無理矢理結婚しようとか、そういうことがあるならついでに全部ぶっ潰つぶす」

　葉村が「わーいわーい、高校に出張だ、女子高生に会えるんだ、そして直哉がやっと素す直なおになったー」と万ばん歳ざいをし、佐藤が「直哉君、何だかんだ言っても聖さんの件が気になってたんですねえ」と穏おだやかに頷うなずく。直哉は「ついでだぞ、あくまでも」と怒鳴り返していた。

「犯人は、どうしてわざわざあの夫ふう婦ふの指輪を狙ねらったのかしら」

　立ち尽つくす聖の隣で、湖子が空を見上げてぽつりと呟いた。

「指輪がほしいなら、宝石店を狙う方が数も選せん択たく肢しも増えるはずなのに。新郎新婦は爆ばく蜥せきの乗り手とは初対面で、恨うらまれる覚えはないと言っていたけれど……」

　形のよい顎あごを下げ、湖子が無表情でも深みのある瞳で聖を見る。直哉が聖の結婚問題に首を突つっこもうとしている事態を、湖子がそれほど愉ゆ快かいに感じていないことは、顔に出されなくても想像できる。聖は身を竦すくめ、「が、頑がん張ばって調べます」と返す以外になかった。

　シスター根ね本もとはいまだ錯さく乱らん中で、いつまでも網あみを振ふり回していた。







「なぜだ？　あのトカゲ隊、いいところで撤てつ退たいしてしまったぞ」

　第二礼拝堂『泉せん廟びよう』から約百メートル。田植えに向けて水が張られたばかりの田地、その畦あぜ道みちに巨きよ大だいなテントが設置されていた。色は金一色。側面にでかでかと太陽の紋もん章しようを刻んだ幕は、のどかな田園地帯との調和を確実に拒こばみ、壊こわし、盛せい大だいな自己主張をしている。

「もっと大いに暴れて、あの遺伝子の隅すみ々ずみまで無礼な騎士を、けちょんけちょんのぎったんぎったんのおっぺけぺーな感じにしてやるチャンスだったろうに」

　そしてテントの入り口から屋外へ顔を突き出した男の姿も、また同様。縦ロールヘアや派手な襟えり模様や、両手に持った金色のオペラグラスと不平な声こわ色いろはひたすらに傲ごう慢まんで、自分以外のことは特に考えていなさそうだった。

「あのトカゲ隊に、私の指示はきちんと伝わっているのであろうな？」

　天てん箱そう園えんの第一王子荒あら星ぼしは、オペラグラスを礼拝堂の方角へ向けたまま、背後の家臣に尋たずねる。

「やつらの任務はただひとつ、この街で危険な騒そう動どうを起こす迷惑逃とう箱そう者しやを演じて、『周しゆう夜よ北ほく辰しん』を翻ほん弄ろうする。レポートだけやればよいと言ったところで、どうせ愚おろかで世間知らずな第三王女は、近くで起きた事件現場に派は遣けん騎き士しとともにノコノコと赴おもむくはず。地球査察庁長官と騎士どもがやつらを止められずにピンチになった時、どこからともなくこの私が格好よく現れて、一いち網もう打だ尽じん。無礼騎士を鼻で笑い、無能な異い母ぼ妹まいを颯さつ爽そうと宮きゆう廷ていに連れ戻もどして一件落着、と──」

「間ま違ちがいなく申し伝えました」

　荒星の背後で武器の手入れをしていた甲かつ冑ちゆうの騎士が、手を止めて答える。宮廷騎士団第二部隊隊長は、淡たん々たんと言葉を運ぶ。

「報ほう酬しゆうは任務完かん了りよう後ごに全額一いつ括かつ。任務はあくまでも違い法ほう者しやの演技であるため、第三王女に直接手出しをしたり、あるいは演出を超こえて、本当に街が滅ほろびるほどの損害を与あたえた場合は報酬を減らす等、誓せい約やく書に血判も捺おさせました。任務をしくじった場合は、帰る場所はないと思えとの念押しもしてあります」

「だったら何ゆえに、さっさと終わらせないのだ」

　オペラグラスを放ほうり出した荒星は、テントの中に顔を引っこめ、不服丸出しで頰ほおを膨ふくらませる。

「今さっきの空中戦は、誰が見てもまさに『荒星様出番です、突入どうぞ』のタイミングであったはずだぞ。それなのに、やつらからの合図である金色ノロシは、とうとう上がらなかった。天箱園に帰ったふりをして、昨日から地球で待機を続けているというのに……私とて、暇ひまで暇で仕方がないからこんなことをしているのではないのだぞ」

「何か作戦があるのでしょう。誓約書での任務遂すい行こう期限は、地球時間で明日の夜十二時までです。今しばしお待ちを」

　普ふ段だんなら「はたから見れば殿でん下かは充じゆう分ぶん暇そうです」などと、主君に対して遠えん慮りよのない台詞せりふを返す二隊長が、さらりと告げる。理知的な顔立ちで、優ゆう秀しゆうな銀行員を思わせる二隊長に言われたせいか、荒星と近くにいた子供っぽい顔つきの騎士が「じゃあ、そうしようか」と同時に呟つぶやいていると。

　テントの外から「誰だー、うちの田たん圃ぼの横に、こんなあほみたいな派手でばかでかいテントを作ったのはー」と、地球人らしき声がした。荒星が「この私にあほとばかを連続で使うとは何事だ」とテントを飛び出し、子供っぽい顔の騎士が「騒さわぐと隠かくれていることを第三王女に知られちゃいますよ、殿下は声が大きいんですから」と止めに行く。二隊長は動かずに、再び手持ちの武器を磨みがき始めた。







【ある挿そう話わ、その２】

　お姫ひめ様はもっと大人になったら、騎き士しと結婚したいと思っていました。騎士も同じ思いでいてくれるようでした。ところがある日、お姫様は別の男の人から求きゆう婚こんをされました。もちろんお姫様は断りましたが、男の人はちっとも諦あきらめてくれませんでした。

　いつもお姫様を守ってくれる騎士は、その頃ころちょうど忙いそがしく、時々お姫様のそばにいないことがありました。男の人はそんな日を狙ねらってお姫様に近づき、お姫様を武器で脅おどしたりもしました。

　お姫様は困り果てました。

　だから強さを求めました。

　そして──。


【その３に続く】　　
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　風かざ戸と里り高校球技会二日目も、朝からいっそ呆あきれるくらいの好天に恵めぐまれた。

　朝のホームルームが始まる前、「豪ごう雨うになって最終日まで全試合が中止すれば、これ以上の点差は開かない。閉会式の成績発表の時に、これ以上の恥はじは搔かかずに済む。そう思って昨夜ゆうべはてるてる坊ぼう主ずを十個ほど逆さまに吊つるしたのに……」と、恨うらめしい目つきで教室の窓に張りついていたのは、一年七組の学級委員長。清し水みずという真面目まじめな生徒だ。

「昨日の夜、てるてる坊主を吊しながら空を見上げたら、東の空が黒くなっていた。もう効き目が現れたのかと喜んでいたのに、三秒後にもう一度見たら、黒い雲はなくなっていた。きっと同じ時刻に、六組の堀ほり木きが正しい形のてるてる坊主を十個以上吊して、雨雲を追い払はらったに違いない」と、委員長がぶつぶつ呟く台詞は、窓まど際ぎわの席に座る聖ひじりにはよく聞こえた。聖は心の中で、あれは雨雲じゃなくて煙けむりで、「三秒後に見たら」といっても、実際は天てん使し列れつ『休きゆう符ふ』の影えい響きようで地球の時間は数十分間停止していて、そもそも事件を起こしたのは六組の堀木（の命めい壇だんを買った異次元人）なんだよ、とそっと教えてやった。

　近くの席からは、クラスメイトののんきそうな笑い声が聞こえていた。担任本ほん田だの昨日の心配は杞き憂ゆうに終わり、七組の生徒は誰だれもがボイコットすることなく教室に集合していたが、勝利への情熱はほぼ完全に失われている。作戦会議などよりも、「優勝は絶対六組だけど、二位以下は混戦している。購こう買ばいのパンを賭かけて、順位を当てよう」と盛り上がったり、「もう試合のことなんて忘れて、閉会式の後は駅前のもんじゃ焼き屋で打ち上げをしよう」などと計画を立てることで、みんな気を取り直しているようだった。

　窓辺でひとり愚ぐ痴ちり続ける委員長の声を聞き流し、聖は音を立てないように息を吐はき出す。昨夜はあまり眠ねむれなくて、今朝の登校中も堀木がどこからか現れるのではないかと、怯おびえっぱなしで歩いてきた。今のところまだ遭そう遇ぐうせずに済んでいるが、昨日野や蛮ばんな求婚者は「指輪を用意して明日また学校に来る」と言った。「逃にげても無む駄だ」、とも言った。もしかしたら昨晩中に奇き跡せきが起きて堀木が心変わりをし、聖のことは好みではないと向こうから逃げ出す事態が起きてくれたとしても──聖は事件の結末を見届けるため、そして指輪を取り返すため、あの逃とう箱そう者しやとはもう一度会わなくてはならない。

　直なお哉やはいつ頃ごろ学校に来るのだろうと、聖は教室の時計を見上げた。命めい壇だんの属性文字に細工をし、地球人高校生としての立場を取得したことのある派は遣けん騎き士しは、聖と同じ一年七組に学がく籍せきがある。しかし直哉の目的は、一年六組堀木隆たか宏ひろとの接せつ触しよくのみ。一応の所属クラスとはいえ用のない七組を訪おとずれるはずはないから、恐おそらくは午前中のうちに校庭の隅すみなどに潜もぐり込み、標的を捜さがすのではないかと思われた。聖は球技会の見学を装よそおいつつ、どこかで直哉と合流しないとならないだろう。

　あやふやな計画しか立てられないのは、昨夜はあの後、直哉と相談をする時間がほとんどなかったからだった。直哉は湖こ子こと一いつ緒しよに礼拝堂の修復に奔ほん走そうし、その場にいても何の役にも立たない聖は、「お母様より先に家に帰らないと心配されますよ」と佐さ藤とうから善意的な言い方で帰宅を勧すすめられ、自宅マンションまで車で送ってもらった。

「注意した方がいいかもしれません」

　その際、佐藤は運転席からこう言ってきた。

「聖さんにプロポーズしてきた逃箱者は、第一王子が金で適当に雇やとったゴロツキではない気がします。後ろに別の誰かがいるのかもしれません」

　誰かって誰ですか、と動どう揺ようしてシートベルトを千切りそうになる聖に、佐藤は「明日僕も調べてみます」と返した。「直哉君のことを、よろしくお願いしますね」と小さな笑えみも添そえた。高校内は派遣騎士にとって不慣れな場所だから、うまく補ほ佐さしてくれという意味だろうと聖はとらえたが──。

「……直哉なら、どこでだってどんな状じよう況きようだって、実力を発揮できるよ……」

　聖のひとり言に、委員長清水が愚痴を止めて振ふり返った。

「何だか寂さびしげな顔をしてるけど、吉よし乃のも『逆さてるてる坊主』が効かなかったのか？」

　聖は我に返り、とりあえず愛あい想そ笑いで頷うなずいておいた。

　チャイムが鳴り、担任本田が教室に入ってきた。清水が慌あわてて自分の席に戻もどり、いつもと変わらずのんびりとした出席確かく認にんが始まる。経験豊富な初老教員は、生徒たちの表情を見ただけで全すべてを察したらしい。「球技会は明日まであるんだから、結果はともあれ、最後まで諦めずに頑がん張ばってみるというのも一種の青春だと思うんだけどね……」と、本田が曖あい昧まいな叱しつ咤た激げき励れいを口にしていると。

　廊ろう下かの向こう、どこか近くの教室から悲鳴が聞こえてきた。尋じん常じようならざる響ひびきはすぐにやんだが、口論するような声が続き、やがてそれもおさまる。教きよう壇だんの本田は首と眼鏡めがねを傾かたむけ、面おも白しろい話題募ぼ集しゆう中ちゆうの七組一同は嬉うれしそうにざわめき始める。聖も目をしばたたき、廊下の方へ顔を向けた時。

　がらぴしゃーん、と、ものすごい音を立てて、七組の教室の扉とびらが強く激しく勢いよく開かれた。教師も生徒も全員静まり返り、強制的にそちらへ注目した。

　全開になった入り口に立っていたのは、風戸里高校のスクールセーターと学生ズボンに身を包んだ男子生徒だった。ブレザーは省略していても、服装は標準。背の高さだって平均的で、教室の中にはもっと大おお柄がらで目立つ男子は何人もいる。それでもクラス中が、そこにいる人物に惹ひきつけられてしまう。妙みような迫はく力りよくに気け圧おされてしまう。

　──目が違ちがう。その男子生徒は、目の光があきらかに常人以上に強い。入り口から最も離はなれた窓まど際ぎわ、聖の席まで軽々届くオーラも並なみ大たい抵ていのものではない。聖は自分の口が、ぱかっと半開きになってしまうのを自覚した。果か月づき直哉が現れた。しかもホームルームの時間に、真正面から教室へ。

「え、ええと……？」

　担任本田が眼鏡の位置を何度も直しながら、初めて見るはずの生徒に尋たずねた。

「ここは一年七組の教室なんだけどね、君は……？」

「果月直哉。遅ち刻こくした」と、存在感のありすぎる男子生徒は、遅刻したくせに恐きよう縮しゆくするどころか堂々たる口調で返答した。本田は五秒ほど茫ぼう然ぜんとした後、弾はじかれたように手の中の出席簿ぼを覗のぞきこみ、「ぎゃっ」と叫さけんだ。

「果月って……え？　ええ？　出席番号五番の果月君？　記録更こう新しん中の留年生で今年もまだ一度も出席していない有名な不登校生徒の、果月直哉君？」

　教室内に、先ほどとは違う質のざわめきが生じた。「あれが長期欠席者？」「病弱な人なのかと思ってた」「むしろすごく元気よさそう……」「顔もいいじゃない」「でも何であんなゴングが鳴る前の格かく闘とう家かみたいな目つきしてるの？」などなどの会話が、小さくも素す早ばやく飛び交かう。以前に直哉を見かけて注目していた入いり江えと大おお竹たけは「きゃっ」と声を上げ、派遣騎士の顔と名前を知っている逃とう箱そう者しや学生高たか畑はたが「わっ」とわずかに叫ぶ声は、聖の耳にも届いた。

「……果月君……ああそうなの、学校に来られるようになって、よかったねえ……」

　本田は鉛えん筆ぴつを回し、出席簿にぐるぐると何重もの円を刻みつけながら頷いた。いくら教師としての経験が長くても、長期欠席者が何の前まえ触ぶれもなく登校してきて、しかも道場破りのように教室の扉を開ける事態は、あまりなかったのだろう。本田はやや狼ろう狽ばいした口調で言った。

「……あー、教室は、すぐにわかったかな？　七組は、昇しよう降こう口からちょっと歩くからねえ……。そういえばさっき、他ほかの教室から騒さわぎ声が聞こえたんだけど……」

「容疑逃箱者が──堀木ってやつが、まだ来てなかった」

「は？」

「六組の教室に行って堀木を出せと言ったら、生徒が悲鳴を上げた。六組の教師に放ほうり出されたから再突とつ撃げきしようとも思ったけど、本人がいないなら意味がないと気づいて廊下で待機していたら、通りかかった別の教師に自分の教室へ行けと言われた。撃退するかどうか迷ったが体力は温存しておくことにして、とりあえずこっちに来た」

「はあ、何を言ってるのかよくわからないけど、六組の堀木君に会いに行ったと……。果月君は登校早々、堀木君と友だちになりたかったのかな……？」

「いいや、ぶちのめそうと思っただけだ」

　教室内が改めてざわめいた。さっきよりも興奮気味なざわめきだった。聖はもう気が気でなかったが、本田は「ずっと休んでたんだから、あまり無理しないようにね……」と無難な指導をし、教室へ視線を戻した。

「ええと、果月君の席はね、確か……ああそうそう、窓際から二列目の、吉乃君の隣となりね」

　本田は指を伸のばし、聖の隣の席を──入学式からずっと無人だった席を示し、次に聖へ指と注意を移してくる。

「吉乃君、果月君に学校のことをいろいろ教えてあげて。果月君もね、最初だから不安もあるだろうけど、ちょうど明日まで球技会で授業はないから、吉乃君と一いつ緒しよに見学をしたりして、まずは学校に慣れるといい……」

　担任教師の言葉に頷くだけ頷いて、長期欠席者は教室に入ってきた。ずかずかと大おお股またに進む足取りに誰もが注目していたが、果月直哉が目を向けている先は、ただ一箇か所しよ。聖ひとり。強さを搭とう載さいしすぎた灯台だって、もう少し控ひかえめな視線ひかりを放つだろうに。聖はひたすら硬こう直ちよくして、隣りん席せきにクラスメイトが辿たどり着くのを待った。

　直哉のシルエットはいつもと若じやつ干かん異なって見えた。左の肩かたに、どこかから拾ってきたような古いスポーツバッグを担かついでいた。いつもは肩の上にいる煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの姿が見当たらないが、よく目をこらせば、スポーツバッグは中に何か丸いものを詰つめこんだ輪りん郭かくを浮うかばせている。しかも内側では何らかの力が働いているらしく、布地がもこもこと動いていた。右手の先にはいつもの透とう明めいビニール傘がさがあり、近くの席の生徒たちが「こんなに晴れてるのに、きっと用心深い性格なんだろうね」と囁ささやき合っていた。

　席に辿り着いた直哉は、大して用心した様子もなく、荷物を机の上に置いた。不安など微み塵じんも感じていなさそうな手つきで椅い子すを引き、堂々と腰こしを下ろして足を組んだ。そして首を動かし、長期欠席者が真っ直すぐに聖の方を見る。本田が「球技会二日目に対する注意事じ項こう」を話しているが、そんなものは誰も聞いていない。

「よろしく」と、緊きん急きゆう出張中の派は遣けん騎き士しが不ふ遜そんに挨あい拶さつしてきた。

「こちらこそ……」と小声で返す以外、聖に何が言えただろうか。







　ホームルームが終わり、女子更こう衣い室で体操服に着き替がえながら、一年七組入いり江えと大おお竹たけは非常に嬉うれしそうに会話をする。

「すっごいラッキーだよね。先月校門のところで吉乃君を待ってたあの男子、うちのクラスだったんじゃん」

「球技会なんかどうでもいいから、果月君と話がしたいね。住所とか誕生日とか身長とか好きな女子のタイプとか詳くわしく聞きたい。私の中では長期欠席者っていうか、転校生っぽい扱あつかいだけど」

「わかるわかる、さっさと着替えて会いに行こうよ。男子は今、教室で着替えてるんだよね。昨日、男子更衣室が壊こわれちゃったとかで」

「そうなんだけど、果月君はもう教室にいないよ。今日は体操服を持ってきていないから、体育準備室にある予備を借りるって、吉乃君に案内されて行っちゃったじゃん」

「あ、そうか。見学の人も着替えておかないと駄だ目めなんだよって、吉乃君が小動物みたいにぷるぷる可愛かわいく震ふるえながら説明していたよね」

「可愛いけど、やっぱり闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね。でもあの長期欠席者、ずっと休んでたから球技会を見学するのはわかるけど、いきなり六組の堀木に喧けん嘩かを売ろうとしたんだよね」

「堀木って、自分の出る試合が近くなるまでは学校に来ないんだって。今日の六組のサッカーは午後の第一試合まで出番がないみたいだから、昼休みあけが楽しみだね」

「でも果月君、どうして初対面の堀木と戦いたいのかな」

「そりゃあ、頂点を狙ねらうためにボスを倒たおそうとするのは、当然じゃない？」

「なるほど、果月君ってうちの高校の番長になるつもりなんだ？」

「私としては、吉乃君を巡めぐって堀木と三角関係を築いてくれた方が断然面おも白しろいんだけど」

　地球人女子二名は、平和に笑い合った。







「へくしゅっ」

　ありがたくも無人だが、空気の冷えたトイレで着替えたせいか、くしゃみが出た。

　ジャージの袖そでで鼻をこすり、だけどどうせ今日も暑くなるんだろうなあと考えながら、聖は廊ろう下かへ移動する。廊下の窓からはそよ風ととともに、体育委員による「球技会二日目開かい催さいの宣せん誓せい」が流れこんでいる。校舎内に見学者が二名残っている程度では会の進行を妨さまたげられないが、聖としても別段そんなつもりはなかった。

「優やさしい学校だな。おれが行っていた騎士養成学校では実技を病欠しようとすると、鍛たん錬れんが足りないから病気になるって言われて、指導官に追い回されて校庭を百周くらいしていたぞ」

　廊下で聖を待っていた『クラスメイト』が、窓まど越ごしに校庭の方を見ながら言った。着替えを済ませた果月直哉の服装は、白い半はん袖そでシャツに紺こん色いろジャージのズボン、ジャージの上着は腰に巻きつけている。山さん賊ぞくヘアの逃とう箱そう者しやとは対照的で、この派遣騎士は高校の指定服が本当によく似合う。聖は改めて感かん嘆たんしたが、直哉の肩の上には平へい凡ぼんな校舎とは不似合いな巨きよ大だいハムスターがしっかり乗っていて、やたらと上じよう機き嫌げんな煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは、前まえ脚あしでピンク色のハチマキを振ふり回していた。

「聖、聖、これね、さっき体育準備室で見つけたんだけどね、可愛いから葉は村むら気に入っちゃった。もちろん学校を出る時には返すよ。でも学校の備品をつけてると気分が出るし、葉村のスカーフと色も合っていて一層おしゃれって感じじゃない？　だから巻くのを手伝ってくれる？　直哉に頼たのんだら、リボン結びがいいのに包帯みたいになっちゃって、ちっともおしゃれじゃないんだよ。赤い糸だって契ちぎりだって結んでなんぼなのに、この不器用騎士はいざという時どうするつもりなんだろうね」

「何が言いたいんだ、扁へん平ぺい率が極きわめてゼロに近い球体生物め」と、直哉が葉村を横目で睨にらんだ。

「鞄かばんから出してやったからって、あまり騒さわぐなよ。教師や生徒を見かけたら、ちゃんと即そく座ざにぬいぐるみのふりをしろ。学校に来る前だっておとなしくしてろってさんざん言ったのに、鞄の中でずっと『女子高生がいっぱいで喜ばしいねの歌・ピアニシモバージョン』とか歌ってるし。しかもピアニシモのくせに普ふ通つうの声で」

「だって葉村、学校が楽しいんだもん。直哉も少しは楽しそうに愛あい想そよくして、友だち百人作ろうよ」

「仕事で来たんだぞ。それに用が済んだら明日からはもう来ないことも、忘れるな」

　直哉が怒ど鳴なり、葉村は「いやーん仕事の鬼おにが出たー」とわざとらしいぶりっこ声を上げて、聖の腕うでへ飛び移ってきた。聖は苦く笑しようしながら、葉村の胴どうにピンク色のハチマキを結びつけてやった。直哉が学校にいるのは今日だけという事実に、ほっとしたのか残念なのか、自分でも判断しにくい感情が少しだけ湧わいた。

　堀木の命壇を持つ例の逃箱者が学校に来るのは、一年六組の生徒によると、恐おそらく午後の試合が始まる少し前らしい。しかしそれまで彼らがどこかに潜ひそんでいる可能性もあるので、直哉と葉村は校内を捜そう索さくするつもりだと言う。もちろん聖だけのんびりと試合の見学をしているわけにはいかないので、同行を決めていた。

「でもさ、たとえ直哉は楽しんでなくてもさ──」

　葉村が跳ちよう躍やくして聖から直哉の肩かたに戻もどり、ハチマキのリボン結びを満足そうに揺ゆらす。

「直哉が移植してもらった臓器は、久々に風戸里高へ来られて喜んでると葉村は思うんだよね。多分きっと、天国にいる持ち主さんも」

　葉村の言葉に、直哉は「どうだかな」とぶっきらぼうに返し、廊下を歩き出す。直哉が大おお股またなので、聖はその隣となりを少し早歩きについていく。そして思い出す。直哉がかつて地球で受けた臓器移植。聖が聞いた話では、臓器提供者は地球人の学生で、この高校に通学していたらしい。のちに直哉は供養と謝礼の意味を込こめて風戸里高の学がく籍せきを取得したが、派は遣けん騎き士しに高校通学の暇ひまがあるはずもなく、受験日以降、直哉が校舎に足を踏ふみ入れる機会は一度もなかったそうだ。

「喜んでるかどうかなんて、わからない。医者は当時、移植する前に本人の承しよう諾だくをきちんと得たって言ってたけど、本人は仕方なく受けて今いま頃ごろ後こう悔かいしているかもしれない」

　窓から吹ふく風に前まえ髪がみを揺らし、直哉はひとけのない廊下の先を見つめて言った。

「移植相手は異次元人だ。しかも薄うす汚ぎたない診しん療りよう所じよで、これまた異次元人の怪あやしいじいさんに手術された。おれのことを恨うらんでるかもしれないし、おれがやってることだって供く養ようになんかならないで、全部迷めい惑わくに思ってるかもしれない」

　直哉の横顔が少しだけ寂さびしげに見えたので、聖は「ぼくは、嬉うれしいと思うよ」と、思わず口早に声を割りこませた。

「ぼくは……ぼくだったら、自分がしたことで誰だれかが幸せになれるなら、嬉しいよ。自分がいなくなった後でも、ぼくがどんなところに住んでいたとか、どんな学校に通っていたとか覚えていてくれたら、すごく嬉しいと思うよ。ぼくはずっと、他人とできるだけ係かかわらないように──誰かの人生にできるだけ残らないようにしようって生きてきたから、この頃よく思うんだ。友だちとか親とか、先生とか体育委員とか、ナントカ庁長官とか臓器提供者とか──何でもいい、相手がどこの次元の人だって関係ない、誰かと係われて何かができて、自分がそこにいた証あかしを一いつ瞬しゆんでも残せるのは、奇き跡せきみたいなことだと思うんだ……」

　ふと視線を感じて聖が顔を上げると、直哉が妙みように真しん摯しな眼まな差ざしでこちらを見ていた。聖は急速に恥はずかしくなり、両手を高速で振った。

「わ、な、何語ってるんだろう、ぼく。あのその、気にしないでね、ぼくはただ、ぼくも葉村と同じ意見だって言いたかっただけで……」

「お前……」

　直哉が何かを言いかけた時。

　窓から強い風が吹きこんで、澄すんだ音とともに聖の視界に何かがふわりと降ってきた。繊せん細さいで軽かろやかなものを無意識に手のひらで受け止めて、聖は目をしばたたく。それは一本の、一いつ片ぺんの汚よごれもない──。




「羽根……？」




「あれ？　鳩はと山やまさんじゃん。どうしてこんなところにいるの？」

　葉村が軽い驚おどろきを含ふくんだ声を出した。聖が純白の羽根から視線を動かすと、廊ろう下かの窓まど枠わくに、真っ白な鳩が一羽、留まろうとしていた。

　聖が普ふ段だん市内で見かける鳩はほとんど灰色をしているため、白い種類は珍めずらしい。稀け有うなのはそれだけではなく、目の前にいる鳩の瞳ひとみの色は、ビー玉を埋うめこんだような透とう明めい感かんのある青だった。くちばしはエナメルに近い光こう沢たく感かんを見せ、首元に結んだ水色の紐ひもも、紐に吊つるした金色の鈴すずも、全すべてが気高いほどに美しい。窓枠の上で鳩は羽を閉じたが、そんな動作にも気品が溢あふれていた。

「珍しいひとに、珍しいところで会うねえ」と、葉村がヒゲとハチマキのリボンを揺らして言う。

「戦いくさの多い天てん箱そう園えんを嫌きらって地球に来たはいいけれど、地球もそんなに変わらないって言って、『領りよう主しゆ館かん』に年中こもってる鳩山さんと外で会うなんてさ」

「相変わらずよく喋しやべりますわね、葉村」

　綺き麗れいなくちばしを開いて、鳩山さんと呼ばれた鳩が言った。出てきた声は張りのあるソプラノで、若くて少々気の強そうな女性を聖に連想させた。

「あたしだって、本当はこんな街や学校には来たくありませんでしたわ。この学校、今、庭で何をしているとお思い？　人と人とが争って競いあうなんて、あたしは戦いなんて大だい嫌きらい。でもこのあたりから過去のにおいがして、仕方なく来ましたの」

「過去のにおい？　ふーん、鳩山さんはいつも難しいことを言うねえ。葉村は購こう買ばいの方から漂ただようパンのにおいしかしないよ。風戸里高は楽しそうで女の子もみんな可愛かわいいけど、食堂がないのが難点だね」

「低てい俗ぞくですわね。葉村だけではありませんけれど、地球に慣れきった他ほかの煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きと話していると、品性が劣れつ化かしそうですわ。あたしは忙いそがしいから、もう行きますわよ──」

　喋る鳩は再び羽を広げたが、何を思ったのか、ふと動きを固める。青い瞳が直哉と聖の方を見つめ、わずかに輝かがやきを鈍にぶらせる。

「……『凜りん馬まの系けい譜ふ』と……第三王女、夕ゆう凪なぎ……」

「あ、聖、前にちょっと話したよね。葉村にとって先せん輩ぱいにあたる鳩山さんだよ」

　葉村は鳩山の目つきには気づかなかったらしく、直哉の肩かたの上から気楽そうに紹しよう介かいした。

「正式名めい称しようは、准じゆん鳥ちよう類るい型がた煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き０００１鳩はと山やま川かわ開発タイプ、略して鳩山さんね。セレブでミステリアスな貴婦人で、中に何の魂たましいが入ってるのか誰も知らないんだよ。で、さっきも言ったけど、風戸里の隣となり街まちにある『領主館』っていう地球派遣騎士の総本部に住んでるよ。汚れた世界が嫌いなんだって。でもうちの『要よう塞さい』ほどじゃないけど、『領主館』もそれなりにごちゃごちゃしてるよね。鳩山さん、どうしてあそこが好きなのかな。あ、そういえばお隣に、おいしい豆屋さんがあるね」

「ぺらぺらうるさいですわよ葉村、あたしはそんじょそこらの受じゆ皿べい器きとは違ちがいますの、器うつわの傾けい向こうに魂が影えい響きようを受けたりなんかしませんの、あたしは鳩じゃありませんし豆好きな鳩ぽっぽじゃないっていつも言ってますでしょ、くるっくー！」

　戦を厭いとう煉魂受皿器がくちばしで後こう輩はいをつつこうとし、葉村が「わーい鳩山さんが怒おこった、鳩胸がパンクしそうだね」とはしゃぎ、直哉は「喧けん嘩かするなよ」と迷めい惑わくそうに言う。聖はたじろぎながらも、一歩離はなれた位置で見守るしかなかったが──。

「誰かいるんですかあ？」

　近くから教員らしき声が聞こえてきて、はっとなる。

「球技会の間は、校舎内に残っていたら駄だ目めなんですよお。もし気分が悪いなら、ちゃんと保健室で休んで下さいねえ」

　直哉が素す早ばやく葉村の口と鳩山のくちばしを押さえて、黙だまらせる。静まり返った廊下に足音が近づいてきて、曲がり角から若い女性が──白衣姿の保健医が、ひょっこりと顔を出す。保健医に対する条件反射で聖は「わっ」とつい飛び上がってしまったが、菅すが原わら小こ町まちの方も「きゃっ」と小こ柄がらな体を震ふるわせて、白衣の裾すそを揺ゆらした。

　だが聖にとって予想外だったのは、「げっ」と叫さけんだ直哉の反応だった。直哉は鳩山を離すと、若くてスタイルもよくて男子生徒からの人気も高い保健医から、七歩ほど大きく後退した。近くにいた聖も、つい一いつ緒しよに押されて下がってしまう。

「菅原小町……こんなところで会うなんて……」

　珍しいほどに青ざめた表情で、直哉が呻うめく。「保健の先生を知ってるの？」と聖が尋たずねると、直哉はものすごい速さで首を横に振ふった。

「おれが知ってるあいつは、菅原診しん療りよう所じよの──市内にある、地球在住天てん箱そう園えん人専門診療所の、医者だ」

「そういえば、昨日高畑君がそんなことを言ってたかも……」

　聖の言葉を、菅原保健医の「あーっ」という叫びが搔かき消す。語ご尾びにハートマークでもつきそうな歓かん声せいだった。昼間は保健医、夜は異次元人の病院に勤めるという逃とう箱そう者しやは、聖と直哉を順に指さし、高畑好みの垂れた目め尻じりを大きく笑わせた。

「身体測定がまだ済んでいない一年七組吉乃聖君こと夕ゆう凪なぎ姫ひめ様！　それに、診療所で移植手術後の検けん診しんをずっとサボリ続けている果月一級騎き士しも！　そっか、果月一級騎士は一年七組に在ざい籍せきしているんでしたよね。よかったあ、ふたりに会えて。やっと書類の空くう欄らんが埋まりますよお」

　保健医は胸を上下させて、心底嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。無む垢くな笑えみに、呼び出しを再三無視していた聖は罪悪感を覚えたが、隣にいる派は遣けん騎士は大きく喉のどを鳴らし、白衣の美人から更さらに離れようとしている。肩の葉村もハチマキのリボン部分を摑つかみ、強こわ張ばった顔をしていた。

「どうしたの、君たち……」

「そうですよ、果月一級騎士。また私から逃にげようとしていませんか」と、菅原保健医が目を潤うるませて訴うつたえかけた。

「元気でも、検診はちゃんと受けないと駄目です。兄も果月一級騎士のことはいつも気にかけていますし、時々嘆なげいているんですよ。患かん者じやさんが信用して体を預けてくれないなんて情けない、亡なくなった先代所長に顔向けができないって。──私も、同じです。天箱園だけじゃなく、地球人の役にも立ちたくて保健医になったのに、身体測定すら受けてくれない子もいて……。みんなもっと、自分の体と命には関心を持って大切にしてほしいんです。けれど才能の乏とぼしい私は、それをなかなか伝えられずにいて……。お祖父じい様ごめんなさい、私、もっと頑がん張ばりますから……」

　声と白衣の肩を震わせて、菅原保健医が深く俯うつむく。顔を覆おおった指の間からは、涙なみだの雫しずくがこぼれて廊ろう下かへ落ちてゆく。聖はいたたまれなくなり、直哉の肘ひじをそっと引っ張った。

「……どうする、直哉……。先生、泣いちゃったよ……」

「静かにしろ」

　険しい表情のまま、直哉は押し殺した声で即そく答とうした。

「余計なことは喋しやべるな、あいつに同情するな、一いつ切さい隙すきを見せるな」

「でも、ぼくたちのせいで泣いてるんだよ……？　可哀かわい相そうになってきちゃったよ。検診くらい受けてあげれば……」

「いいから黙れ、それに簡単にものを言うな。『検診くらい』って、お前、それがどのくらいかわかってるのか」

「だって、たかが検診でしょう？　ぼくもさ、菅原先生に今いま更さら性別を隠かくしたって意味がないから、身体測定はちゃんとやるから──」

　聖が「やる」と言った瞬しゆん間かん、菅原小町がばっと顔を上げた。垂れ目だったはずの双そう眸ぼうが何だかつり上がっている気がしたが、聖が確かく認にんする間もなく、白いサンダルの底が鳴る。ストッキングに包まれた足が、チーターのように動く。保健医は猛もう然ぜんと聖に向かって走りこんできた。

「ひっ」と叫んだ聖の腕うでを摑み、直哉が廊下を走り出した。冷や汗あせが飛び散るほどのスピードを出しながら、直哉は戦せん闘とう中とほとんど変わらない真しん剣けんな表情で言う。

「よく聞け。菅原小町は、脱ぬがし魔まなんだ」

「……ぬが……？」

「地球人相手の保健医でいる時は当然こらえているだろうが、天箱園人相手には容よう赦しやしない。あいつは患者の服を剝はぎ取ることに喜びを感じるあほ医者だ。加えて兄貴の一いち郎ろう太たは所長のくせに切り裂さき魔だ。検診という名のもとに、患者の体を切らなくてもいい部分まで切って喜ぶ。傷口を無意味に刺し繡しゆうっぽく縫ぬうのも一郎太はサービスだと宣言するが、本当はただの趣しゆ味みだ」

　待ってー、と、背後から、菅原小町が鬼おにごっこ中の保育士的な明るい声で呼びかけてきたが、足音の強さと迫せまりくる迫はく力りよくは、完全に戦士のものだった。敵を簡単に撒まけない悔くやしさか、直哉は鋭するどく舌打ちをして続ける。

[image: ]

「変態兄きよう妹だいの連係プレーによって、患者は徹てつ底てい的にひん剝むかれる。煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きなら中身の魂たましいまで暴あばかれる。それで異状が見つかればありがたいけれど、大たい抵ていは問題なんか何もなくて医者側が欲望を満たして笑うだけだ。聖も地球で生きる天箱園人ならよく覚えておけ。菅原診療所は、腕はよくても変態の巣そう窟くつだ。おれに臓器を提供した地球人は、あいつらの祖父さんに手術された。孫の手て際ぎわと趣しゆ向こうは見事に祖父譲ゆずりだ。だから後こう悔かいしてるんじゃないかって気になってたんだ」

　それはもしかしたら、ちょっとくらいは悔くやんだかもと、聖が返そうとした時。進行方向に十字の曲がり角が迫り、直哉がスピードを上げた。直哉に引っ張られて高速で角を曲がりながら、聖は遠心力で大きく踊おどらされる。よろけた反動で、ふっと、聖の手が直哉の手と離はなれる。ひとりになった聖は慣性の法則に従って、そのまま真っ白な廊下を走り続ける。

「──直哉？」

　どこではぐれたのか、気がつけば聖の視界には派遣騎士の姿がない。保健医の足音も聞こえない。感じるのは自分の焦あせった息いき遣づかいだけだ。

「『凜りん馬まの系けい譜ふ』とはぐれた途と端たん、ずいぶん頼たよりない顔をしますのね」

　足を止められないまま左右を見回す聖の前に、頭上から白い鳩はとが舞まい降りてきた。鳥の形をした煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは、宙を飛びながら、青い瞳ひとみで聖を見み据すえる。

「まあ、仕方がないといえばそれまでですけれどね。天てん箱そう園えんの王族は、天使列の遺伝を強力に計算されて生まれてきても、本人の肉体や意志はそれほど強くないんですもの。人工的に大切に生み出された花なんかが綺き麗れいでも脆もろいのと、同じですわ」

「何の……話ですか？」

「王族の話ですわ、夕凪姫」と、鳩山は聖の困こん惑わくを無視して、気難しそうにくちばしを反らした。

「十五年前の宮きゆう廷てい内乱で、王族はあんなにたくさん死んでしまいましたわ。地球へ亡命して生き延びた第二王女だって、結局自分の心の弱さに負けて、この間強制送そう還かんされた。今の国王や荒あら星ぼし王子は極きわめて特とく殊しゆな例であって、王族は得てして弱い。あなたもそのようですわね、夕凪姫」

「そ、そんなこと、あなたに言われなくったって、わかってますよ……」

　無音の廊下を走りながら、聖はぼそりと返す。鳩山から目を逸そらし、はぐれた相手を捜さがそうと動かした聖の視線の先に、白い煉魂受皿器は羽音とともに回りこんでくる。

「わかっていながら夕凪姫、あなたはあの騎き士しに頼ってばかりでいいんですの？」

「あの騎士って……直哉、ですか？」

「それ以外に誰だれがいますの。確かに『凜りん馬まの系譜』は強いですわよ。受け継ついでいる天使列だけじゃなく、あの一族は代々、人間的にも弱さとは無む縁えんな者が多いですもの。だけどあたしは、騎士は嫌きらいですの」

　ちり、と、鳩山の首の鈴すずが、かすかな金属音を立てる。

「戦いくさを起こすのは騎士だし、それにどれほど強くても、戦で命を散らさない保証はどこにもありませんもの。どれだけ信しん頼らいしても、一生守ってくれるかどうかなんてわからない。あの騎士だって、ずっとあなたのそばにいるとは限りませんのよ。それでもあなたは、『凜馬の系譜』に想おもいを寄せますの？」

「な、何を言うんですか」

　自分では半ば怒おこりながら言い返したつもりなのに、聖の口から出てきた出てきた声は、自分でも恥はずかしいほどにうろたえていた。

「そりゃ、直哉のことは信頼してますよ、何度も助けてもらっているし、仕事もできるし。だけど、おっ、想いを寄せるだとか寄せないだとか、そんな関係じゃありませんよ。それに……できれば頼らないようにしたいって、これでも頑がん張ばってるところで……」

「いい心がけですわ、王女」

　鳩山が聖の頭上を右から左へと旋せん回かいし、鈴を今度は長く鳴らした。

「最高議会『来らい音いん大だい叙じよ事じ』で役職に就ついただけではなく、騎士にも頼らないで済む、王女がひとりで何にでも立ち向かえる力をつけるべきだとは、あたしも思っていましたの。ちょうどいいですわ、夕凪姫は今、『連れん珠じゆ』を取り返そうとしているところなんですのよね？」

「れんじゅ……？」

「あなたたちが犯罪者から取り戻もどそうとしている指輪は、正しくは天使列変へん換かん補助材『連れん珠じゆ』といいますの。大昔に天箱園で作られたものですわ。次元間宝石商に装そう飾しよく品と間ま違ちがわれて、最近この次元へ持ちこまれましたの。そして婚こん姻いんを控ひかえた逃箱者の男女によって、結婚指輪用に買い求められたようですわね」

「次元間宝石商って、この前デパートで直哉が追いかけていた……。でも、宝石商は直哉に逮たい捕ほされて、被ひ害がいをまとめた報告書だって佐藤さんが送信してましたけど……」

「派は遣けん騎士に詳くわしいですわね、王女」と、鳩山は気に食わなさそうに羽を動かす。

「風戸里『要よう塞さい』にそんなに入り浸びたっていますの？　任務を放ほう棄きした領りよう長ちように、礼れい儀ぎを知らないがさつ騎士、冷血な半家いえ出で娘むすめと、それから地球人の婿むこ養よう子しになった騎士……でしたかしら。いろいろなお友だちができて、結構なことですけれど」

「入り浸ってるとか、お友だちだなんて、そんな……」

「まあいいですわ」

　鳩山は一度目ま蓋ぶたを閉とざした後、再度青い瞳で聖を見つめて言った。

「結婚指輪に話を戻しますけれど、被害者本人が自分は被害者だと申告してこなければ、当然書類にも載のりません。こういう事件での派遣騎士の仕事は、被害者をひとり残さず捜すことじゃありませんもの。結婚式に浮うかれて、指輪が天箱園の偽にせ宝石だなんて疑いもしなければ、その被害は発覚せずに埋うもれて終わりますわよね」

「はあ……じゃあ昨夜の堀木君は、あんなに大暴れして、偽の宝石を盗ぬすんじゃったってことですか」

「そうですわね。だけど砂さ儀ぎ下したの残党は、それを承知で犯行に及およんだはずですわよ」

「砂さ儀ぎ下した？」と、首を傾かしげる聖に、鳩山は頷うなずいて鈴を鳴らす。

「夕凪姫に求きゆう婚こんしてきたあの男の、中古購こう入にゆうした命めい壇だんに付いていた名前ではなく、天箱園での本名ですわ。すでに滅ほろびた汚けがらわしい騎士の一族ですけれど、残党がまだ生きていますのよ。あの男は十中八九、『連珠』を使って夕凪姫を罠わなに嵌はめるつもりですわ」

「わ、罠？」と声を上げる聖に、鳩山は清潔そうな首を横に振ふる。

「でも怖こわがる必要なんかありませんわ、逆にあなたから利用してしまえばいいんですもの。『連珠』があれば、王女は強くなれますわ」

「強く……」

　鳩はとが羽を広げて、高度を上げる。聖は白い影かげを目で追い、眉まゆを下げて問う。

「あなたは……何者なんですか？　どうしてそんなに、ぼくにいろんなことを言うんです……」

「あたしは遠い昔から、王女だけの味方ですわ」

　青い瞳ひとみで廊ろう下かの果てを見つめ、喋しやべる鳩は断言した。

「あの内乱で宮廷から王女がいなくなってしまったから、目的がなくなってしまったから、あたしは地球に来ましたの。だから夕凪姫、あなたが自分を天箱園の王女と認めて生きようとした時、あたしは嬉うれしく思いましたのよ。またあたしの生きる理由ができたんですもの。ですからあなたには強くなってほしい。『凜馬の系けい譜ふ』には必要以上の想いを寄せないでほしいんですの。あたしは、騎き士しのせいで王女が泣くのは、もう見たくないんですのよ」

「……どういう」

　ことですか、と尋たずねようとした聖の前に。

「見つけましたあー」と弾はじけた声と姿を割りこませて、保健医が登場した。

　白衣の裾すそがばさりと翻ひるがえり、絶ぜつ妙みようなタイミングで窓の外から生徒の歓かん声せいが届く。菅原小町の垂れた目め尻じりがつり上がっているのは、やはり聖の見み間ま違ちがいではなく、保健医はサンダルの底で床ゆかを踏ふみ鳴らし、瞳を爛らん々らんと輝かがやかせて手を伸のばしてきた。

「さあ第三王女様こと一年七組吉乃聖君、身体測定をしましょうね。身長と体重は保健室に戻ってからになるけれど、巻き尺はいつもポケットに入れているので大だい丈じよう夫ぶ。胸囲は今この場で測れます。だから潔いさぎよく脱ぬぎましょう！」

　思いきりジャージを引っ張られ、聖の放った悲鳴は廊下中に響ひびき渡わたった。菅原小町が鼻息荒あらく「何をどういうふうに着ているのかしら、男装の美少女って実はものすごく興味があったの」と言い、聖は「先生、恋こい人びとがいるって噂うわさじゃなかったんですか、その人が悲しみますよ」と必死にもがく。「いますよ、相手の命壇が地球人のものではないから入にゆう籍せきはしていませんけど、将来を誓ちかい合った男性と一いつ緒しよに住んでますよ、でも正体のわかりきったものよりも未知なる対象の方がドキドキするのは人間として当然の心理ですよね」と熱く語る変態保健医の背に、上うわ履ばきによるキックが入り──。

「ドジ王女、こんなわかりやすい廊下ではぐれてたら、そのうち全次元迷子連盟名めい誉よ会長にも任命されちまうぞ！」

　駆かけつけてきた直哉が保健医の腕うでの中から聖を強ごう引いんに引っ張り出し、廊下をダッシュし始める。風のように走る騎士に手を引かれたまま、茫ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げる聖の視界に、白い鳩の姿はもう見当たらない。

　手首を摑つかむ長い指は、強いけれど乱暴ではなく、頼たのもしくて安心するのに。

　安あん堵どしている自分が、聖は不安になる。







　球技会二日目午前の部が終しゆう了りようし、賑にぎわう廊下を購こう買ばいに向かって歩きながら、一年七組入いり江えと大おお竹たけは非常に楽しそうに会話をする。

「うちのクラス、午前中も見事に点数ゼロだったね。でも昨日ほどがっかりしないね。さてと、長期欠席者と一緒にお昼ご飯を食べて友好を深めよう」

「だよねだよね、今日こそは吉乃君も誘さそってみんなで食べようよ。吉乃君って昼休みになると、お弁当を持っていつもひとりでどこかに行っちゃうんだもんね。毎日お弁当だけど、吉乃君のお家うちの人が作ってるのかな」

「そりゃそうでしょう。でも吉乃君が自分で作ってたらいいね。台所でエプロン姿の吉乃君って、絶対可愛かわいいと思うんだけど」

「思うけど、どうあっても闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね。あ、高畑君だ。高畑君も球技会、見学してるんだよね。吉乃君と果月君がどこに行ったか知らない？」

「第三王女と派は遣けん騎き士し……じゃなくてあのふたりなら、さっき購買の前で見かけたけど。長期欠席者が『パンが山盛りに売ってるのに、所持金は何度見ても二円だ』とか『また水を凍こおらせて食うから別にいいんだ、学費は払はらってるんだから水道を使ってもいいよな』とかぶつぶつ言ってた。そしたら王女、じゃなくて吉乃が『お金貸そうか』って遠えん慮りよがちに言って、長期欠席者が『ちくしょう、そんな情けをかけられるなんて』って、壁かべをごんごん叩たたき出した」

「へー、果月君って昔の漫まん画がとかに出てくる硬こう派はな苦学生みたい」

「でもそしたら吉乃があたふたと、『ぼく、急にパンが食べたくなっちゃったから買おうかな。でもそうすると、持ってきたお弁当が余っちゃってもったいないな、食べてくれたらすごく助かるんだけど』って長期欠席者に言って──」

「えー、吉乃君ってすごく気の回る少女漫画のヒロインみたい」

「それでしばらく何だかんだと揉もめていたけど、吉乃の弁当をようやく長期欠席者が受け取って、ふたりでどこかに行った」

　地球人女子二名は、大いに歓声を上げた。







　昨日より冷れい凍とう食品の数は減らしたが、今日の弁当も聖にしてみれば、充じゆう分ぶん手て抜ぬきと言わなくてはならない作品だ。

　空腹の時には何だって美味おいしく感じられるものだということは、理解している。もともと食べっぷりのよい人だとも、一応知っている。お世辞という可能性があることだって、充分承知している。けれども昼休み、他ほかに誰だれもいない屋上で、直哉が「お前はドジだが料理の腕は天才的だ」と言いながらものすごい勢いで箸はしを動かし、葉村と奪うばい合いつつも弁当を綺き麗れいに平らげてくれたのを見た時、聖は正直、とても嬉うれしかった。自分が作ったものを他人に喜んで食べてもらうのは、母親以外では初めての経験だった。

　食事が済むと、水道の水を使って天てん使し列れつの初歩講習をやってもらった。蛇じや口ぐちから勢いよく出された水の帯は、直哉が指先を触ふれさせただけで氷の柱へと変わり、指を離はなした途と端たんに飛沫しぶきへ戻もどって、日に温められたコンクリートへ降り注いだ。『水すい即そく固こ空くう』という、天使列の初歩の初歩だと直哉は言った。

「水が冷えて氷になるイメージ、氷が溶とけて水に戻るイメージを頭の中にしっかり浮うかべれば、粒りゆう子しが動いて現象はついてくる。『休きゆう符ふ』なんかの現象は次元の構成中ちゆう枢すうに働きかけるから、少し方法が違ちがうけど、ほとんどはこれの応用だ。おれが傘かさを剣けんに変へん換かんするのだって、短時間にこういう簡単な変化を何百通りも立て続けに起こしたり、粒子の増減を微び調ちよう整せいして完成させているだけだ。形のかけ離れたものへ一気に変えようとすれば、難しく感じるのは当たり前だけど、ひとつひとつを確実にやっていけば、できない変換なんて何もない」と聖に教えた直哉は、不ふ機き嫌げんでもスパルタ口調でもなく、淡たん々たんとしていて、どちらかといえば優やさしい気もした。ふざけた葉村が目め一いつ杯ぱい蛇口をひねって頭から水を浴びせられた時は、本気で怒おこって巨きよ大だいハムスターを追い回していたが。

　日の光が暑かった。コンクリートが濡ぬれた恩おん恵けいか、気持ちのよい風が屋上に吹ふいて、聖の髪かみを揺ゆらした。ずっとこのままの時間が続けばいいのにと、そんなことを思ってしまった。

　だが校庭の方から、怒ど声せいと悲鳴が聞こえてくる。直哉と葉村がフェンスに張りついて地上を確かく認にんし、「来た」と同時に言う。昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り、容疑逃とう箱そう者しやは宣言通りに現れてしまったのだ。







　午後一時。日程の上ではサッカーの試合が賑にぎやかに開始されているはずの校庭は、奇き妙みようなまでの沈ちん黙もくに満たされていた。

　風が遠慮がちに通り過ぎる。木々に芽め吹ぶいた緑の葉が、息をのむようにざわめく。誰かの落としたタオルが恐おそる恐る宙を舞まい、地面の土は慄りつ然ぜんと飛ばされてゆく。白いラインの外に追いやられた選手と審しん判ぱんと観戦者は一様に押し黙だまり、開始時間を過ぎても競技の行われない試合場を見つめるしかない。

　校庭の中央に立っているのは、ざんばら髪を土つち煙けむりになびかせた男子生徒、一年六組堀ほり木き隆たか宏ひろ。校内では「高校デビューの不良」として有名な巨きよ漢かんだ。堀木の背後には彼ほど大おお柄がらではないが、剃そり込み、リーゼント、坊ぼう主ず頭とパンチパーマの男子生徒が四人並び、五人揃そろって攻こう撃げき的な表情を浮かべている。全員の手には金属バットがあり、直射日光を鋭するどく跳はね返していた。

「怖こわいよ堀木のグループ」「何でサッカーに出るのにバット持ってるんだよ」「試合の前に遊んでた二年生をぶっ飛ばそうとしてたんだよ」「見た見た、『堀木堀木ってワシを呼ぶな』とか『能天気にはしゃぐな地球人』とか意味不明なことを喚わめいて……」生徒たちの囁ささやき声が、風に混じる。

　そんな凶きよう悪あくな五人に対して半はん袖そでシャツの胸を堂々と張っているのは、堀木に比べれば華きや奢しやにすら見えてしまうスリムな体型の男子生徒だ。「あのビニール傘持ってるの、誰？」「一年七組のやつだって。ずっと不登校で今日から来たんだって」「可哀かわい相そう、目立ちたかったんだろうけどボコボコにされるね。五対二で、しかも傘じゃ……」「隣となりにいる頼たよりなさそうなのは？　男？　女？」「吉よし乃の君は男よ、あんなに可愛いのに男の子なのがいいんだから」「でも吉乃君、どうして果か月づき君と一いつ緒しよに堀木と睨にらみ合ってるの？　怖くないのかな」──怖いに決まってますけど地球査察庁長官だから仕方ないんです、と聖ひじりは心の中で返す。大勢の生徒が注目する校庭のど真ん中。隣にいる果月直哉が唯ゆい一いつの頼りだが、聖は何となく、直哉から二歩ほど離れた位置に立っている。直哉が腰こしに巻いた上着の裏には葉は村むらが張りついていて、「聖、長官として、はむびしっと言ってやんなー」と激げき励れいしてくれていた。

「何か用じゃげ、派は遣けん騎き士しの──いんや、見学者のにいちゃんよう」

　金属バットを肩かたに担かついで顎あごを反らし、堀木が三白眼を大きく見開いてみせた。「こちらにはこんなに余よ裕ゆうがあります」と、全身で表現しているようだった。

「ワシはさっさと試合を始めて、暴れたい気分なんじゃらげ。つっても、試合が毎回五分くらいしか続かんのがつまらんげな。ワシの強さに恐れをなして、敵も味方もみんな逃にげるからじゃげ。で、今日はヌシが相手をしてくれんのげ？　言っとくが、ワシのシュートは鎧よろいでも着てこんと、危くて防げんど」

「盗ぬすんだ指輪を返せ」

　直哉が単刀直入に告げた。直哉にしては静かな口調だったが、声の中には今にも爆ばく発はつしそうな迫はく力りよくがふんだんに抑おさえこまれていた。聖は思わず震ふるえ上がり、子分の四人も目を泳がせたが、堀木は鼻の穴を広げて息を吐はき出した。

「何の話じゃら。まるでワシが昨夜ゆうべどこかの『泉せん廟びよう』で、結けつ婚こん指輪でも盗んだっちゅう言い方じゃげ。たとえその話が本当だったとしても──」

　言いながら、堀木はジャージズボンのポケットから、折り畳たたんだレポート用紙を引っ張り出す。不良生徒は素す早ばやく紙を開き、紙面へ忙せわしなく三白眼を動かす。

「ええと──派遣騎士は現行犯や確実な証しよう拠こがないと、逃とう箱そう者しやの逮たい捕ほはできないはずじゃげ。それに冤えん罪ざい逮捕をした騎士は、二割から十割の減給っちゅう規則もある──どうじゃら！」

　堀木が太い首を巡めぐらせて背後の子分に目配せすると、四人は「チヨさん、法律をちょっと勉強していて素敵です！」と絶賛と応おう援えんを返した。堀木は鼻の穴を更さらに広げたが、直哉は無言で右足を上げ、校庭に穴でも穿うがつかのように勢いよく下ろした。土つち埃ぼこりが舞って聖は咳せきこみ、不良五人もたじろいで静せい粛しゆくになった。

「だからさっさと確実な証拠の指輪を出せって言ってるんだよ。どこに隠かくした？　爆ばく蜥せきだってその辺に隠してるんだろう」

「ば、爆ばく蜥せきってのは、昨夜どっかの鈍どん足そく騎士が追いつけなかったワシの乗り物のことげ？　あれは今は風かざ戸と里り温泉ランドの駐ちゆう車しや場じよう裏うらにいるじゃげ。人目につかんし、ボイラーの熱が体にもいいげ」

「『追いつけなかった』って、自じ慢まんしながら結局昨日あの場にいたことを認めてるじゃねえかよ。それからお前、異次元からの物品持ちこみと駐車違い反はんだからな。罰ばつ金きんとるぞ」

　子分たちは素直にざわめいたが、山さん賊ぞくヘアのボスは「怯ひるむなげ！」と怒ど鳴なり、丸めたレポート用紙を地面へ投げつけた。

「ふん、派遣騎士が邪じや魔ましてくることくらい最初からわかっとった。ワシには作戦もある、騎士なんか少しも怖くないんじゃげ」

　堀木がサイズ三十センチはありそうな運うん動どう靴ぐつを動かし、直哉に向かって詰つめ寄ってきた。子分四人は聖と直哉を取り囲むように移動をし、聖はあたふたと前後左右に視線を散らすが、傍かたわらの騎士は胸を張った姿勢を全く崩くずさなかった。

「『凜りん馬まの系けい譜ふ』、果月直哉……」

　グローブと見み間ま違ちがえるほどの太い指を伸のばし、堀木が手のひらを広げた。

「どんだけ優すぐれた騎士だか知らんが、ワシはヌシの弱点を噂うわさで聞いて、勉強してあるんじゃげ……。思い知れ──天使列『全ぜん休きゆう符ふ』、螺ら旋せん回帰！」

　堀木の手から鮮せん烈れつな光が弾はじけた。聖は背筋を凍こおらせたが、直哉は「毎回効くと思うなよ、ばかたれ！」と怒鳴り、光を払はらい除のけるように強く右みぎ腕うでを振ふった。即そつ刻こくで『全休符』現象が解除され、粒りゆう子しは宙に紛まぎれて消える。空気には一いつ触しよく即そく発はつの気配だけが走り、観客が「今の何？」と少しざわめいた。

「おのれ……！」

　本人にとっては恐おそらく必殺であったはずの手段があっさり撃げき退たいされ、堀木が眉まゆをつり上げる。不良生徒は金属バットを振り上げたが、長期欠席者が一歩踏ふみ出す方が早い。ビニール傘がさが動いた。直哉は傘の側面で堀木の首筋を押さえこみ、子分たちを視線だけで制した。頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくされた堀木は首から上を見事に紅潮させ、鮮あざやかな手並みに聖は嘆たん息そくする。直哉が腰に巻いた上着の裏から、葉村が「リーチだね」と言った。

「無害な地球人のいる場所で一いつ般ぱん逃とう箱そう者しやが天使列を濫らん用ようすることは、立派な違法だ」と、直哉は堀木を睨ねめ上げながら言った。

「別件逮捕される前に、盗んだものを出せ。お前がねちっこく調べた通り、派遣騎士は現行犯でなけりゃ所持品検査もできないからな。全く、学校教師の方がよっぽど権限があるぜ」

「ちっ……」

　しかし堀木は赤い顔を苦々しく歪ゆがめながら、往おう生じよう際ぎわも悪く言い返してきた。

「じゃから、何のことかワシは知らんと言っとるげ。指輪なんぞ持ってない」

「いい加減にしろ。聖に渡わたすために持ってきてるんだろう、さっさと返せ」

　聖の名前を出した時だけ、直哉の声と目の光は若じやつ干かん険しさを増して揺ゆれていた。堀木は直哉の態度に鼻の穴をぴくりと動かした後、直哉と聖の間で三白眼を往復させて「ふうううーん、なるほど、そういうことげ。わかりやすい騎士じゃげ」と鼻を鳴らした。聖は何が「そういうこと」なのかちっともわからなかったが、なぜか堀木は急速に余裕を取り戻もどした顔つきになっていた。

「確かに指輪がこの場にあれば、ワシは迷わず第三王女に渡すじゃろう。んが、邪魔者がいるところでは出せん。なんせあれは、ただの指輪じゃなくて結婚指輪じゃげ」

『結婚』の部分をことさら強く発音して、堀木が口元を歪める。その響ひびきに反応し、直哉の頰ほおがひくりと動くのが、聖の位置からも確かく認にんできた。

「結婚指輪の交こう換かんは、結婚式における、これから結婚する男女にとって非常に大事な結婚儀ぎ式しきじゃら。何だかイライラそわそわした派は遣けん騎き士しがいたら邪魔で邪魔で大邪魔で、一生の大事な愛の思い出がぶち壊こわしになるげ」

「邪魔なのはお前の方だろうが」

　直哉が真正面から堀木に歯を剝むくが、手元が荒あらく動いたせいで、ビニール傘は堀木の首筋から離はなれてしまう。直哉はそのことに気づいた様子もなく、不ふ機き嫌げんに言い続ける。

「強ごう引いんなプロポーズで聖の人生を邪魔しやがって。下らない策略をこれ以上進めるなら、ただじゃおかないぞ」

「おうおう、ずいぶん興奮してるじゃら。やっぱり噂で聞いとった通り、地球派遣騎士は恐ろしい。どんな容疑も見過ごされないげ」

　堀木は塀へいの厚みに近い肩かたを竦すくめ、わざとらしく観念した表情で首を振る。

「けんどおかしいのう、ワシはどうにも窃せつ盗とうよりも、第三王女への求婚を責められとるようじゃげ。純じゆん粋すいな求婚は、別に違法じゃないはずじゃがのう？」

　堀木が子分に目配せすると、ツッパリヘアの四人は「その通りっすチヨさん、もう一押しっす、相手は冷静さを失ってきています！」と返す。直哉が「おれは思いっきり冷静だ！」と完全に感情的な声を張り上げ、聖はどんどん落ち着かなくなる。

「何が純粋な求婚だ、お前の目的はわかってるんだぞ。派手王子に言われて、聖から王位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつするために言い寄ってるだけだろうが。そんな結婚は絶対認めないからな。もっ、もちろん地球上で次期国王を巡めぐる争いをするのは許さないって意味での反対だからな」

「王位継承権？　次期国王？　ああ、田舎いなかものに難しいことはわからんげ。ワシはただ、夕凪姫ひめと一生添そい遂とげたいだけじゃら。それにしてもどうして派遣騎士はこんなに怒おこるんげ。いくら名門出身者でも、他人の結婚に口出す権利はないはずじゃど。王女の恋こい人びとでもあらんじゃろうに……。あっ、わかった。自分が好きな女に指輪も買えんから嫉しつ妬としとるんげ、派遣騎士は給料が安いから」

　子分四人が大だい爆ばく笑しようをした。葉村が「あーあ、リーチ取り消し」と残念そうに呟つぶやき、直哉の頭部の方から「ぶちっ」という音が鳴るのを、聖は確かに聞いた。

　体操服の騎士はビニール傘を振り上げて「あーもうできれば穏おん便びんに誘ゆう導どう尋じん問もんで自白させろって佐藤に言われてたけど無理だ、正当防衛から拷ごう問もんに持ちこんでやるからさっさとかかって来やがれ！」と叫さけびながら自分で堀木にかかっていった。聖が青ざめ、生徒がざわめき、校舎の方から騒さわぎを聞きつけた教師陣じんがようやく駆かけつけてきて、不良生徒と長期欠席者の間に割り入る。

　教師たちから「球技会で健全に戦いなさい」と怒られて、異次元人たちは校庭から強制的に退場させられていく。ぎゃあぎゃあ喚わめいて暴れる直哉を懸けん命めいに引きずっているのは初老教師本田であり、担任は「傘は傘立てに置きなさい」と叫んでいた。

「──昨夜も今日も、ヌシはあの騎士に守られてばかりじゃげ」

　体育教師によって連行されていく途と中ちゆう、堀木が低く、聖に耳打ちしてきた。見上げた聖に、堀木は侮あなどりに近い眼まな差ざしを返して言う。

「ヌシはワシの求婚を断って、ナントカ庁の長官を続ける気じゃろうが……何もできん役立たずな王女は、地球にも天箱園にも特に必要ないと思うんは、ワシだけか？」

　意識もしていないのに、聖の呼吸と動きは勝手に止まってしまう。堀木は更さらに姿勢と声を低め、聖の耳に言葉を吹ふきつけてくる。

「ワシは今夜、この高校で一暴れする。ナントカ庁長官としては、逃箱者が地球人の学校を壊す行こう為いは見過ごせんはずじゃど。ヌシの手で止めたけりゃ誰にも言わんで、日が沈しずんだ頃ころひとりで来い」

　堀木が挑ちよう発はつ的に目を細めた。土つち埃ぼこりの漂ただようその背景を、白い鳩はとが横切ったような気がした。

　聖の返事を待たずに、大おお柄がらな不良生徒は教師の手を振ふり払はらい、校門の方へ逃にげ出す。子分四人も次々と後に続き、倒たおされた教師たちが続々と悲鳴を上げる。直哉は堀木を追おうとしていたが、本田教きよう諭ゆは意外にもしっかりと問題児を押さえこんで阻そ止ししていた。

　頰を強こわ張ばらせて立ち尽つくす聖に、初老の担任が息を切らして呼びかけてくる。

「吉乃君、ぼうっとしていないで手伝ってくれないかー。……全く、何なんだこの生徒は……」







　午後の部の試合が終しゆう了りようし、球技会二日目も閉会となった。下校中の生徒が悲喜こもごもの空気を溢あふれさせる道を歩きながら、一年七組入いり江えと大おお竹たけは非常に可笑おかしそうに会話をする。

「うちのクラス、午後も結局得点ゼロだったね。でも何だかもう気にならなくなってきたよね」

「他ほかに気になることがあるからね。果月君、あの後進路指導室に引きずり込まれて、何時間も延々と説教されたらしいよ。しかもひとりに対して先生が十人がかりで、暴れるからって椅い子すに縛しばりつけて」

「登校初日から問題を起こすような生徒は、念入りな指導が必要だと思われたんだろうね。でもあの長期欠席者も大物かもよ、学年主任が『真面目まじめな話をしているのに、小声ではむはむ笑うな』って怒る声が外まで聞こえてたし」

「球技会よりそっちの方が見たいって、進路指導室の窓の外にみんな群がってたよね。吉乃君は見かけなかったけど」

「吉乃君はずっとプールサイドの片かた隅すみで、ぼうっと水球の見学をしていたよ。血気盛さかんな長期欠席者と違ちがって、吉乃君は体の弱い美少年だからね」

「でも帰りのホームルームがまだ終わってないのに、指導室から戻もどってきた果月君に引っ張られて学校を飛び出していったよね」

「せっかく本田先生が、『明日の最終日もできるだけ頑がん張ばるように、でも頑張りすぎて他のクラスの生徒と喧けん嘩かするのは駄だ目め』って、いい話をしてたのにね」

　地球人女子二名は、手を叩たたいて笑った。







　派は遣けん騎き士しは律りち儀ぎにも、自転車を生徒用駐ちゆう輪りん場じようにとめていた。聖は問答無用で荷台に乗せられ、直哉は疾しつ風ぷう迅じん雷らいに自転車をかっ飛ばし、『要よう塞さい』へ戻った。

『要塞』には、領りよう長ちようの津つ島しまがひとりでいた。派遣騎士の本業を放ほう棄きし、地球でのラーメン屋経営に人生を捧ささげているヒグマ似の領長が『要塞』にいるのは、非常に珍めずらしい。津島は『とんこつ男道』とかいう題名の本をのんびりと読みながら、店は今休きゆう憩けい時間中だが、佐藤に頼たのまれて留守番をしているところだと言った。数時間前から市内の逃とう箱そう者しやより「火を吐はく巨きよ大だいなトカゲが出た」という通報が何件か続いているらしく、湖こ子こと佐藤は対応に追われて、なかなか戻ってこられないそうだ。

　津島の説明が終わらないうちに、黒電話が鳴った。受話器を取った津島の「また爆ばく蜥せきですかい」という言葉を聞くなり、直哉が玄げん関かんへ方向転てん換かんした。聖は鼓こ動どうを速めながらも、「申し訳ないけれど、今日は母親との約束があって、もう家に帰らないとならない」と告げた。直哉は「今夜は絶対家から出るなよ」とだけ言って、『要塞』を飛び出していった。肩かたの上から葉村が前まえ脚あしを振った。

　津島がヒゲ面づらを搔かいて「何だか知らねえけど忙いそがしいですやねえ。普ふ段だんは新作餃子ギヨーザの試食をさせたら、試食なのにお代わりを要求してくるくらい暇ひまなのにさあ」と他人ひと事ごとのように笑ったので、聖も何とか笑えみを返す。聖が見送ったスクールセーターの真っ直すぐな背中には、深くて赤い光が差していた。

　もうすぐ、日が沈むのだ。
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　太陽が地上から姿を消しても、春過ぎの西空はしばらくの間、明るい。五月となればなおさら残照は鮮あざやかで、地平線の埋うもれた住宅街では、日が暮れたかどうかの判断はしづらい。だから聖ひじりは個人的に、自宅マンションの窓から見える駄だ菓が子し屋がシャッターを降ろしてからを、日にち没ぼつとさせてもらった。

　聖が物心ついた頃にはとっくに開業していた駄菓子屋は、主に近所の小学生を客層としている。聖も小学二、三年生の頃、同じクラスの子供たちが「今日はあの店で何を買おうか」と盛り上がっているのを聞いて羨うらやましくなり、何日か悩なやんだ末に、思いきって出向いてみたことがあった。ひとりで初めての場所に向かうことは、聖にとっては相当勇気の要いる行こう為いに値あたいする。気力が満ちるのにずいぶん時間がかかってしまい、家を出た時には放課後から何時間も経過して、外は薄うす暗ぐらくなっていた。

　あの時、駄菓子屋のおばあさんは、すでに店じまいをしているところだった。半分近く閉とざされたシャッターの向こうから、「うちは日の出とともに開店して、日没に閉店するんだよ」と言いながらも、店主は聖を店の中に招き入れ、初顔の不慣れな客につきあって綺き麗れいな色の飴あめ玉だまを選んでくれた。

「気をつけて帰るんだよ」

　帰りにはこう言われた。

「お天てん道と様が地にもぐる準備を始めたら、本当なら出歩かない方がいいんだから。『逢おう魔まが時とき』って言葉も、あるでしょう」

　そういえば先月、非ひ承しよう認にんの命めい壇だん売買業者に襲おそわれたのも、荒あら星ぼし王子の金色馬車に追い回されたのも、暮れ時だったと聖は思い出す。

　そのどちらも、目の光が強い派遣騎士が現れて助けてくれた。

「……本当に、守られてばかりだよね」

　呟つぶやく聖以外に誰だれもいないマンションの中は、空気が動かず肌はだ寒ざむかった。母親は、自らが経営者であるキャバクラ店へもう出かけている。母親より遅おそく戻もどってくる事態はできれば避さけたいが、聖は一応「友だちの家で勉強してきます」という置き手紙を残した。母親が読んだら「ついに聖に、お家うちに呼ばれるような友だちができた」と大喜びするだろう。噓うそをついてばかりだなあと苦笑いする以外どうしようもないままに、聖はマンションを出る。

　向かう場所は学校だから、制服は着き替がえずに自宅の鍵かぎだけをポケットに入れる。街灯のともる道を抜ぬけ、駄菓子屋の前を通り過ぎる。シャッターの降りた店先には塾じゆくでもサボっているのか、小学校低学年ほどの子供がふたり、座りこんでいた。そのうちひとりは棒つきのアイスを齧かじっていたが、もうひとりは菓子の袋ふくろを破ろうとした姿勢で、ぴたりと動きを止めていた。指先だけでなくまばたきも完全に停止させ、子供は蠟ろう人にん形ぎようのように固まっていた。

「あーあ、止まっちゃった。またどこかで派遣騎士が、『休きゆう符ふ』の天使列を使ってるんだ」

　動いている方の子供が、動かなくなった友人を見て唇くちびるを尖とがらせた。

「昨日もあったよなあ。こういう時、地球人とは会話が途と切ぎれちゃうから、ちょっと気まずいんだよなあ。地球は平和だって聞いてたから引っ越こしてきたのに、やっぱりどこの次元も物ぶつ騒そうなんだなあ」

　妙みように世慣れた口調で言い、子供はアイスをくわえて夜空を見上げる。逃とう箱そう者しやと地球人の組み合わせを数秒見つめた後、聖は足を速めて通学路へ向かう。

　歩きながら、ポケットの中のキーホルダーに指を伸のばした。鈍にぶい瑠る璃り色いろをした、羽根型の飾かざり。生まれて間もない頃ころ、恩人にもらった大切な宝物。

　いつもの癖くせで指を絡からませようとしたが、寸前でやめた。







　正門前から見上げた風かざ戸と里り高校の校舎は、ものの見事に真っ暗で、完かん璧ぺきなまでに静まり返っていた。普段なら、熱心な運動部員や教職員の数名くらいは残っていても特におかしくない時間だが、明日の球技会最終日に備えて、みな帰宅してしまったのだろう。

　ひとつとして明かりのない窓を見つめ、深呼吸を何度か繰くり返してから、聖は「施せ錠じようが適当」と生徒の間で密ひそかに有名な門に手を伸ばす。確かにいい加減に掛かけられている鍵を外して、敷しき地ち内へ身を滑すべりこませた。

「遅っぱが！」

　校舎の方から、低く野太い方言が飛んできた。昇しよう降こう口のところに大おお柄がらなシルエットがあり、電灯が点ついていないのにも拘かかわらず、人ひと影かげは輪りん郭かくをくっきりと示していた。人影の傍かたわらには爬は虫ちゆう類るい型の巨きよ大だいな影があり、その一部で焚たき火のような赤色が揺ゆらめいている。呼気に炎ほのおを混ぜる異次元生物が、照明代わりになっているのだ。

　巨大トカゲの唸うなり声が地面に響ひびき、聖の足あし下もとを震ふるわせた。聖は頭を強く振ふって、あらゆる感情を消し飛ばした。──消し飛ばしたつもりになって、昇降口に向かって歩き始めた。真っ暗な校舎を背景にし、炎の色で縁ふち取どられた堀ほり木きと爆ばく蜥せきの組み合わせは、少しでも気を抜けば意識が遠ざかるほど恐おそろしかった。

「遅っぱが、ヌシひとりで来たところは褒ほめてやるげ」

　数歩手前で立ち止まった聖に、堀木は金属バットを肩かたに担かつぎながら、そう挨あい拶さつをした。

「派は遣けん騎き士しに手ぇ繫つながれて、泣きべそかきながらやって来るんじゃないかと心配してたんじゃら」

　嘲あざける山さん賊ぞくヘアの服装は、ジャージではなく風戸里高の制服姿。ネクタイはなく、ブレザーは乱雑にはだけ、学校指定の懐かい中ちゆう時計のチェーンは千切れ、シャツのボタンは一、二個ほどしか留められていない。ぶ厚くて固そうな胸むな板いたが露ろ出しゆつしている。胸毛が濃こい。怖こわい。聖は中度の貧ひん血けつを感じつつも、根こん性じようを搔かき集めて答える。

「き、騎き士しの人たちは、みんな他ほかの事件に追われています。市内各地で爆ばく蜥せきが出たという通報があって……」

「ワシらの邪じや魔ましに来こんように、足留めさせとるんげ。特に『凜りん馬まの系けい譜ふ』は、何だか知らんが、夕ゆう凪なぎ姫ひめの結けつ婚こんが気に食わないようじゃげ」

　面おも白しろくもなさそうに口の端はしをつり上げて、堀木は聖に背を向ける。そうして昇降口の扉とびらに躊躇ためらいもなく金属バットを叩たたきこんで、鍵を破は壊かいする。ガラスの砕くだける音に聖はへたりこみそうになるが、不良生徒は扉を蹴け飛とばして開け、校舎内へ入っていく。

　身体停止中の聖に、爆ばく蜥せきが吠ほえて牙きばを剝むいた。口元から靄もやと火の柱が立ちのぼり、聖は熱気に押されるようにして昇降口の中へ逃にげこむ。すぐに後こう悔かいしたが、爆蜥はすでに長い体を動かして、壊こわれた扉の前に移動した後だった。結果として、聖の一番近い退路は熱の壁かべに塞ふさがれてしまう。

「さあてと、さっさと用件を済ますじゃら、第三王女」

　堀木がバットで一度床ゆかを打ち、三白眼で聖を見下ろした。空気の淀よどんだ昇降口も、明かりが消えているために当然薄うす暗ぐらい靴くつ箱ばこが闇やみの中に溶とけこみ、飲み物の自動販はん売ばい機きは振しん動どう音だけを届け、無言の廊ろう下かはじっと暗がりの果てへと延びている。

「もう一度言う、ワシの求婚を受けろ。ヌシには次期国王も政治も似合わん。全すべてから手を引いてワシの嫁よめになって、そばにいると誓ちかえ。ワシが、一生守ってやるげ」

　そう言う求婚者の視線と声は、どこまで凶きよう悪あくで愛情の欠片かけらすら見当たらない。表情には、苛いら立だちの影かげもちらついている。聖はポケットの中からキーホルダーを引っ張り出し、いつでも『楼ろう撃げき』の天使列を発動できるように身構えながら、堀木を見上げた。

「そ、そう言えって、雇やとい主に命じられたんですね」

「何じゃど？」

「お、お断り、します」

　聖は懸けん命めいに言い、冷たい唾つばをのみこんだ。

『楼撃』が使えるといっても、現象は六十秒しか保もたない。それ以上持続できたとしても、野や蛮ばんな逃とう箱そう者しやに力で勝てるとは、自分でも最初から期待していない。腕わん力りよくもなく、話術にも自信はないが、言葉でわかってもらう以外、聖にはすべがない。だから次の言葉を必死に吐はき出す。

「確かにぼくは、弱くて役立たずだけど、ぼくにだってできることがあると思います。それが天てん箱そう園えんの議会で役職に就つくことなのかどうかは、まだわからないけど……でもぼくは、今『周しゆう夜よ北ほく辰しん』なんです。だから、あなたと結婚するつもりはありません。──昨夜ゆうべ盗ぬすんだ指輪を、返して下さい。これ以上、この次元や地球に住んでいる人に迷めい惑わくをかけることは、やめて下さい。逃箱者の人はみんな、新しい人生を求めてこの次元に来るんでしょう？　だったらあなたも……」

「いやじゃら」

　ざんばら髪がみの男子生徒は聖の数倍太い声で返し、ぶ厚い上半身を近づけてきた。

「最初に言ったはずじゃら、ワシはヌシを手に入れるために地球に来た。ワシがこの場所におる理由はそれだけで、こんな平和ぼけな学校なんて好かんし、家も親も揃そろったガキの命めい壇だんなんぞ、ほしくなかったんげ。けんど第三王女と結婚しないと、ワシにはこの先の人生がないんじゃら」

　言葉を継つぐごとに、堀木の目は鋭するどさを増し、手の中ではバットが軋きしんでゆく。首筋に流れる冷や汗あせに震ふるえつつ、聖は尋たずねる。

「あ、あなたは……誰だれに言われて来たんですか？　荒あら星ぼし王子以外の誰かに雇われているのかもしれないって、佐藤さんという派遣騎士も言ってました。あなたはぼくと結婚すると言っているわりに、すごくいやそうな顔をしているじゃないですか。こんなの、もうやめましょう。あなたに命令した人のことを教えて下さい。そうしたら、ぼくからやめるように言いますから……」

「やかましっぱ、だからヌシは役立たずじゃ言われるんげ！」

　堀木が怒ど鳴なり、更さらに聖へ詰つめ寄る。山賊ヘアが大きく揺ゆれ、聖の頭上を毛先が鋭えい利りに通り過ぎる。

「あいつらのことを知らんから、そんな生ぬるいことが言えるんげ。やめてくれっちゅうてやめる相手なら、とっくにそうしとる。ヌシだって、結婚くらいで済まされたのをありがたく思った方がいいげ。邪魔者を引きずり下ろすのに、他にもっと簡単な手段があることくらい、ヌシだってわかるじゃろげ」

「あ、あいつらって、誰のことですか。荒星王子なら、もっと単純ないやがらせをしてくるはずですよ。誰があなたを脅おどしているんですか。ぼくだって、そんな人は許せな……」

「ごちゃごちゃうるさっぱ、さっきから偉えらそうに長官ヅラして、そこがヌシの居場所じゃと言いたいんが！」

　堀木は怒ど声せいとともに腕うでを伸のばし、聖の左手を摑つかんだ。上げかけた悲鳴も声にならないほどの激痛が走る。指の先まで痛んだ。

　しかし聖の滲にじんだ網もう膜まくの向こうで、幸いなことに左手はどこも壊れていなかった。だが薬指に、見慣れない物体が存在していることに気づいた。指輪だ。飴あめ玉だまほどの透とう明めいな石を冠かんした、金の輪が嵌はめられていた。堀木は目をぎらつかせ、聖に見せつけるように自分の左手を掲かかげた。堀木の指にも、同じ形の指輪があった。

「──天使列『嶺れい閉へい』、螺ら旋せん回帰」

　堀木が列れつ式しき唱しよう合ごうを口にした瞬しゆん間かん、求婚者と聖の指輪が、同時に青白い光を放った。

　目が眩くらむほどの輝かがやきは、一瞬にして聖に浸しん透とうし、昇しよう降こう口を満たし、校舎をのみこんだ。青い光の向こう側、無数の粒りゆう子しが高速で四方八方へ動いてゆくのが見える。何かを穿うがって何かが組み立てられる。何かが崩くずれて何かが現れる。高く激しい音が一秒の間に何百回と連発され、巨きよ大だいな変へん換かんの気配が内臓まで響ひびいてくる。不気味な気圧に耐たえられなくなり、聖はきつく目を閉じた。堀木はこんな大規模な天使列を扱あつかえるのかと疑問を持ったところで、思い出す。この指輪の正式名めい称しようは、天使列変換補助材『連れん珠じゆ』。青い目をした鳩はとが、確かそう言っていた。

　不意に全ての光と音がやんだ。聖は恐おそる恐る目ま蓋ぶたを開き、次に唇くちびるを開いた。聖の前には、靴箱も廊下もなくなっていた。暗い昇降口はどこにも存在しておらず、聖が立っているのは、全てが真っ白な部屋の中だった。壁も床も滑なめらかな大理石のよう、しかし人の影かげはどこにも映さず、ひたすら不ふ透とう明めいな平面が続いていた。窓はない。照明もないが、天てん井じようから無機質な白い光が降り注いでいて、全ての影かげを打ち払はらっている。室内に備品も一いつ切さいなく、壁かべの一面にだけ、大きな太陽の紋もん章しようが描えがかれていた。

「成功したようじゃら」

　堀木が大きく息を吐き、太い首を回した。

「外から見んとわからんじゃろが、ヌシらの校舎は今、『嶺れい鎖さの塔とう』っちゅうでっかい建物に変換されてる。昔、どっかの時代に愚おろかな姫ひめがおって、自分と好きな男のふたりきりでいられる場所がほしかったんじゃど。それだけじゃ飽あきたらんで、自分ら以外の世界をぶっ壊こわすための力も求めたそうげ。その物ぶつ騒そうな姫様が創つくった変換補助材が、『連れん珠じゆ』げ」

　堀木が肩かたまでの髪をかき上げると、指についた透明の石が小さく光った。

「これが本物の『連珠』かどうか鑑かん定ていするんに、今夜までかかったげ。なんせ何百年も前のもんじゃら、こんなもんは王家の恥はじじゃ言われて、事実は歴史から抹まつ消しよう、指輪もどこかへ捨てられてたそうげ。けんど極ごく秘ひの宮きゆう廷てい文書をひっくり返して、陰いん険けんに隅すみ々ずみまで調べて、補助材の行方ゆくえを探し当てたやつも姫に負けんほど物騒じゃげな。ワシなんか可愛かわいい方げ、言われた通りに次元間宝石商の客を狙ねらっただけじゃら」

　並びのよくない歯を見せて、堀木は金属バットを握にぎり直した。

「そんなわけでな、夕凪姫。この塔には大たい砲ほうやら何やら、外部を攻こう撃げきする仕組みがあるそうじゃし、何より『嶺れい鎖さの塔』は天箱園一頑がん丈じようじゃと言う。塔を内側から壊して逃にげるのは無理、外側から破って侵しん入にゆうするのも絶対に不可能じゃげ。『凜りん馬まの系けい譜ふ』の神風でも、『誉よ腕わん』のばか力でも敵かなわん。この塔をぶち壊す天使列を持ってるやつは、ワシ以外どこにもおらん。そんで今この塔にいるのは、ワシとヌシだけじゃら」

　バットが動き、真っ白な壁が叩たたかれる。高い音が鳴り響き、壁と天井へも反はん響きようし、どこかで聞いたことがある奇き妙みような音が、空気を揺るがしていく。

「面めん倒どうじゃげ、もう白状するが、ワシはヌシを失しつ脚きやくさせるよう、最初に第一王子から命令を受けた。んが、ヌシが言ったように、別のやつからも違ちがう指示を受けとる。ふたついっぺんに片づけるには、この塔はものすごく便利なんじゃら。まずワシは、これから塔の大砲を作動させて街を攻撃する。あくまでも演技じゃげな、本気で次元が滅ほろびることをした場合は成功報ほう酬しゆうを減らされるからのう。けんど、地球に被ひ害がいをもたらす危険な逃とう箱そう者しやを止められなかったヌシは、これで失脚。ワシの仕事もひとつ完かん了りよう。もうひとつの方もまあ、うまくいくじゃげな。何せこの塔は、愛し合うふたりが誰にも邪じや魔まされないために造られたんげ」

　聖は今、自分がどんな顔をしているのかわからなかった。ただこちらを見下ろす堀木は、小さな雨あま蛙がえるを前にした大だい蛇じやのような、とても残ざん忍にんな表情を浮うかべていた。

「夕凪姫よ。ワシが住んどった園えん南なん地方は、古くさい風習がいまだにこびりついとるところでな。男女間に既き成せい事じ実じつが一度でもありゃあ、それでもう結けつ婚こんは成立して、まわりも認めるしかないんじゃら。……ワシの言っとること、わかるげな？」

　野や蛮ばんな求婚者が勢いよくブレザーを脱ぬぎ、真っ白な床ゆかへ投げ捨てる。床が鳴った。聞き覚えのある音の正体がわかった。人の悲鳴に似ているのだ。聖の首筋で、冷や汗あせが凍こおりついた。







　月光が照らす道で、その時果か月づき直なお哉やは自転車を走らせていた。

　街の郊こう外がいで暴れていた爆ばく蜥せきとその乗り手を倒たおし、別の場所でも問題を起こしていた同種異次元生物を、鎮ちん圧あつさせたところだった。後始末を台だい城しろ湖こ子こに任せ、スクールセーターの派は遣けん騎き士しは夜道を急ぐ。捕ほ獲かくした爆ばく蜥せきは、今のところ計四体。乗り手も四人。あと一匹ぴきとひとりが足りない。自転車の前カゴの中ではハムスター型の煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きが、「早く片づけて、悩のう殺さつこんがり焼きプリンで一日の疲つかれを癒いやしたいよね」とのんきに言っていた。

　市街地へ至る道に出て、騎士は急ブレーキをかけた。煉魂受皿器がカゴに額をぶつけて、「はむぎゃふん」と鳴く。突とつ如じよ、大気の中に大きな気配が生じた。そして騎士が見上げた景色に、見慣れないものが現れた。青白い光を撒まき散らし、地から天へと円柱形の影がそびえ立っていく。塔だった。頂上が月まで届きそうなほど異様に高い塔が、県立風かざ戸と里り高校の方向に出現している。

　風が吹ふいて、果月直哉の前まえ髪がみが揺ゆれた。







「手配した悪役によって第三王女がピンチになった時、どこからともなく格好よく現れて敵を一いち網もう打だ尽じん、無能な異い母ぼ妹まいを颯さつ爽そうと宮廷に連れ戻もどす」という作戦で動いていた天箱園第一王子荒あら星ぼしは、宮きゆう廷てい騎士団第二部隊『四し海かい神しん曲きよく』の十数名を引き連れて、異母妹を尾び行こうし、風戸里高校に潜せん入にゆうしていた。

「珍めずらしい、これが地球庶しよ民みんの学舎まなびやか」と荒星が興味を示し、教室や購こう買ばいや女子更こう衣い室や女子トイレの付近をうろうろしていた時、天使列『嶺れい閉へい』が発動。第一王子一行は塔の構成物と見なされて、内部に閉じこめられた。

「何だこの白くて飾かざり気もない空間は。金色とか金目のものがないと、私はとても落ち着かないのだ」

　突とつ然ぜん変わった景色に、第一王子は激しく狼ろう狽ばいして家臣に摑つかみかかった。子供っぽい容姿の騎士が騒さわぎ、二に隊たい長ちようは冷静に脱だつ出しゆつ経路の検討を始める。塔の内部には、白い通路が入り組みながら果てしなく延びていた。

　二隊長が前方の十字路を指さした時、通路を右から左へ、ブレザーの制服を着た学生が駆かけ足で通り過ぎていった。制服は男子のものだが、体つきはか弱い女子を思わせる細さ。加えてその者は、少女のごとくかん高い悲鳴を発していた。続いてその後を、大おお柄がらな男子生徒が野太い声を張り上げながら、また通り過ぎていく。

「何だ？　あの逃げ場のない場所で変態に遭そう遇ぐうしたような叫さけび声は」

　第一王子が首を傾かしげた。二隊長は「その変態が今回は殿でん下かのことではないみたいで、よかったですね」と、表情もなく言った。










　吉よし乃の聖ひじりはひたすら叫んで走っていた。大理石風の壁かべは自分の悲鳴を幾いく重えにも反響させ、床はひどく滑すべりやすくて何度も転びかけた。通路はいくらか上り坂になっていた。おまけにゆっくりとだが、自動的に動いている気もした。けれどいくら走っても、どこにも辿たどり着かない。恐きよう怖ふで脳が破は壊かいされそうになる。堀ほり木きの挑ちよう発はつに応じて学校になんか来るんじゃなかったと、今いま更さら激しく後こう悔かいした。けれど聖にできることは他ほかに何もなかったのだから、どうしようもない。

　最初の白い部屋から逃げ出す時に起こした天てん使し列れつ『楼ろう撃げき』は、とっくに限界時間を超こえて、キーホルダーに戻っていた。列式唱合を繰くり返せばまた武器は現れるのだが、聖にはその暇ひまと余よ裕ゆうがない。背後から、重量感のある足音が迫せまってきている。校舎がこの奇妙な建物に変へん換かんされる際、昇しよう降こう口の外にいた爆ばく蜥せきは塔とうに取り込まれなかったらしく、姿はない。巨きよ体たいが重いのか、堀木の足はあまり速くないようだが、飛行トカゲに乗らなくてもいずれは聖に追いつける自信があるらしく、「逃げても無む駄だじゃら」と、野太い声を頻ひん繁ぱんにぶつけてきた。

「唱合者のワシが現象解除をするか、補助材の『連れん珠じゆ』をふたつまとめて壊こわさない限り、塔は消しよう滅めつしないげ」「恨うらむならヌシの先祖を恨め」「……っちゅうかヌシ、弱そうな見た目のわりにずいぶん走るげな」「もうそろそろ、息切れ起こして倒れたらどうじゃら」「──いい加減に止まれげ！」絶対いやですと叫びながら、聖は目の前の角を全速力で曲がりきる。廊ろう下かが途と切ぎれて真っ白な螺ら旋せん階段が現れたが、その終わりも見通せないほど高く長く続いている。

「夕ゆう凪なぎ姫ひめ」

　頭上で若い女を思わせる声がした。聖が顔を上げると、彼女も塔の巻き添ぞえを食ってしまったのか、白い鳩はとが飛んでいた。「鳩はと山やまさん！」と煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの名を涙なみだ声ごえで呼び、聖は走りながら早口に訴うつたえた。

「鳩山さん、何なんですかこれ。『連珠』があれば強くなれるって聞いたのに、『連珠』のせいでぼくはうっかり貞てい操そうの大ピンチです！」

「落ち着いて、まわりをよく見るんですの」

　鳩山が聖の肩かたに留まり、つやのあるくちばしを周囲へ向けた。

「『嶺れい鎖さの塔』を創つくった姫は、あなたの先祖ですわよ。王女を迷わせることがないように、順路はきちんと記されているはずですわ」

　言われて聖も初めて気がついたが、白い壁や床や、そして宙のいたるところに、青白く発光する文字が多数浮ういていた。日本語でも外国語でもない理解不能な文字は、命めい壇だんに刻まれる属性文字にやや似ている。聖には読解不能だが、鳩山は不思議な文字列に青い瞳ひとみを巡めぐらせた後、再び羽を広げた。

「この階段を上り終えた先、扉とびらを開けて祭さい室しつへ向かえばいいんですわ」

「そ、そこが出口ですか!?」

「あたしは先に行って確かく認にんしてきます。何とか頑がん張ばって下さいませ、王女」

　鳩山が羽ばたいて、汚けがれのない姿が白い景色に溶とけこんで消える。聖は疲ひ労ろうでひび割れそうな膝ひざに力を入れ、階段を駆け上った。体育を仮け病びようでサボり続けているわりに、自分は思っていたよりも体力があるようだと初めて気づく。丈じよう夫ぶに生んでくれた実母と健康に育ててくれた養母に心の中で礼を言っても、求きゆう婚こん者しやの足音は全く引き離はなせない。目め眩まいを生じ、止まりたくなる弱音を何度ものみこみ、ようやく階段を上り終えると、再び長い廊下が現れた。

　今度の通路は、左右の壁に扉がいくつも並んでいた。どれが鳩山の言う「祭さい室しつ」なのかわからなくて、聖はとにかく一番手前の扉へ手を伸のばす。指先が取っ手に触ふれる前に、扉全体は青白い粒りゆう子しになって搔かき消えた。ぽっかりと入り口が生じ、勢い余って室内に転がりこんだ聖を、高い青空が出で迎むかえる。太陽の光と、大地を埋うめつくす鮮あざやかな花畑が歓かん迎げいする。

　一いつ瞬しゆん外に出られたのだと思ったが、違ちがった。空と日光と花の絨じゆう毯たんは、天てん井じようと壁と床ゆかへ描えがかれた精密な絵画だった。よく見れば絵は動いていて、花弁が揺ゆれ、その間を小さな蝶ちようが往復しているが、指先に触れるのは冷ややかな壁の感かん触しよくだけだ。何だろう、この部屋は。聖は部屋を飛び出し、向かい側の扉へ走った。扉はまた勝手に消滅して、入り口を開けてくれた。その部屋の壁には、透すき通るほどの青い海が広がっていた。波間で魚が背びれを輝かがやかせ、空には海鳥が悠ゆう々ゆうと飛んでいた。だが空間は完全に閉とざされていた。

「…………違ちがう……」

　眉まゆを顰ひそめて部屋を出て、聖は次の扉を目指す。隣となりの部屋には熱気の幻げん覚かくを感じさせるほど写実的な夏の景色が、次の部屋には清すが々すがしいまでに深い緑の森が待っていた。多数の扉の向こうに、無数の美しい景色があった。けれど人間の姿はどこにもない。空気が全く動いていない。清潔で陰かげのない回かい廊ろうを、聖は冷たいものを感じながら走る。

「何なのこの塔……。変だよ……外みたいなのに、本当の景色よりも綺き麗れいなのに、おかしいよ。風がちっとも吹ふいてないよ。……こんなところ、いやだよ……」

　不意に背後から、誰だれかが聖の肘ひじを摑つかんだ。強すぎる力で聖の足は急停止させられ、無理矢理方向転てん換かんもさせられる。百八十度回転した視界に、ざんばら髪がみの男子生徒が待ち構えていた。聖は絶ぜつ叫きようを上げて手を振ふり払はらおうとしたが、堀木は強い鼻息を吐はき出して聖を押さえこむ。右手だけで聖の両手首を拘こう束そくし、聖の体を壁へ押しつける。聖の手から落ちたキーホルダーが、床を打った。

「鬼おにごっこはもう終わりじゃげ、夕凪姫」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声で、堀木は言った。

「ワシもヌシと同じで、こんな息苦しいところはいやじゃら。さっさと用件を済ませて、帰るんげ」

　指輪の嵌はまった左手で、堀木が聖のネクタイとシャツを摑む。聖が腹の底から上げた悲鳴は、「かん高い声で喚わめくなりゃあ！」という怒ど鳴なり声にあっさり搔き消される。熱い吐と息いきが近づいて、厚い唇くちびるが迫せまる。

　しかし。堀木は更こう衣い室の時と同様に、聖と唇を重ねる寸前で動きを停止させていた。押し黙だまった求婚者は前回以上に不快な表情で、更さらには突とつ発ぱつ的な腹痛でも起こしたのか、顔面に汗あせの粒つぶをいくつも浮かばせていた。

　その頭上に白い影かげが急接近して、鋭えい利りなくちばしが山さん賊ぞくヘアの脳天を突ついた。堀木が激しい叫さけび声を上げ、聖から手を離す。「王女、早く！」と鳩山に呼びかけられ、聖はキーホルダーを拾って逃にげ出す。大して走らないうちに、怒ど声せいが追いかけてくる。聞き取りづらい列式唱合が叫ばれ、堀木がバットを武器に変へん換かんする気配は、背中へ押し寄よせる圧力となって感じられた。

「あんな男、あたしが本来の姿に戻もどれば簡単に撃げき退たいできますのに──」

　聖の前方で、鳩山が羽ばたきながら言う。全力疾しつ走そうで呼吸困難に陥おちいりつつ、聖が「ぼく、天使列『代だい天てん照しよう』が使えますけど──」と述べると、鳩山は青い瞳を呆あきれた濃のう度どにくすませる。

「失礼ですけど王女。そんな状態で、どんな天使列もまともに使えるとは思えませんわよ、くるっくー」

「うう、すみません……」

「能力は、持っているだけでは何の意味もありませんわ。それにあたしは葉村とは格が違いますの。そんじょそこらの煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きみたいに、自力でもとの姿に戻れないなんてことはありませんのよ。でも今は信じられる『土台』がない、それだけですわ」

「は、はあ、よくわかりませんけれど、そうなんですか……」

「けれどうかつに砂さ儀ぎ下したの残党に戦いを挑いどむと、存在を消しよう滅めつさせられてしまうかもしれませんわ。今は逃げるしかありませんわね。あの頭の悪そうな男が、遺伝能力をきちんと使いこなせているかどうかは、怪あやしいところですけれど」

「さ、砂儀下って確か、堀木君の本名、ですよね」

「でも『涙る陰いんの系けい譜ふ』の砂儀下と、夕凪姫ひめの引く『陽よう后ぐ』ならば、恐おそらく遺伝要素は打ち消し合って、子孫には全く天使列が伝わらなくなる──。なるほど、これで『陽よう后ぐ』の因子を世界から抹まつ消しようすることができるという計算ですわね」

「な、何をぶつぶつ言ってるんですか、鳩山さん。砂儀下って、あの人って、何なんですか。一体誰に言われて、こんなことをしてるんです」

　酸欠が本格化してきて、聖の声の途と切ぎれも悪化してくる。青い瞳ひとみの鳩は高度を聖の頰ほおの位置に下げ、くちばしを開いた。

「昼間も言った通り、砂儀下はすでに滅ほろびた汚けがらわしき一族のこと。十五年前に起きた、宮きゆう廷てい内乱の主犯ですわ」

「内乱の、主犯……？」

「あの男、脅おどし程度にしか使えていませんけれど、斧おのを──天使列『爵しやく斧ふ』を使うでしょう。名門家では武器に使用する天使列を、親族のうちで統一させる習わしがありますの」

「そういえば、斧って──」

　先月、命めい壇だんの記録から見た内乱の戦火を思い出し、聖は吐き気の予感をのみ下す。きっと一生忘れられないだろう、実母である第三王おう妃ひ若わか葉ばを狙ねらい、果月直なお哉やを斬きった襲しゆう撃げき者しやが、赤く濡ぬれた斧を持っていた姿は。

「もちろん、今後ろにいる男が、内乱で何かをしたということではありませんわ」

　鳩山は青い瞳を数秒だけ後方に向けて、続けた。

「今の年ねん齢れいから考えて、当時はろくな戦力にもならない子供だったはずですし、内乱後、『爵しやく斧ふ』の砂さ儀ぎ下した一族は全員処しよ刑けいされましたもの。あの男、きっと幼児だという理由で、運よく刑を免まぬかれたんでしょうね。けれど謀む反ほんに直接係かかわらなかった子供だとはいえ、砂儀下の血を引く人間が何事もなく生きていけるほど、天てん箱そう園えんは甘く優やさしい次元じゃありませんわ。恐らくは、王族以外に力のある家に引き取られ、衣食住を与あたえられる代わりに、家の者が表立ってできないようなことをさせられてきたのではないかしら」

「じゃ、じゃあ、その家の人が、ぼくと既き成せい事実を作ってこいなんて命令を、したかもしれないんですね。どこの、誰なんですか。ひどいじゃないですか」

「あたしも内乱後すぐに地球に移住してしまいましたから、推測しかできませんけれど、多分──」

　鳩山が言いかけた時、廊ろう下かが行き止まりを迎むかえた。そこには今までで一番大きな扉とびらがあり、鳩山が「祭さい室しつですわ」と鋭するどく言った。聖が慌あわてて手を伸のばすと、扉はやはり粒りゆう子しと化して消え去り、黒い入り口を生じさせた。

　飛びこんだその部屋は、今までと同じく大理石風の床ゆかと天てん井じように囲まれた、冷ややかな場所だった。しかし材質の色は白ではなく、真逆の黒。闇やみ色いろの部屋だった。

　明かりはない。天井からの光もない。だが室内は暗くない。入り口正面の壁かべに窓が十数個並んでいて、そこから外光が差しこんでいる──ように見えて、実際は違ちがった。

　窓ではない。その証しよう拠こに、ひとつひとつが中型テレビほどの枠わくが見せる景色は、ひと続きにならず、全く別方向の夜景を映し出している。無人の校庭、水面を月光に彩いろどられたプール、水銀灯に照らされた校門、裏門、その近辺に広がる民家の明かり。──多数の枠の中に、学校周辺に広がる街並みの、恐らくは現在の様子が投とう影えいされている。これまでの部屋にあった、現実逃とう避ひ気味に美しい景色ではなく、どれも平へい凡ぼんで静かな夜の色だった。

　そんな監かん視しカメラのモニター群を思わせる壁の前には、調理台ほどの大きな直方体が置かれていた。表面を覆おおうのは無数の金属ボタン。全すべてのボタンに、例の読解不能の文字が刻まれている。壁も直方体も、用よう途とがわからないわりに不ふ吉きつな気配は濃こく漂ただよっていて、黒い床の上を聖は思わず後あと退ずさる。左右の壁はただ磨みがかれた漆しつ黒こくであり、出口らしきものはどこにも見当たらなかった。

　首筋に、荒あらい息が吹ふきかかった。聖が慌てて振ふり返ると、堀木が目を血走らせて立っていた。堀木は聖の肩かたを摑つかもうとしたが、祭さい室しつの中を見るなり、聖を突つき飛ばして室内へ足を踏ふみ入れた。

「おお、ここじゃげな、外部攻こう撃げき用の入力機器っちゅうのがある部屋は。全くあいつらと来たら、『連れん珠じゆ』の詳しよう細さいは極ごく秘ひ事じ項こうじゃとか言って、塔とうの見取り図もよこさんげ」

　愚ぐ痴ちりながら、堀木は直方体の方へ移動する。金属のボタンに、太い指が触ふれようとする。聖は「駄だ目め！」と叫さけび、堀木の丸太ほどもある腕うでに摑みかかった。

「駄目、外部攻撃なんて絶対駄目、やめて！」

「離はなせげ、あくまで攻撃の演技じゃと言ったげ、粒りゆう子し変へん換かんで大たい砲ほうの形を作るだけじゃら！」

　堀木が腕を振り、聖は呆あつ気けなく飛ばされてしまう。床ではなく、別の冷たい塊かたまりが聖を背中から受け止めた。壁の一部が人の座高程度に窪くぼんでいて、ちょうど台座のようになっている部分へ聖は倒たおれ込んでいた。

　聖が立ち上がろうとして、肘ひじ掛かけにあたる部分へ触れた時。左手で指輪の石が、小さく光った。

「……何じゃったげ、最初が『白はく羊よう』のボタンで、次が『金きん牛ぎゆう』、『宝ほう瓶びん』……ややっこしいのう……ええと、『双そう魚ぎよ』の……」

　直方体の前で、堀木はぎこちなく腕を動かしていた。山さん賊ぞくヘアがボタンを打つごとに、祭さい室しつ中に妙みような振しん動どう音が響ひびく。腰こしを上げようとした聖の前に、羽を広げた白い鳩はとが立ち塞ふさがる。

「鳩山さんどいて！　あの人、攻撃の演技だとか言ってるけど、本気じゃなくても駄目だよ。昨日きのうの夜だって今日の夕方だって、何か事件があれば『休きゆう符ふ』で地球の時間は停とめられるけど、逃とう箱そう者しやには何かがあったって伝わるんだ。ぼくより小さな子が、この次元のことを心配しちゃうんだ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ、王女。あなたならあの男を止められます。その台座も使えるようですわね。──始めますわよ」

　鳩山が言い、しかし聖の前から退くこともなく、聖と台座のまわりをくるりと回転した。鳩山の首で鈴すずが鳴り、金色の粒子が聖の頭上に降ってくる。同時に壁に彫ほられた台座全体からは、青白い霧きりが漂い出てくる。金と青の光は濃さを増し、絡からまりあって帯を築き、聖の全身に巻きついてきた。

「な、何これ、離して……！」

　聖は光を払はらい除のけようとしたが、帯は聖の周囲を巡めぐりながら、やんわりとだか確実に体を拘こう束そくする。帯が脈動し、粒子が体に染しみこんでゆく。染みこんだ光が別の場所の皮ひ膚ふから宙に溢あふれて、また新しい帯を作る。帯の中を理解できない文字が無数に瞬またたき、流れてゆく。初めて命めい壇だんを見られた時と似ている。寒気がする。怖こわい。聖は懸けん命めいに身を捩よじるが、光る帯は一向に解けない。堀木は直方体にかじりつき、聖の異変に気づいていない。床に降りた鳩山だけが、こちらを見ていた。白い鳩は聖を解放する素そ振ぶりも見せずに、ただ帯を凝ぎよう視ししていた。

「覚かく醒せい式、組み込み完かん了りよう……しましたわね」

　帯の中を流れる文字を目で追いながら、鳩山は声を運んだ。

「……基き盤ばん要素、『審しん錫じやく』九十、『福ふく痕こん』七、『黙もく曜よう』二、『導どう潔けつ』一。表層及および深層主しゆ旋せんは同等、《全支配》の『審しん錫じやく』五十、《存在の歯車を自在に回す》『陽よう后ぐ』五十──綺き麗れいに半々ですのね。『陽后』との相そう殺さい因子はゼロ、相乗因子もゼロ──大丈夫ですわ、王女。あなたには、この塔も砂さ儀ぎ下したの残党も消し飛ばす力があります」

「鳩山、さ……」

「けれどさっきも言った通り、能力は持っているだけでは意味がありませんわ。あたしが式を読みながら手伝いますから、力を出して下さいませ」

「な、何のこと……」

「まずは、存在の歯車を回してみましょう」と、鳩山は聖の戦せん慄りつを無視して話し続ける。

「そうですわね……王女、あなたのその髪かみは、男装用にいつも短めにしているんですのよね？　長く伸のばしたいと思ったことはありませんの？」

「か、み……」

　言いかけた聖の頰ほおで、ぞわりと髪の毛が動く。顎あごのあたりで切り揃そろえていたはずの聖の髪が、急速に伸び始めて、見る見るうちに長くなっていった。体に巻きつく光る帯は次し第だいに薄うすれていったが、代わりに聖の髪が胸むな元もとを流れ、膝ひざをかすめ、床ゆかにつくほどに伸びていく。何だろうこれは。ぼくの髪はこんなに長くないと、聖は心臓を震ふるわせる。

「上手ですわ、王女」と、鳩山はつややかなくちばしを頷うなずかせた。

「次は父方の『審しん錫じやく』を扱あつかいましょう。『審錫』はそれそのものだけでは特とく殊しゆな効力はありませんが、対象となる他者の天使列が目の前にある時には、絶大な威い力りよくを発しますわ。まずは、あの男の斧おのを──」

「こらー、何だこのうすら寒い感じに寂さびれきった空間は！」

　祭さい室しつの出入り口に派手な声と衣服の男が登場し、天てん箱そう園えんの第一王子は無ぶ遠えん慮りよに部屋へ踏みこんできた。続いて甲かつ冑ちゆうを着こんだ第二部隊の面々も現れて、室内はあっという間に満員になる。

「ぬうう、この部屋も黒いだけでやっぱり地味だな。しかし私が文句をつけたいのは、無味乾かん燥そうな内装だけではないぞ。さっきから通行人を、ふたりしか見ていない。私の素す晴ばらしさを崇あがめさせる民たみがどこにもいないのは、非常につまらないではないか。聞いているのか、そこの塀へいっぽい管理人！」

　荒あら星ぼしが縦ロールの髪を振り乱しながら山賊ヘアの肩を摑むと、堀木は鼻の穴を大きく広げて振ふり返った。

「今集中してるんじゃら、邪じや魔まするなげ！」

「ぬはっ、その大層育ちの悪そうな下品顔は、私が二隊長に頼たのんで雇やとった適当なゴロツキではないか。貴様、何を悠ゆう長ちようにタイプライターなんか叩たたいている。さっさと第三王女を追いつめて、荒星様突とつ入にゆう合図の金色ノロシを上げないか！」

「だから今、いろいろやっとるんじゃげ……！」

　堀木が直方体のボタンを力強く押すと、壁かべに映し出されていた多数の景色に異変が訪おとずれた。それぞれの宙で、同時に光が弾はじける。全すべての景色の中に無数の粒りゆう子しが現れて、複雑に蠢うごめき始める。祭さい室しつの中で鳴っていた振動音が、重さを増して響き出す。

「ようし、これで塔とう周辺に百の大たい砲ほうができるはずげ。完成まで約一分待つじゃら」

　ボタンから指を離はなし、堀木は額を拭ぬぐって邪じや悪あくに笑った。しかし荒星はブーツの踵かかとで床を打ち、苛いら立だたしげにざんばら髪を指さした。

「貴様、私の命令に従っているのか無視しているのか、わかりづらくて気に食わないぞ。大体私は、こんな私好みではない空間を作れなどとは一いつ切さい命じていない！　さっさと出口に案内せよ！」

　荒星が巻き髪を翻ひるがえして方向転てん換かんし、そこでようやく聖に気づく。堀木も台座にいる聖を初めて見たが、なぜか顔を歪ゆがめて「うぎゃっ、な、長い髪！」と叫さけんでのけぞった。

「むむっ、そこに座っているのは我が妹か？　ちょっと見ぬ間に髪型が変わるとは、男装していてもさすがは乙女おとめだな」

　荒星は傾かしげた首をすぐに頷かせ、聖に向かって手を伸ばしてきた。

「ロングヘアもなかなか似合って麗うるわしいが、誇ほこり高き王族の一員としては、もう少し毛先を巻いたりして優ゆう雅がに整えた方がよいな。宮きゆう廷ていにバーバー馬ば場ばという私のお抱かかえ散さん髪ぱつ師がいるから、紹しよう介かいしてやろう。それにしてもそちは本当に役立たずだな、椅い子すに座って危険な逃とう箱そう者しやの行動をのんきに見物していたなんて、立派に『周しゆう夜よ北ほく辰しん』失格だ。さあ、天てん箱そう園えんへ帰るぞ」

　異い母ぼ兄けいの指が、手て荒あらに聖の肩かたへ触ふれた時。

（──触さわらないで）

　誰かが言った。

（誰にも触ふれさせない。わたしの全ては、あの人だけのもの）

　聖は自分の声ではないと思ったが、荒星も第二部隊の騎き士しも堀木も、そして鳩山も、全員が怪け訝げんな表情で聖の方を見ていた。

　体が勝手に動いた。聖の左手が荒星を突つき飛ばした。聖の手のひらと派手な衣い装しようの間で青白い光が爆はぜ、第一王子は間ま抜ぬけな悲鳴を上げて、祭さい室しつの外まで吹ふき飛ばされていった。だらりと下がった聖の指先で、指輪についた石が光っていた。

　主君に対する一応の忠誠心か、第二部隊の騎士たちが動き出す。全ての武器の先せん端たんが聖の目前に迫せまった。聖は恐きよう怖ふで身を竦すくめたつもりなのに、聖の体はまた勝手に動いて、台座から立ち上がった。さらさらと、床まで届く髪が揺ゆれ動いた。

　聖の左ひだり腕うでが肩の高さまで上がった。第二部隊と自分の間にカーテンでも引くように、ゆらりと動いた。動きながら、指先は向けられた多数の武器を軽く撫なでる。途と端たん、騎士たちの武器が爆ばく発はつした。あらゆる武器が粉々に変形し、粒子へ戻もどされる。どうして。聖本人と第二部隊に驚おどろかせる慈じ悲ひもなく、左手は動き続ける。前方に指を伸ばし、空気を青い圧力に変える。爆音が響ひびく。十数名の甲冑が、全て通路へ押し出される。声と光と塵ちりが、聖の前に散る。

「王女……？」

　白い鳩はとが不ふ審しんそうに呼びかけた。

「まさか、姫ひめの残留思念……？」

　知らないよ、何のこと、と聖は心の中で叫び返した。ぼくはどうしてしまったのだろう。こんなのおかしい。聖は恐怖に対していつもそうするように、目ま蓋ぶたを強く閉とざしたかった。それなのに、自分の瞳ひとみは祭さい室しつの中をゆっくりと見回していた。そして顔を完全に強こわ張ばらせている堀木を認めると、聖の足は一歩を踏ふみ出していた。髪かみが広がり、宙を漂ただよった。指輪の嵌はまった手が、堀木へ差し伸のべられた。山さん賊ぞくヘアは頰を激しく痙けい攣れんさせて後あと退ずさろうとしたが、背後の直方体にぶつかっただけだった。

　聖の手が堀木の手を取ると、容疑逃とう箱そう者しやは「うぎゃあ」とものすごい悲鳴を上げた。聖の指は堀木の指輪を撫で、手の甲こうに触れ、固い腕をのぼって、聖より数十センチ上にある骨太な頰ほおへ伸のばされた。愛いとおしむように、ざらついた肌はだを撫でた。

「や、やめ、やめろげ、もうこれも白状するげ、ワシは女は駄だ目めなんじゃら。昔育った家が、女が家か督とくを継ついで、男は下僕みたいに扱こき使われたところで、その家には五年しかおらんかったけど、でもいやなもんはいやで、ワシは女は駄目なんじゃら！」

　堀木が言った。汗あせなのか涙なみだなのか、とにかく顔中を濡ぬらして訴うつたえた。
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「め、命令を受けた時、王女は王女でも男装しとると聞いとったから、何とか乗り気になれると思ってたんに……。んでもヌシはどう見たって乙女顔で、ワシが近づくと子犬みたいにぷるぷる震ふるえて、目ん玉うるうるさせよって、おまけに体はあちこち細かったり柔やわらかかったり、しかもそんな髪まで伸びて、もうどこからどう見ても女じゃげ！　ワシは女なんぞ見ても何も興奮せん、プロポーズだって本当は言いながら舌がカビそうじゃったんげ！　……けんども好みで任務を失敗するわけにもいかんし、しくじったらワシには帰る場所がない、せめてヌシが『凜りん馬まの系けい譜ふ』みたいな外見じゃったらって思うても……」

　血の気を引かせた堀木は、みっともないくらいにがたがた震えていた。さっきまでの脅きよう迫はくじみた表情が噓うそのように、別人みたいに。

（そうね。この人は、別の人）

　誰かが言って、聖の手が堀木から離はなれた。

（あの人ではないのね。でもわかってる。あの人がこの塔とうに来ないことは、ずっと前からわかっているの）

　離した手が振ふり上げられた。指の先で、粒りゆう子しと空気が雷らい雲うんじみた渦うずを巻いた。

　自棄やけになったのか、堀木が床ゆかに落ちた斧おのを摑つかんで、大声で叫さけびながら聖へ飛びかかってきた。しかしぶ厚い刃はの一いち撃げきを、聖は左の手のひらだけで受け止める。衝しよう撃げきは感じても、痛みと傷は全く生じない。聖の指の中で鉄の塊かたまりが絞しぼられ、砕くだかれ、細く小さく崩くずれていく。残ざん骸がいとなった光の粒つぶが、勢いよく足あし下もとへ降り注ぐ。床を打って跳はね返ってきた粒子を、今度は右の手のひらで受け取りながら、聖の唇くちびるは列式唱合を紡つむぎ出す。ずっと右手で握にぎりしめていたキーホルダーと合わさって、光は別の形へと変へん換かんしていく。

　堀木は柄えだけになってしまった凶きよう器きを投げ捨て、床を這はって逃にげようとした。しかし聖の瞳はそれを見過ごさない。右手で完成した『楼ろう撃げき』を──幅はばと刃は渡わたりが一メートル半以上ある武器を、聖の腕は軽々と振る。駄目、と聖は叫んだが声は出ない。巻き上がった衝しよう撃げき波はだけで堀木が吹っ飛び、直方体の上へ転がった。ぶ厚い背中の下で、ボタンがいくつか押し潰つぶされる音が連続した。

　壁かべが映す全すべての景色の中に、美しく輝かがやきつつも恐おそろしい形をした円柱が出現していた。数はざっと百、いずれももうすぐ完成する円柱群の先端に、黒い光がちらちらと灯ともり始める。直方体から滑すべり落ちた堀木は、「うぎょああ」と喚わめいてざんばら髪を搔かきむしった。

「た、大たい砲ほうの発射指示が入力されちまったげ！　き、起動停止の手順をせんと……停止……どうするんじゃったげ、ええと、ええと……何で、何でワシがこんな苦しい目に……夕凪姫、そう、夕凪姫のせいじゃら、王女が、第三王女が、急に髪が伸びて女っぽくて強いから──うぎゃああ強くて怖こわい女！　かあちゃん、そしてばあちゃん！」

　聖の武器が、精神混こん沌とん中の求きゆう婚こん者しやを右の壁かべ際ぎわへ打うち払はらった。次いで正面にある直方体を、一撃で破は壊かいした。入力装置が壊こわれても、どこかから伝わる重い振しん動どう音おんは止まらない。壁に映された多数の夜景の中、大砲の光は消えることなく更さらに膨ぼう張ちようしてゆく。聖の瞳はそれを見つめ、口の端はしを上げた。笑ったような動きだった。何がおかしいのと、聖は泣きそうな気持ちで尋たずねた。いいのよと、誰かの声が答えた。天使列を発動させてから六十秒が過ぎても、『楼ろう撃げき』は右手の中で確実に存在し続けていた。

（これでいいの。何もいらないの。だってあの人が、いないのだから。ずっと一いつ緒しよに、誰にも邪じや魔まされないで、綺き麗れいな空を見ていたかったのよ。わたしが望んでいたのはそれだけなのよ。それなのに、次元が起こした戦いくさのせいで、あの人はもういないの）

「姫……」

　白い鳩が悲しげに呟つぶやいた。

　直後。




『聖、返事しろ！　この中にいるんだろう！』




　強い声が聞こえた。




　壁に投とう影えいされた景色のひとつ、校門付近を映した宙を、大きなトカゲが飛行していた。炎ほのおを吐はいて自ら上じよう昇しよう気流を作るトカゲは、上空に浮うかぶ大砲を目指している。景色の焦しよう点てんが巨きよ大だいトカゲを追って動き、自動的に詳しよう細さいを拡大する。トカゲの背には複数の人ひと影かげがあり、聖の傍かたわらで堀木が頭を押さえながら叫んだ。

「何じゃげあいつら、何でワシの爆ばく蜥せきを飛ばせてるんげ！」

　頭を打って正気を取り戻もどしたのか、堀木は険しい表情を浮かべて言った。

「何でじゃ、いくら優ゆう秀しゆうな派は遣けん騎き士しでも、園えん南なん産の稀き少しよう生物を操あやつる訓練までしてるわけが……」

　景色の中から、高い指笛が届く。音に反応し、トカゲが速度をはね上げる。トカゲの上で指笛を吹ふいたのは、長身の人影だ。「あれは……風かざ戸と里り『要よう塞さい』の婿むこ養よう子し騎士ですわね」と、白い鳩はとが聖のそばで言い、堀木は壁にかじりついてぶ厚い肩かたを震わせる。

「婿養子騎士……？　あ、あの男、もしかして──！」

『佐藤さんすごいね、爆ばく蜥せきを操れちゃうんだね、飼い犬のマリーちゃんにはいつも手を嚙かまれているのにね』

　景色が誰だれかの声を出力する。それに対し、別の声が小さく笑って返す。

『騎士団に入る前、子供の頃ころに訓練させられたことがあるんですよ。爆ばく蜥せきに乗るのは地元の風習でしてね。ずいぶん長い間乗っていませんでしたが……昔の習慣は、体に染しみこんでいるものですね』

『そっかー、葉村も凜りん馬まの時の習慣で、たまにちょっと気高い気持ちになるよ。今日はいつもより高めのプリンを買ってみようかとか』

『雑談は後にした方がいいわ、至近距きよ離りよ』

　冷めた声が割りこみ、巨大トカゲの前に発射寸前の大砲が迫せまる。トカゲの背で剣けんを持った人物が立ち上がり、大砲を斬きりつけた。しかし両者の間に火花が散っただけで、大砲は全く壊れない。槍やりを持った別の人物が攻こう撃げきを仕し掛かけても、結果は同じだ。

『「宝ほう剣けん」や「伐ばつ倒とう」では無理でしょう、僕が代わります』

　長身の人影が、自分の首に下げたシルバーの鎖くさりを引きちぎる。『佐藤……』と声に憂うれいを滲にじませた呼びかけに、人影は首を振った。

『平気です。地球では絶対に武器を持たずに派遣騎士を務めようと決めましたが……今夜は緊きん急きゆう事態ですからね。それにこの塔の中には若わか葉ば様の王女が──聖さんが、いるのでしょうし』

　そうして手の甲こうに鎖を絡からめながら、長身の人物が唇くちびるを動かす。

『──天使列『爵しやく斧ふ』、螺ら旋せん回帰』

　人影の手の中で光が溢あふれ、鎖は独特の形を持った刃は物ものへと変へん換かんされていく。斧おのが完成する。宙に浮かぶ大砲に向かい、人影は武器を振ふり上げる。

「あの斧……あいつ、やっぱり……！」

　堀木が太い拳こぶしで壁かべを叩たたき、呻うめいた。

「氷ひ雨さめじゃ、砂さ儀ぎ下したの最後の頭領の息子むすこじゃげ！　騎士のくせに戦争はよくないとか言って、宮きゆう廷てい内乱に参加しなかった臆おく病びよう者ものじゃら。頭領と一緒に処しよ刑けいされたと聞いとったんに、地球こつちで生きてたんか……！」

　堀木の切せつ羽ぱ詰つまった声は、斧が大砲を粉ふん砕さいする破壊音に搔かき消される。壁が映す景色の中に多量の残ざん骸がいが舞まい、白い鳩は目を細めて呟く。

「……そういえばあの婿むこ養よう子しも、砂さ儀ぎ下した一族の生き残りでしたわね。第三王おう妃ひの恩おん赦しやで処刑をのがれたとか……。『涙る陰いんの系けい譜ふ』の斧は、《死の淵ふちへ沈しずませる》。『嶺れい鎖さの塔とう』の構成物も砕くだけるわけですわ」

　景色の向こうで再び指笛が吹かれ、爆ばく蜥せきが方向転てん換かんをする。飛行トカゲは景色の前面へ──塔に向かって飛んでくる。トカゲの上で長身の人影は、背後にいる誰かへ声をかける。

『外がい壁へきを破って突とつ破ぱ口こうを開きますから、塔の中へ行って下さい。僕は空に戻って、残りの大たい砲ほうを全ぜん壊かいさせてきます。直哉君たちは、聖さんを助けてあげて下さい』

『任せろ、超ちよう特急で済ませる、佐藤がさっさと家に帰って思う存分子こ守もり唄うたを歌えるように』

　威い勢せいのよい返答に笑った後、声がふと弱まる。

『聖さんに謝らないといけないんです。例の求きゆう婚こん者しや、調べてみたところ、どうやら僕の昔の親しん戚せきみたいなんですよ。これでは若葉様のご恩を、仇あだで返すようなものですよね……』

『第三王妃は恩に着せようとしてお前を助けたんじゃないだろう』

　別の声が、強い口調で言い返した。

『恩とか仇とか関係なくて、ただひとりでも多くの命を救いたかっただけじゃないのか。あいつはそういうやつだった。それに実際、お前は内乱に何も関かん与よしていない。今回だって同じだ。血が繫つながっていたって、お前とそいつは別の人間だろうが』

『……君はいつも、そう言ってくれるんですね。あの時君を斬って怪け我がを負わせたのは、僕の親だったのに──』

　長身の人影が言う。乗り手の表情が祭さい室しつからはっきり確かく認にんできるほど、トカゲはこちらに接近している。壁に投影された景色の中で、人影が黒光りする斧を振り上げる。宙に激しい衝しよう撃げきとヒビが走り、祭室の壁全体にも同様の現象が襲おそいかかる。一秒後、壁は外側から砕かれて粉々に吹き飛ばされた。

　瓦が礫れきの下した敷じきになりかけた堀木が、悲鳴を上げて四つん這ばいで逃にげ惑まどう。壁に穿うがたれた穴から、冷たい突とつ風ぷうがまず最初に吹ふきこんでくる。次に冴さえた月の光。そして、侵しん入にゆう者しや。銀色の長剣を携たずさえた人物が、危なげもなく床ゆかへ着地する。真っ直すぐな瞳ひとみの騎士が、聖を見る。

　聖の心しん拍ぱくが乱れた。心に何かが滲しみた。

（──ああ……）

　誰かの声も、揺ゆれた。

　あの人が、来てくれた。







【ある挿そう話わ、その３】

　強さを求めたお姫ひめ様は、心をこめて指輪を作りました。ふたつの指輪を作りながら、お姫様は騎き士しの帰りを待っていました。恋こい人びとはその日、戦場に行っていたのです。やがて指輪は完成しました。これで騎士が戻もどってきたらもう離はなれずに済むのだと、誰にも邪じや魔まされずに一いつ緒しよにいられるのだと思うと、お姫様は嬉うれしくて涙なみだが出そうになりました。

　そして【以降は、天てん箱そう園えん最高議会『来らい音いん大だい叙じよ事じ』陸りく宣せん省しよう所属・宮廷文書保存管理庁によって削さく除じよ済み】










「……聖ひじり……？」

　夜風が渦うず巻まく祭さい室しつ、瓦礫まみれの床に立ち尽つくした直なお哉やは、眉まゆを寄せていた。目の前にいる相手が、敵なのか味方なのか、わかっていない顔つきだった。スクールセーターの肩かたに乗った葉村も、つぶらな瞳をただしばたたかせていた。聖の視界には、細い線が無数に流れていた。風に煽あおられ、長すぎる聖の頭とう髪はつが躍おどっていた。

（──あの人だ。あの人は生きていたんだ）

　歓かん喜きに濡ぬれた声が言い、聖の足を踏ふみ出させた。

（わたしのところへ来てくれた。帰ってきてくれた。これでずっと一緒にいられる。この塔の中で。誰にも邪魔されずに）

　一歩進むごとに、右手で引きずる『楼ろう撃げき』の刃はが床を抉えぐった。騎士の姿が近づいた。違ちがうよと、聖は叫さけんだ。直哉は違う、あなたの愛した人じゃないよ。

「姫、もうやめて下さい！」

　聖の前進を白い鳩はとが妨さまたげた。鳩は青い瞳を揺らして言った。

「……あたしの責任ですわ。王族の一員が『連れん珠じゆ』を身に着け、『嶺れい鎖さの塔』の発動に巻きこまれるという状じよう況きようが、姫の残留思念を起こしてしまうなんて考えてもみませんでした。──姫、そこにいる騎士はあの方ではありません。確かにあの方に近い血を引いていますが、あの方は亡なくなったんです。そしてそれからすぐに、あなたも。……まわりがもっと、あなたに強い心を持たせていればこんなことには……」

　懸けん命めいに言い続ける鳩の斜ななめ後方から、美び麗れいなシルエットが走り出てきた。槍やりを握にぎった台だい城しろ湖こ子こだ。湖子には聖を攻こう撃げきするつもりはなく、ただこの隙すきに、危険な『楼ろう撃げき』を叩たたき落とす意図で接近してきたのだろう。湖子の温度のない瞳を見て、聖はそう思った。だが誰だれかは、そう思ってくれなかった。

　聖の腕うでが動き、武器が持ち上げられた。金属柱が空気を裂さいて突つき出された。衝しよう撃げき波はで白い鳩が後退させられる。湖子が急いで槍を防ぼう御ぎよの形に構えるが、意味がない。槍がまっぷたつに砕くだかれ、折れた部分から、純白の光が液体のように噴ふき出した。聖の左手が伸のび、槍の残ざん骸がいを噴ふん射しやごと摑つかみ取る。手のひらの中で、壊こわれた槍はもう一本の『楼ろう撃げき』に作り変えられる。二本の金属柱が交差され、火花が散り、空気が巻き上がる。武器も防具もない少女騎士の体が飛ばされる。直哉が咄とつ嗟さに走り、壁かべにぶつかる寸前で湖子を受け止めた。外傷はないようだが、湖子は長い睫まつ毛げを伏ふせて気を失っていた。

（──そう。あの人ではないのね）

　無色の声が言った。

（だってあの人なら、どんな時でも私だけを守ろうとしてくれる）

　ぴたりと固まった聖の視界の中で、直哉が湖子の体を床に横たえ、立ち上がる。そして聖と視線を合わせる。あの強気で前向きで迷いを知らない派は遣けん騎士には不ふ釣つり合いなほど、判断に苦しんでいる眼まな差ざしが、聖にはひどく悲しかった。けれど聖の瞳は直哉から逸そらされずに、足は再び床を進み始めた。

（じゃあ、この人は誰？）

　靴くつの下で、壁の破は片へんが砕け散った。

（天使列を遺伝させるためにと、父様は言うけれど──あの人でないならば、あの人以外の誰かと結けつ婚こんしないとならないのは、いやなのよ）

　崩くずれた壁かべ際ぎわにへたりこむ堀木は、今度は別の理由で精神を揺らしてしまったらしく、頭を抱かかえてしきりに喚わめいていた。「氷雨が生きとった、ワシがひとりで天てん箱そう園えんに取り残されてた間、あいつは地球で生きとった、ワシはひとりで、ずっとひとりで、砂さ儀ぎ下したの血を引いとるからって、これからも居場所がほしけりゃ第三王女をめとれって……」

（あの人でないならば、消さないと）

　二本の武器を構え、聖の足が床を蹴ける。視界に直哉の黒い瞳が急接近した。

「避よけて！」と、鳩山が叫んだ。「覚かく醒せい式が失敗したんですの。『審しん錫じやく』は対象の天使列を思うままに操あやつりますわ、触ふれたら壊されます！」鈍にぶい舌打ちをし、直哉が横へ跳とぶ。聖の武器は直哉がいたばかりの床を抉り取り、深い溝みぞを作り出した。

「鳩山さん、聖に何したのさ！」

　騎士の肩で背筋を丸めながら、葉村が怒ど鳴なった。

「覚醒式は、どんな天使列が備わってるかを表に出すだけの手段でしょ。実際に力を扱あつかうには誰だって技術がいるのに、いきなりこんなふうになるのはおかしいよ！」

「『連れん珠じゆ』が想定外の反応をしたんですわ……」

　天てん井じよう近くを舞まいながら、白い鳩はくちばしを下げて返す。

「……あたしはただ姫ひめに──王女に強くなってほしくて……。夕ゆう凪なぎ姫ひめだって、騎き士しに頼たよらないようになりたいって、言ってくれて──」

　突とつ風ぷうが吹ふき、鳥形煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの高度が乱される。聖の体は巨きよ大だいな金属柱で大気を押し潰つぶしながら、直哉の姿を一心に追い求めていた。

　聖の右みぎ腕うでが『楼ろう撃げき』を突き出した。直哉が避け、壁に穴が開いた。避けた騎士へ、左ひだり腕うでは容よう赦しやなくもう一本の武器を叩きつける。左腕は床ゆかを割った。右腕が瓦が礫れきを生む。左が、右が、右と左があらゆるものを壊してゆく。部屋中に損そん壊かいと粉ふん塵じんが立ちこめる。直哉は常人離ばなれした反射神経で回かい避ひを続けるが、それもほとんど間かん一いつ髪ぱつ。しかも銀色の長ちよう剣けんは動かず、反撃をしてこない。鳩山の忠告に従っているのか、それとも聖が相手だから攻撃できずにいるのか、どちらにせよ避ける以外の選せん択たく肢しを持たない騎士は、次し第だいに壁際へ追いつめられてゆく。

「王女の体力が尽きるのを待って覚醒式の解除をするか、あるいは──」と、鳩山が自信なげに呟つぶやく。

「『涙る陰いんの系けい譜ふ』が大たい砲ほうを全すべて破は壊かいし終えて、戻もどってくるのを待つか。ふたりで今の王女を押さえ込めるかどうかはわかりませんけれど、でもこのままでは、先に『凜りん馬まの系譜』が……」

　こつんと、硬かたい音が鳴った。後退する直哉の踵かかとが、壁にぶつかった音だった。直哉の左右は、瓦礫が山を築いている。退路を失った相手に、聖の腕は二本同時に武器を走らせた。嬉き々きとして。

「何でおれがお前から逃にげなきゃいけないんだよ──」

　直哉が膝ひざを屈かがめ、足と床の間に白い光を出現させる。光が弾はじけ、騎士は高く上に跳んで串くし刺ざしから何とか逃のがれる。直哉は宙返りをし、天井を蹴って聖の後方へ着地しようとしていた。

　聖は振ふり向きざまに左の『楼ろう撃げき』を振った。しかし先に直哉が後退して、わずかながらに届かない。右の武器もかわされる。騎士は天使列の跳ちよう躍やくを使いながら、瓦礫の山を巧たくみに越こえて、聖との距きよ離りを開けていく。騎士が離はなれていく。聖の足は直哉を追って走り出した。その間に、左手は『楼撃』を一本手放した。そして空いた手のひらで宙を摑む。不可視の粒りゆう子しが指の間で強く凝ぎよう縮しゆくされ、何かが生じる気配が腕に伝わる。左腕の先に青い陽炎かげろうが生じた。

　二メートルほど前方に迫せまった騎士へ、聖の右腕は武器を突き出した。当然直哉は避けたが、聖の体は次の攻撃に移るのではなく、左手で創つくった陰かげの中へ肩かたを割りこませた。全身に、激流の中を泳ぐような感かん触しよくが生じた。そして次の瞬しゆん間かん、聖の体はどんな動きをしたのか、直哉の背後に回りこんでいた。真っ直すぐな背中に向かって『楼撃』が襲おそいかかる。やめてと、聖は出ない声で叫さけんだ。直哉は紙かみ一ひと重えの距離で避けてくれたが、腕をかすかに擦こすられたらしく、顔を顰しかめた。

「何、今の瞬間移動みたいなの！」

　叫んだ葉村に、「『道』ですわ」と、鳩山が粉塵の中で畏い怖ふ混じりの声を返す。

「空間の構成要素を操あやつって、独自に『道』を創ったんですわ。次元の扉とびらを最初に開いたのは『陽よう后ぐの系譜』だという話は、聞いたことはありますけれど……」

　聖の瞳ひとみは、瓦礫の山の先に退たい避ひした直哉を見つめていた。距離は十メートルほどあった。だが聖の体は足を動かさず、左手で先ほどの陽炎をもう一度生み出した。青い陰を創って潜もぐり、聖は一秒で標的の前へ躍おどり出る。武器を振り上げる。振り上げながら次に備えて次の『道』を開く。敵がどんな動きで避けても、機械のようにそれだけを繰くり返して、騎士から三歩と離れずに食いつこうとする。

　直哉は奥歯を嚙かんで回避をしていたが、次し第だいに動きが鈍っていくのは、聖にもはっきりとわかった。三歩の距離が二歩に狭せばまる。一歩へ詰つめられる。そして、ついに。聖が数十回目に振った『楼ろう撃げき』を避けきれず、直哉は衝しよう撃げき波はをまともに受けた。後方のヒビだらけの壁かべへ叩たたきつけられた。聖は叫んだ。

　舞い上がった煙けむりの中で、騎士はややふらつきながらも起き上がった。直哉は目の光を弱めずに聖を見ていたが、肩を何度も上下させ、呼吸は完全に乱れていた。敵にはもう体力がない、『道』を使って追い込む必要はないと判断したのか、聖の足が黒い床を歩き出す。二十歩ほどある騎士との距離を縮めていく。

「……独自に『道』を創って、触ふれた相手の天使列を思うままに操る、か……」

　掠かすれた息の合間に直哉が言い、疲つかれた表情でかすかに笑った。

「……そんなもん、教えてないぞ」

　いやだよと、聖は心の中で言った。君が弱っている姿は見たくない。君が苦しむのも傷つくのも悲しい。そう思っているのに足は動いた。手は武器を強く握にぎった。まだ距離のある瓦礫道の先で、直哉が唇くちびるを嚙むのが見えた。

　直哉が銀色の長剣に両手を添そえ、斬きりこむ構えを取るのがわかった。ああ、反撃する気になってくれたんだと、聖は張り詰めた気持ちをほんの少しだけゆるめた。それでいい、そうしてほしい。斬られるのは悲しいけれど、直哉を斬るよりはいいと思えた。あの騎士ならば、こちらよりも先に剣を振ることができるかもしれない。そう信じたいのに、自分の手は武器を掲かかげる。

　直哉が呼吸を止め、視線を強めた。床を蹴けって、騎士は風のように走り始めた。聖の意識を無視して、聖の足も冷たい床を駆かける。直哉が剣を振り上げた。聖の腕うでは『楼ろう撃げき』を突つき出す一方で、空いた左手も伸のばし、直哉の『宝ほう剣けん』を摑つかみ取ろうとした。指先の細さい胞ぼうが、もう理解と予測を開始している。この剣をどう変へん換かんすればどんな凶きよう器きに変えられるのかを、期待している。

　両者の武器がぶつかり合う寸前、直哉が剣を、聖とは全く別の方向に振った。単に刃はから汚よごれを振り払はらうようなその仕し種ぐさ、いつか聖が見た時と同様に、それだけの動きで剣は元の物質へ戻もどってしまう。ビニール傘がさへ還かえってしまう。そして聖の指が触れたのは、ただの雨具。天使列で創られた構成物でなければ、操ることはできない。

　指先は咄とつ嗟さに計画を変へん更こうしようとするが、そんなわずかな動どう揺ようを騎き士しは絶対に見過ごさない。傘を投げ捨てた直哉は、『楼ろう撃げき』の金属柱をくぐり抜ぬけて聖の前へ飛びこんできた。距離はゼロ歩。胸むな板いたが当たった。体温が押し寄せて、息が詰まった。抱だきすくめられたなどという生やさしいものではない。直哉は何も持たない両りよう腕うでで、聖の体を、特に腕を骨が軋きしむくらいに押さえこんでいた。聖の手首から先が武器を動かそうとひとりでに震ふるえるたびに、直哉は歯を食いしばって腕に力をこめた。

「──何してるんだよ、このドジ王女！」

　耳元で直哉が怒ど鳴なった。この騎士は頻ひん繁ぱんに怒おこって怒鳴っているが、その声は聖がこれまで聞いた中でも、一番感情を昂たかぶらせている気がした。

「家から出るなって言っただろう、何でも言えって言っただろうが！　頼たよらないようになりたいって、何だそれ。何だこの塔とう。おれは騎士でお前は王女なんだろうが。上に立つやつはちゃんと下を頼れ。お前に用無しだって言われたら仕事が減って残高が減って腹も減って、川っぺりで石でも投げるしかないんだぞ！」

「だって」と、聖の唇から声が漏もれた。

「だって……頼ってばかりじゃ情けなくて、あなたは──君は強いから、わからないだろうけど……」

「わかるかわからないかはおれが決めるんだよ！」と、直哉は一息で聖の泣き言を吹ふき飛ばした。

「情けないから何だってんだ、世の中にはいろんなやつがいて、強いだの弱いだの役に立つだの立たないだの、比ひ較かくするもんじゃないだろうが。自分で全力出してもできないことがあったら、誰だれかに力を借りればいいんだ。頼った相手がいなくなっちまったら、悲しいけどいてくれたことに感謝すりゃいい。同じことを誰かにしてやろうって張りきればいいじゃねえか。だからあっちこっちの次元にこれだけ大勢の人間が生きてるんだろう。ひとりで何でもどうにかしようなんて、自分勝手もいいところだぞ」

「直哉も人のことは言えないよねー」と肩かたの上で葉村が笑い、スクールセーターの騎士は「おれのことはこの際いいんだよ！」と怒鳴り返す。直哉はそのまま天てん井じようを見上げ、鳩山を睨にらみつけた。

「わかったか鳩はと、わかったらさっさと覚かく醒せい式を解除しろ。今度聖に勝手なことしたら、豆まめ鉄でつ砲ぽう食くらわすからな！」
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「あたしは鳩じゃないって言ってますでしょくるっくー！」と鳩山がくちばしを開き、高度を下げてくる。白い鳩が聖の周囲を巡めぐり、金色の鈴すずが鳴る。聖の体から金と青の光が蒸気のごとく立ちのぼって、消える。手の先で『楼ろう撃げき』も分解され、キーホルダーに戻った。

　伸びすぎた髪かみもまた、宙を漂ただよいながら消えてゆき、聖の頭とう髪はつはもとの長さに戻った。肩が軽くなり、力が抜けて、全身を倦けん怠たい感かんが包む。直哉もよほど疲れたのか、聖から離はなれるのも忘れて大きな息を吐はき出す。葉村が「ものすごい残業だったね、鳩山さん、お詫わびに今度百グラム三千円の豆でも奢おごってね」と言い、鳩山がまたくるっくーと怒る。壁かべ穴あなからは爆ばく蜥せきに乗った佐藤が戻ってきて、気絶していた湖子も目を覚ました。聖は直哉との距きよ離り感かんを思い出し、ハッとなった。

　湖子が起き上がろうとしたその横を──大きな影かげが錯さく乱らん気味に喚わめきながら、通り過ぎる。

　堀木だった。




「やばい、あいつのこと忘れてた！」

　直哉が叫さけんで聖から離れ、走り出すが、間に合わない。堀木は佐藤が降りたばかりのトカゲに乗り、夜空へ飛び出してしまった。壁穴の向こう、爆ばく蜥せきは上空までめちゃくちゃに飛びながら、これまた無む秩ちつ序じよに炎ほのおを吐き散らした。宙に多量の火の粉が舞まい、風のにおいがすぐに焦こげたものへと変わり出す。

「精神的に、追いつめられてしまったみたいですね……」

　熱風を受け、佐藤が束ねた髪をそよがせながら言った。

「『休きゆう符ふ』で地球の時間はまだ停とまっているものの、まわりの住宅地が危険ですね。爆ばく蜥せきは氷が弱点ですから、池か川か、どこか水が大量にある場所へ誘ゆう導どうして、乗り手ともども一息に弱らせた方がいいでしょう。直哉君、お疲つかれのところ悪いんですが、下に戻って自転車を……」

「時間と速さが足りない。聖、『代だい天てん照しよう』で葉村を凜りん馬まに戻してくれ」

　佐藤の言葉を遮さえぎり、直哉が聖を見つめた。聖は反射的に膝ひざを震わせたが、足と涙るい腺せんに力を込こめて、「はい」と全力で頷うなずいた。直哉が頷き返し、湖子と佐藤を振ふり返る。

「佐藤たちは地上の鎮ちん火かを頼たのむ。それとこの塔も校舎に戻さないと──」

「れ、『連れん珠じゆ』をふたつ同時に壊こわせば、現象が解除されるって言ってた」

　聖は震える手で苦労しながら指輪を外し、答えた。

「もうひとつは、堀木君の左手にある。それと、プールになら水がたくさんあると思う。球技会で水球をやってるから……」

　直哉がもう一度頷いて、聖から指輪を受け取った。佐藤と湖子が壁穴から地上へ移動し、葉村は直哉の肩から床ゆかに降りる。聖は煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きに両手を掲かかげ、深く息を吸いこんだ。

「おれだって、お前を頼ってると思う」

　聖の背後で、直哉が言った。

「内乱の後、体に傷きず跡あとが残って、天てん箱そう園えんに帰れなくなって、だけど第三王女がこの街のどこかに生きてるって思ったから、今までずっとやってこれた。そういうのって、悪いことか」

　振り向きたい衝しよう動どうに駆かられたが、聖はひたすら集中して列れつ式しき唱しよう合ごうを口にした。聖の手から光が溢あふれ、粒りゆう子しの螺ら旋せんの中で不思議な音色が奏かなでられる。そうして音と光が消えた時、聖の前には翼つばさを持つ一頭の白馬が現れていた。凜りん馬まに戻もどった葉村は、上出来だと言わんばかりに翼を上下に動かしてくれた。

「直哉……」

　聖は振り返ったが、すでに直哉は聖の視界から走り出し、凜りん馬まの背へ鮮あざやかに飛び乗ったところだった。「強くなりたければ一歩ずつなれ、見ててやるから」握にぎった傘かさを剣けんに変え、直哉は聖の方を見ずに言う。そして手た綱づなを握り、騎き士しは凜馬を真っ直すぐに走らせる。風が吹き、蹄ひづめが瓦が礫れきを一いつ掃そうし、白馬は夜空へ舞い上がる。聖は壁穴へ駆けつけた。

　黒と赤が入り混じる天空を、真っ白な風が一直線に駆け上がっていった。月の下、凜馬は暴れるトカゲにあっという間に追いつき、追い抜ぬいた。何かの弾はじける音が聞こえ、聖の周辺で景色が蠢うごめく。直哉が『連れん珠じゆ』の奪だつ還かんと破は壊かいに成功したのだろう、塔とうを構築していた壁や床、全すべての粒子が動いて校舎へと姿を戻していった。大規模な気配がやむと、聖が立っているのは三階か四階あたりの廊ろう下かだった。窓の下には水面を輝かがやかせたプールが見えた。

　そのプールに、空から大きな塊かたまりが神速で飛びこんでくる。爆ばく蜥せきを無理矢理牽けん引いんする凜りん馬まだ。巨きよ大だいトカゲの咆ほう吼こうが窓ガラスを震ふるわせ、翼のある馬は軌き跡せきも揺ゆらさず一気に水面を撃破する。校舎全体が揺れ、屋上まで届きそうな水柱が上がった。同時に飛沫しぶきの中を天使列発動の白い光が弾け、プールは瞬しゆん時じに凍こおりついた。新緑が彩いろどる世界へ、真冬を喚よび出したかのような見事さだった。ああやっぱり君はすごいなと、聖は息を止めて眼下の光景を見つめ続けた。

「…………あ……れ？」

　しかしいつまで見つめていても、プールは凍った状態で沈ちん黙もくしていた。直哉も葉村も容疑逃とう箱そう者しやも、誰も上がってこない。聖は窓ガラスにすがりついた。何かあったのだろうか。聖は真っ暗な廊下を走り出した。階段を駆け下り、無人の昇しよう降こう口を飛び出し、校庭を横切ってプールへ走る。

「直哉！」

　凍った水と五月の温度との差で、プールサイドには真っ白な蒸気が充じゆう満まんしていた。半はん透とう明めいの水面の下には、大小さまざまの影が確かく認にんできる。何かトラブルがあって、直哉が氷を水に戻せないのだろう。聖は右往左往した末に、凝ぎよう固こした水面に両手を広げた。『水すい即そく固こ空くう』、天使列の初歩の初歩だと、昼間屋上で教わったではないか。しかしいくら初歩でも、こんな大きなプールをどうにかできるだろうかと不安も過よぎる。だけど首を振る。ついさっきまで、まわりを壊そうという思念が宿った自分は、あんな力が扱あつかえた。だったら誰かを助けたいと同じくらい強く思えば、できるはずだ。氷が溶とけて水に戻るイメージ、溶けて戻るイメージ──。

　靄もやの中を光が弾け、プールに大きな波が漂った。波間からまず堀木が濡ぬれた山さん賊ぞくヘアを出し、弱り切ったトカゲを引っ張ってプールサイドへ這はい上がった。次に『代だい天てん照しよう』の時間限度を迎むかえた猫ねこサイズのハムスターも飛び出してきて、「冷れい凍とう反対冷凍禁止、葉村もプリンも生ものだから美味おいしいんだよ」と言いながら、毛皮から水を払はらい飛ばした。直哉は出てこなかった。

　聖はプールへ飛びこんだ。溶けたばかりの水は血が凍るほどに冷たかったが、泡あわの先に、スクールセーターの騎士はすぐに見つかった。上空から飛びこんだ時に頭でも打ったのか、それとも急激な温度差の中で心しん拍ぱく停止を起こしたのか、直哉は意識を失っているようだった。聖は騎士の腕うでを摑つかみ、大急ぎで水面から顔を出した。プールサイドで何やら喚わめいている堀木に「どいて！」と怒ど鳴なり、直哉を水から上げる。半泣きになっている堀木は、「怖こわっぱ、女、強っぱ、女、怖っぱかあちゃん強っぱばあちゃん、まともな大人になれって言われたのにごめんじゃら」とずっと悪夢でも見ているような声で言っていた。

　プールサイドに横たえた直哉の体は、胸も腹部も呼吸の気配を一いつ切さい見せずにいた。葉村が「水中で手綱が足に絡からまっちゃったんだよ、どうしようどうしよう」と駆け回っていたが、聖も完全に動転していた。

「…………人工呼吸……」

　水球の見学時に見た模も範はんが、脳のう裏りをかすめる。直哉の唇くちびるは少しだけ開いていた。聖は直哉の頭部を傾かたむけて気道の確保をした。迷いも躊ちゆう躇ちよも何もなかった。何かを感じている余よ裕ゆうはなかった。上半身を屈かがめ、聖は騎士と唇を重ねようとした。

　──が。手に不用意な力が入ってしまった。聖が無意識に置いた手の下には、直哉の腹部があった。直哉の表情が歪ゆがみ、喉のどが鳴り、「ぶはっ」と盛せい大だいな音を立てて、直哉は大量の水を噴ふき出す。人工呼吸を拒こばまれた聖は、勢いのよすぎる噴ふん射しやを浴びて後ろにひっくり返った。

「聖、お前、みぞおちはやめろって言っただろう！」

　記き憶おくが混こん濁だくしているのか、直哉は上半身を跳はね起こしてそんなことを言った。言ってすぐに激しく咳せきこんだ。葉村が「直哉よかったー、でもちっともロマンチックじゃなーい」と楽しげにジャンプをし、騎士は確かにロマンチックとは程ほど遠とおい咳せきをまき散らす。生命力溢れるその姿をしばらく啞あ然ぜんと眺ながめた後、聖は声を上げて笑い出した。勝手に笑いが流れ出てきた。

　自分も直哉も体中が塔の埃ほこりとプールの水にまみれてひどい有様で、笑うというより情けないはずなのに、無む性しように可笑おかしかった。笑い過ぎのせいか、それともこれまでの恐きよう怖ふやら無理やら緊きん張ちようやらの糸がまとめてぷっつりと切れたせいか、涙なみだも止まらなくなった。「泣くなよおい」と、直哉が困こん惑わくした表情を浮うかべる。「さっきのは説教じゃなくておれなりに励はげましたつもりなんだぞ、ずっと見ててやるって言ったのも脅おどしじゃなくて──」と、そこでまた噎むせる。堀木は「恐おそろしっぱ女の涙ー」と叫さけんでプールに飛びこみ、上がった飛沫がまた聖たちを濡らす。聖は笑った。「ごめんね」と、泣いて笑いながら直哉に謝った。みぞおちを押したことはもちろんだが、塔でのことも、頼たよらずにいたことも全て含ふくめて。月の光は透とう明めいで、フェンスに留まった白い鳩はとが呆あきれ顔でこちらを見ていた。

（──あなたたちは）

　どこかで誰かの声が、聖に呼びかけた。

（幸せになれるといいわね）










　　　　＊＊＊




　風かざ戸と里り駅東口徒歩十三分、国道沿いに建つ市営住宅『風かざヶ丘がおか団地』（築十年、家賃五万四千円）。明かりの点ついている二階の窓から男子高校生がひとり、上半身を乗り出していた。中肉中背、どこから見ても平へい凡ぼんな地球人少年であるが、実は異次元からの流る民みんである高たか畑はたは、夜空を眺めて言った。

「あれー、変な塔とう、消えちゃったよ。どうせまた天てん箱そう園えん関係の事件だったんだろうけど、第三王女様、大だい丈じよう夫ぶだったかな」

「どうして第三王女が係かかわってるってわかるんだわん？」

「そりゃあ、ナントカ庁長官になった第三王女様は事件現場へ行くだろうし、そもそも塔とお姫ひめ様っていう組み合わせは、ゲームなんかでもよくある一種の決まり事みたいなもんだから──って、栗くり田たの命めい壇だんをつけた犬っころ、何で俺の家にいるんだ？」

「犬っころじゃなくて犬いぬ養かい、恋こい人びとの部屋に入り浸びたる女子高生の演技中だわん。腹が減ったから、ビーフジャーキー買ってこいわん」

「……恋人に言う台詞せりふか……？」







　風戸里駅東口徒歩八分、商店街の裏手に建つコーポ『ハイウインド風戸里』（築六年、家賃六万七千円）。明かりの点いている二階の角部屋に、若い女性がひとり、帰ってきた。背は低めだがスタイルはグラマラス、目め尻じりのやや下がった瞳ひとみを穏おん和わに笑わせて、女性は部屋のドアを開けた。

「ただいまあ。遅おそくなっちゃってごめんね、今日は診しん療りよう所じよが混んじゃったの。お腹なか空すいたでしょう？　晩ご飯、すぐ作るからね」

「お帰り小こ町まち。でもボクは平気だよ。別に食べなくても生きていけるし、宇う佐さ霧ぎりは煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きだから食事は要いらないし」

「肯こう定ていですぴょん、我が主あるじ」

「もう、またふたりとも、そういう人間離ばなれしたことを言って。だからなかなか怪け我がが治らないんだよう」

「あはは、でも小町こそ大変だったね。診療所、忙いそがしいの？」

「うん、今くらいの時期ってね、春先に移住してきた逃とう箱そう者しやの人たちが地球に慣れて、気のゆるむ頃ころなのよ。それで何となくだるいだとか、熱っぽいだとかいう患かん者じやさんが増えるの。異次元人の五月病ってところかしら」

「ふうん。みんないろいろ大変なんだね。そういえばさっき、外に大きな塔が現れたんだ。しばらくしたら消えちゃったけど。ねえ、宇佐霧」

「真実ですぴょん、我が主。方角及および距きよ離りは、菅すが原わら小町が日中勤務している地球人高校付近ですぴょん」

「あらら、何か事件かなあ。でも大丈夫よ、『休きゆう符ふ』が何度か起きていたみたいだから、派は遣けん騎き士しがどうにかしてくれたはずだし」

「ふうん。この次元は賑にぎやかだね。ところで小町、包帯を替かえたいんだけど、新しいのはどこにある？」

「私がやる！　あー、だいぶ治ってきたけどもう少しだねえ……。診療所に来てくれたら、兄さんがもっとしっかり治ち療りようしてくれるんだけど……」

「ありがとう小町。でもボク、病院って苦手なんだ。ねえ、宇佐霧」

「同感ですぴょん、我が主。消毒液のにおいで泥でい酔すいしますぴょん」

「もう、子供じゃないんだからさあ。無む理り強じいはしないけど、せめてしっかりご飯は食べてよ？」

「わかったよ、ボクらは居い候そうろうなんだから君に合わせる努力もしないとね。それにしても小町は、人から何かを剝はぎ取るのが本当に好きなんだね。表情が輝かがやいてるよ。ねえ、宇佐霧」

「同意ですぴょん、我が主。でもいくら剝ぎ取っても、我の中身は閲えつ覧らん禁止ですぴょん」

「いいわよう、宇佐霧ちゃんが私に心を開いてくれるまで待つもの。はあ、でも今日も惜おしいことをしたのよね。学校で『凜りん馬まの系けい譜ふ』と第三王女様に会えたのに、逃にげられちゃって」

「へえ。第三王女か。……吉よし乃の聖ひじりは、元気だったかい？」

「元気よ、見かけによらずわりと足が速くてね──あれ？　夕ゆう凪なぎ姫ひめ様のこと、知ってたっけ？」

「まあね。あ、野菜炒いためのいいにおいがしてきたね。小町はいいお嫁よめさんになれるよ、変な趣しゆ味みさえ直せば。ねえ、宇佐霧」

「保留ですぴょん、我が主」

「やだもう、嬉うれしいんだかひどいんだか」







　風戸里駅西口徒歩六分、閑かん静せいな住宅街に建つマンション『グレースウインド風戸里』（築五年、家賃七万三千円）。明かりの消えている五階の角部屋に、少女がひとり、帰ってきた。細くくびれた腰こしのあたりで、長い黒くろ髪かみが夜風に揺ゆれている。美しすぎる顔に笑えみの欠片かけらすら浮うかべずに、少女はポケットから部屋の鍵かぎを取り出す。

　しかしドアの前には、ひとりの男性が立っている。三十代ほどの男性は、高価そうな白いシャツと黒いズボンに身を包んでいた。

「お帰り、湖こ子こ」

　理知的な顔立ちをした男性が、冷静な声で言った。

「こんなに遅くまで働かせるなんて、第五部隊『護ご彗すい星せい』は人使いが荒あらい。地球派遣騎士は大変だ」

「毎晩帰宅がこの時間になるわけではありません」

　少女が感情のない声で返した。

「今夜は違い法ほう逃箱者の起こした事件の後始末と、報告書作成に時間がかかっただけ。表立っては言えませんが、事件が起きたのは、どこかの迷めい惑わくな第一王子のせいでもあります。そのおもりをしている第二部隊『四し海かい神しん曲きよく』の騎士にも、いくらか責任はあると思われます」

「それは、二に隊たい長ちようを務める私への嫌いや味みととらえていいのだろうか」

「そう思うのなら、そうなのでしょう」

　二隊長と自身を呼んだ男性が浅く頷うなずき、湖子という名の少女を見つめた。

「こうして面と向かって話をするのは、ずいぶん久しぶりになる。荒あら星ぼし王子に追従し、地球に来て何度かお前と顔を合わせる機会はあっても、私的な会話を交かわすことはほとんどないからな」

「お互たがい勤務中ですから、当然のことです。それに私的な会話を交わす必要も、ないはずです」

「血の繫つながった兄妹なのに、寂さびしいことだ」

「思ってもないことを口に出しても、何も意味がありません。映えい次じ兄様」

　深夜のマンションは静まり返り、五階の廊ろう下かにも、ふたり以外には誰だれの姿もなかった。

「湖子」

　勤務時間外で甲かつ冑ちゆうを着けていない二隊長は、派遣騎士の少女に呼びかけた。

「お前に協力してほしいことがある」

「封ふう書しよによる荒星殿でん下かとのデートの打だ診しんなら、いつもお断りしているはずです。もう三千五百回ほど」

「正確には三千七百九十四回だが、今回は別件だ。台だい城しろの家のために、お前の手を貸してほしい」

「私は半ば勘かん当どうされた身です。家とは関係ありません」

「そうは言っても、このままではお前が大好きな果か月づきの長男を、第三王女に取られてしまうぞ」

　湖子が無言で二隊長を見上げた。兄は無表情に妹を見下ろした。

「荒星殿下が急に夕凪姫を『周しゆう夜よ北ほく辰しん』に任命したため、慌あわただしくなってしまった。取り急ぎ用意した『連れん珠じゆ』と砂さ儀ぎ下したの生き残りで、うまくいけば『陽よう后ぐ』の血を政治舞ぶ台たいから消すことができたのだが、駄だ目めだった」

「映次兄様──」

「お前は、今夜の事件の報告書を作ったと言っていたな」と、湖子の視線をそれ以上の渇かわいた目つきで押し返し、二隊長は話し続ける。

「あの逃箱者は、自分に指示を出した人間の名を吐はいただろう。ひとりは第一王子荒星、そしてもうひとりの方は、天てん箱そう園えんであの残党を養子にした家の者だが、指示の出所はその親しん戚せき筋すじ。親戚を辿たどってもまた別の家、更さらに遠えん戚せき、もっと遠い一族に繫がっていて、結局誰が黒幕なのかは自分には全くわからない──そう言っていなかったか」

「その黒幕が、台城なんですね」

「果月の長男に、報告するか？」

「私は派は遣けん騎き士しです。それ以外の何者でもありません」

「だが……果月の長男と、結ばれたいんだろう？」

　妹が黙だまり、兄も黙る。
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　風かざ戸と里り高校球技会の三日目、最終日も、空は完かん璧ぺきな青色に彩いろどられた。

　どの学年のどの競技も試合は順調に消化されてゆき、各クラスの総得点と歓かん声せいは正比例する。順位の低いクラスも、もう勝敗は気にせず純じゆん粋すいに競技を楽しむことにしたのか、あるいは単に自棄やけになったのか、点を入れても入れられても盛り上がる。午前十一時三十分、もうすぐ太陽が中天に達する空の下、校庭の隅すみでサッカーの試合を見学しながら、吉よし乃の聖ひじりはジャージの袖そでで額に浮いた汗あせを拭ぬぐう。このまま夏になってしまいそうな陽気だが、あと半月もすれば梅雨つゆが訪おとずれて、空は一いつ旦たん雨雲に覆おおわれるのだ。

　試合場の方で怒ど声せいと悲鳴が聞こえた。大おお柄がらな男子生徒がサッカーボールを追い回し、敵チームの生徒が逃にげ惑まどっている。それでも一年六組堀ほり木き隆たか宏ひろの動きに、昨日までのどうしようもない暴力性は見当たらない。乱暴であっても人の体を直接攻こう撃げきしないし、ぎりぎりであってもルールは何とか守れている。審しん判ぱんの生徒も何かあれば、遠えん慮りよがちではあるが笛を吹ふいて山さん賊ぞくヘアに警告を出している。そのせいで昨日までのような得点荒あら稼かせぎはもうできないようだが、二位以下を大きく離はなして首位独走中の六組陣じんは、堀木の変化に多少首を捻ひねりつつも、心配はしていないようだった。

「あいつ、大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　聖の隣となりで、『クラスメイト』もそう言った。体操服姿の果か月づき直なお哉やは、見学用のベンチで足を組み、競技中の逃とう箱そう者しやをじっと眺ながめている。腰こしに巻いたジャージの裏側には、昨日と同様に葉は村むらが張りついている。葉村は今日も胴どう体たいにハチマキを結んでいて、「女子の試合になったら教えてね」とさっきから聖に言っていた。

　昨夜の事件の後、堀木は『要よう塞さい』に連行されて洗いざらい罪を告白し、聖に謝罪した。塔とうの中でも自ら打ち明けたが、堀木はまず第一王子荒あら星ぼしから、聖が失しつ脚きやくとなるほどの事件を起こせと命じられていた。更にもうひとり別の人間から、「第三王女と無理にでも結けつ婚こんしろ」という命令を受けたそうだが、その依い頼らい主ぬしのことは堀木本人もよくわからないと言う。堀木に直接命じたのは養父だそうだが、養父は別の誰だれかから指示を受けていたらしい。

　派遣騎士たちは天てん箱そう園えんに連れん絡らくを取って荒星に事実関係を確かく認にんしたが、宮きゆう廷ていに逃げ戻もどっていた第一王子の返答は「何のことだかわからない」の一点張り。荒星が堀木に命令をした物的証しよう拠こもないため、それ以上追つい及きゆうすることはできず、もうひとりの依頼主の尻尾しつぽも摑つかむことはできなかった。

　しかし騎士たちは今回の事件を、それほど深刻な大問題として受け取ってはいないようだった。佐藤が以前聖に言ったように、「政治舞台に現れた新顔を邪じや魔まに思う権力者は、それなりにいる」、からだ。黒幕を正確に突つきとめるのは難しく、結局堀木が咎とがめられることになったのは、礼拝堂における窃せつ盗とうと放火未み遂すい、器物破損、市街地での天使列『嶺れい閉へい』使用、地球への異次元生物持ちこみ、爆ばく蜥せきの駐ちゆう車しや違い反はん──などなど、よくある細かな罪にのみ落ち着いた。

「地球での実じつ刑けいって、やらないんだね」

　校庭の山賊ヘアから隣の半はん袖そでシャツに視線を移し、聖は尋たずねた。直哉が頷うなずき、「逃箱者用の刑務所がないし、地球人専用の方に入れるわけにもいかないからな」と返す。

「だからあいつは刑を受ける代わりに、これから毎日放課後に、礼拝堂とかの逃箱者専用施し設せつで無料奉ほう仕しをさせることになるんだけど……『泉せん廟びよう』にはシスター根ね本もとがいるから、やっぱり大丈夫だろうな」

　よくある細かい罪でも数が多いため、堀木は本来ならば天箱園へ強制送そう還かんされるところだった。だが堀木の場合、やや複雑な事情を背負っていた。今回の件をしくじれば「帰る場所はないと思え」とどちらの依頼主からも脅おどされており、そして実際「天箱園に戻ったらきっと始末される」と堀木は言った。

「けんどよく考えてみたら、ワシは今まで引き取られた家にしがみついていただけで、別に好きでいたわけではなかったげ。地球こつちの学校やら家庭やら、のんきで幸せなのが本当は羨うらやましかったんげ。……ワシはこの次元で生きてみたい。せっかく高い金を出して地球人の命めい壇だんも買ったんじゃら、これからは堀木隆宏としてできるだけ真面目まじめに生きる。そうしないと、いつかあの世に行った時にかあちゃんとばあちゃんからボコボコに叱しかり倒たおされる。だから強制送還は勘かん弁べんしてくれ、これからは地球のために生きますじゃら」と、ざんばら髪がみの逃箱者はぶ厚い両手を合わせたのだった。

　ずっと黙だまって聞いていた佐藤は、親しん戚せきにあたるという巨きよ漢かんに穏おだやかに笑いかけた。「頑がん張ばって下さい。自分の居場所は、他人の好意と自分の意志で作るものだと僕は思いますから」

　そうして違法逃箱者は、派は遣けん騎き士しの監かん視しのもと、一いつ旦たん釈しやく放ほうとなった。果月直哉が今校内にいる理由はそのためであり、直哉が「大丈夫そう」だというのなら、もう監視は終わりなのだろう。直哉は昼休みになったら学校を出て、市内パトロールに戻ると言っていた。そして恐おそらくはもう、風戸里高校へ来ることはない。

「だけどあの元爆ばく蜥せき野や郎ろうがまた何かしてきたら、すぐ言えよ」

　ベンチの背もたれを不ふ機き嫌げんに鳴らし、直哉が言ってくる。聖は苦く笑しようしながら「それこそもう、大丈夫だと思うよ」と答えた。

　元爆蜥野郎、堀木の本名は砂さ儀ぎ下した千ち世よ見みというそうだが、幼少時に偏かたよりすぎた女じよ尊そん男だん卑ぴ環かん境きように育ったせいで、女性不信に陥おちいった（砂儀下一族の女性優位は徹てつ底ていしていて、子供につける名前ですら男性的な響ひびきは排はい除じよするという。旧きゆう姓せい砂儀下の佐藤氷雨は「でも僕は別に、女性不信にはなりませんでしたけどね」と言ったが、葉村に「でも佐藤さん、奥さんと娘むすめさんと飼い犬のマリーちゃんには絶対逆らえないよね」と返されていた）。堀木は強くて怖こわい女が何より苦手のようだが、昨日の聖の能力は、昔の姫ひめ君ぎみの残留思念が絡からんで発揮されたものであるため、「夕ゆう凪なぎ姫ひめの単体意識では、訓練を積んでもああいう使い方は絶対にできないはず」と鳩はと山やまも後で断言していた。

　よって聖は堀木にとって脅きよう威いではないが、男装しているくせに乙女おとめっぽいところは苦手だと面と向かって言われている。もう求きゆう婚こんされないのは非常にありがたいが、聖よりも『凜りん馬まの系けい譜ふ』の外見の方が好みだという堀木の発言を思い出すと、聖の胸には何だか複雑な気持ちが渦うずを巻く。

「やっぱり不安そうな顔してるじゃないか」

　聖を見て直哉が眉まゆを上げたので、聖は慌あわてて首を振ふった。

「ち、違ちがうよ、そういう意味での不安じゃないよ」

「じゃあ黒幕が誰なのか、まだ気にしてるのか？　気持ちはわかるけど、こういう問題はそれなりに身分のあるやつにはつきものだからな。普ふ通つうに構えていて、向こうがまた何かしてきたら思いきり立ち向かってやればいいんだ」

「君は……本当に怖いものなしだね」

　聖が改めて苦笑すると、直哉は「あ、そうだった」とジャージのポケットに手を突っこんで、だしぬけに千円札を引っ張り出した。まばたきをする聖に、ジャージの陰かげから葉村が顔を覗のぞかせて言う。

「学校に来る前に、駅前のＡＴＭに寄ったでしょ。今日は派遣騎士の給料日なんだよ。だから直哉がお札を持っていても、びっくりして卒そつ倒とうしないでね。確かにものすごく違和感はあるけどね──はむぎゃん」

　直哉に叩たたかれて葉村が黙り、騎士はその千円札を真顔で聖の方へ突つき出してくる。まばたきの回数を増やすしかない聖に、直哉は力強く言った。

「昨日の弁当代」

「え？」

「昨日、昼飯をくれただろう。あれだけうまかったんだから、材料費はかなりかかっているはずだ。これで足りるか」

「う、わあ……直哉って結構、律りち儀ぎなところもあるよね……。自転車もちゃんと生徒用の駐ちゆう輪りん場じようにとめたりさ……。代金なんて、別にいいのに」

　本気で感かん嘆たんした聖を睨にらみ、直哉は紙し幣へいと顔を更さらに近づけてきた。

「別によくない。いくらだ」

「だから、いいってば……」

「だからよくない。借りは借りっぱなしにしない。正確な金額を言え。遠えん慮りよや情けなんかかけるなよ、給料日を迎むかえた派遣騎士は無敵なんだ」

「だ、だから本当にいいよ。ご飯とちょっとしたおかずだよ、前の日の夕飯の残りものとかで、費用を計算するのも難しいよ。多分、百円もかかってないんじゃないかな。それに……あんな手て抜ぬきのお弁当でお金をもらったら、ぼくの方が借りを作る感じになっちゃうよ。……喜んでくれただけで、充じゆう分ぶんで……」

「あれで手抜きなの？　聖すごーい！」と、葉村が目を輝かがやかせてヒゲもざわつかせる。

「じゃあ昨日のお弁当より、もっとおいしいものが作れるってことだよね？　素す敵てきだね、天才だね、バリエーションもいろいろあるんだろうね、和洋中プリンとかさ」

「う、うん……。よかったら、また作ろうか……？」

　聖の言葉に葉村がビームに近い眼光を放ち、「聖に通帳ごと渡わたしな！」と直哉のポケットに鼻先を突っこんだ。「何でそうなるんだよこの満月生物！」と直哉が暴れて怒ど鳴なり、葉村も「一生食事の面めん倒どうを見てもらえばいいじゃん、代わりに一生守ってやるとか気の利きいたことも言えばいいじゃんこのぶきっちょ騎士！」と大声で喚わめき、少し離はなれたところにいる他ほかの見学者がこちらに注目する。聖が「だ、だから、お金はいいってば」と両者をなだめていると、笛が鳴って試合が終しゆう了りようした。

「果月さーん」

　砂さ儀ぎ下した千ち世よ見み改め堀木が、丸太のような腕うでを振りながら、どすんどすんと駆かけてきた。背後では子分四人が「反則しないで戦うのって疲つかれるっすー」とバテていた。

「果月さん果月さん、ワシの熱い活かつ躍やく、見ててくれたっすげ。爆ばく蜥せきは天箱園に帰しちまいましたけど、ワシは常に炎ほのおの男でよろしくっちゅうことで──」

「だったら弁当代で缶かんジュースを奢おごる。それでいいな、何が飲みたい？」

　直哉が堀木を無視し、勝手に決定して聖に尋たずねてきた。聖は仕方ないので三度目の苦笑をし、「じゃあ、オレンジジュース」と返す。直哉は持っていた千円札を山さん賊ぞくヘアに突き出し、言い放った。

「堀木、昇しよう降こう口の自じ販はん機きで飲み物買ってこい。オレンジジュースとブラックコーヒー」

「葉村は糖度絶頂甘あま々あまミルクセーキ」

　監かん視しの騎士によいところを見せようとしているだけか、それとも別の理由か、堀木は「お任せ下さいじゃらっ」と愛あい想そのよい返事をした。

　更には何のつもりか嫉しつ妬と深ぶかい目で聖をぎっと睨んでから、堀木は土つち埃ぼこりを巻き上げて校舎の方へ駆けていく。子分たちが「チヨさん、のびのびしていて幸せそうですけどちょっと不気味っすー」と追いかける。試合が終わってタオルで汗あせを拭ふいていた六組の生徒たちは、「堀木をパシリにしたよ、七組の長期欠席者、絶対ただものじゃないね……」と、ベンチの近くで囁ささやいていた。もちろんただものじゃないよと、聖は心の中で頷うなずいてやる。果月直哉は地球派は遣けん騎き士し、しかも給料日を迎えて今は無敵の状態なのだから。

「これで借りは返したからな」

　次の試合の準備が行われている校庭に目を向け、直哉が満足げな伸のびをした。

「こういうことはきっちり片をつけて、常に心の中をすっきりさせておかないとな。聖も指輪、喜んでもらえてよかったじゃないか」

「あ、うん……」

　指先で頰ほおを搔かき、聖は頷く。一時間ほど前、聖は直哉につき合ってもらって学校をこっそり抜ぬけ出し、とある場所へ行ってきた。駅前の宝石店と、礼拝堂で結けつ婚こん指輪を盗ぬすまれてしまった逃とう箱そう者しやカップルの自宅だ。

『連れん珠じゆ』は事件の間に破は壊かいされ、持ち主への返品は不可能となってしまった。壊こわれなかったとしても、あんな恐おそろしく悲しい変へん換かん補助材を、未来のある新しん郎ろう新婦へ渡すわけにはいかない。聖はできるだけデザインの似た指輪を買い、謝罪とともに被ひ害がい者しやふたりへ渡した。費用は地球査察庁の経費から出させてもらった。

　高校のジャージ姿で直哉と宝石店に入ったり、店の人から若すぎる婚約者同士と勘かん違ちがいされたりしたことはものすごく恥はずかしかったが、指輪を受け取った花はな嫁よめは「前のよりセンスがいいみたい」と言ってくれた。「まあ今後に期待しておいてあげるわよ、『周しゆう夜よ北ほく辰しん』さん」とも言って、聖に笑いかけた。

「あの逃箱者カップル、指輪は返ってこないと思ってたらしくってさ、結婚式も六月に延期しちゃったって言ってたね」

　ジャージの裏側に張りついたまま、葉村が聖に言った。

「でも六月の花嫁さんって、こっちの次元では縁えん起ぎがいいんでしょ。事件が起きて、かえってよかったんじゃない？　結果オーライってやつでさ」

「結果はよくても、やっぱり事件はよくないよ……。昨日みたいなことが毎日起きてたら大変だもの。当事者になって、後始末もやってみて、つくづく思ったよ……」

「議会への報告文書、題材は昨日の件にするのか」

　尋ねた直哉に顎あごを引き、聖は自分の膝ひざを意味なく撫なでる。

「少し脚きやく色しよくしないとならないだろうけどね、『この事件には荒星王子が係かかわっていました』って正直に書いたら、いろいろ面倒なことになりそうだから……。ぼくが陰いん謀ぼうに巻きこまれたって話じゃなくて、結婚する人もいて逃箱者は大体みんな地球で幸せになろうとしていますとか、犯罪に走る人がいても、派遣騎士が地球と逃箱者の平和のためにすごく頑がん張ばってますとか、最初だからそういう報告にしようかなって思ってるんだ。ぼくが天箱園のことを知って、初めに感じたこともそうだったから。……小学生の感想文みたいで、子供っぽいかな……？」

　自分の意見を口に出すのは少々気き恥はずかしかったが、聖が言うと直哉はあっさり「いいんじゃねえか」と返し、足を組み替かえた。

「長官がそう言うなら、おれたちは今まで以上に張り切って取り締しまりをするだけだ」

「あ、りがとう……」

「おれは報告書は苦手だけど、佐藤や湖こ子こは書き慣れてるから、わからないことがあったらあいつらに聞くといい」

「あ、う──あのさ直哉、湖子さんって……」

　太陽の下なのに寒気を感じつつ、聖は何となく小声で尋ねた。

「……湖子さん、ぼくのこと怒おこってなかった？　昨夜は『要よう塞さい』に戻もどってから忙いそがしくて、声をかける暇ひまもなくって、結局謝らないで帰っちゃったから……」

「謝るって？」

　直哉が眉まゆを寄せながら、ごみでもついたのか、親指の先で口元を払はらう。その唇くちびるを見て、聖の中で緊きん張ちよう度が上じよう昇しようする。「……塔とうの中でぼく、湖子さんのことを気絶させちゃったでしょう」と答えつつも、本当は昨日、湖子をもっと怒おこらせるような行こう為いをプールサイドでしそうになったのだと思い出したら、冷や汗が止まらなくなった。

「お前、そんなこと気にしてたのか」

　聖の汗の意味を恐らくは正しく理解しないまま、直哉が肩かたを大きく上下させた。

「加害者に蹴けっ飛ばされたり、助けようとした被害者に引っかかれたり、派遣騎士をやってればよくあることだ。いちいち恨うらんでる暇があったら、剣けんを振ふって腕うでを磨みがいて、騎士団長賞・金きん一いつ封ぷうくらい狙ねらえるかもしれないなこりゃってほくそ笑むさ」

「で、でもさ、誰だれもが直哉や今日の天気みたいに、すっからかんに晴れ渡わたってる性格じゃないはずだから、気にしちゃったり根に持っちゃったり、相手に負けるもんかっていう思いが危険な方向に行っちゃったりとか……」

「何だお前、そのすっからかんって」

　直哉はじろりと聖を見た後、ふっと息を吐はいて言った。

「心配するな、湖子はそんなことをするやつじゃない」

「そ、そう……」

　よくわかってるんだね、という言葉を、聖は苦労してのみこんだ。葉村がなぜか「はむみん」と笑った。

　審しん判ぱん役の生徒が、ゆるく笛を吹ふいた。次の試合に出場する選手が集まり始め、応おう援えん要員と観客が試合場の周囲を賑にぎやかに埋うめていく。これで午前中の試合は最後、出場チームの一方は上位を狙っているのか、気合いを入れている様子がよくわかる。もう一方のチームは、みなどこか疲つかれ気味に肩を落としていた。一年七組、聖のクラスメイトたちだった。

「今いま更さらだけどこの球技会、どんなルールなんだ？」

　聖にそう尋たずねた直哉は、朝礼台の横にある掲けい示じ板ばんの方を見ていた。掲示板には、現時点における各クラスの総合得点が、大きな手書きの数字で記されている。一年七組の総得点数は、二。ぶっちぎりの学年最下位だ。首位の六組はこれまでに二百五点もの点数を稼かせぎ出し、二位のクラスに百点以上の差をつけている。昨日までの得点王・堀木の猛もう威いがおさまったところで、優勝候補に揺ゆらぎは全くないようだった。

　掲示板を見る直哉の視線が妙みように強いことを気にしながら、聖は簡単に説明をした。

「各種目で一試合ごとに取った点数を、全部足していくんだ。それで今日の試合が終わった時に、合計点の一番高かったクラスが優勝」

「何で元爆ばく蜥せき野や郎ろうのクラスが二百五点で、おれが一応所属しているクラスは二点なんだ」

「それは……まあ、ぼくたちのクラスの人たちが、どちらかといえば運動神経が鈍にぶいからで……」

「おれはお前のクラスの連中をよく知らない。あそこでやる気なさそうに並んでいるのは、勝利はよくないものだとか、個人的な思想があるのか」

「そんなことないよ、そりゃ優勝できたら嬉うれしいだろうけど、今からじゃもう無理だし、そもそもみんな初日から諦あきらめていて……あ、直哉？」

　突とつ然ぜんベンチから立ち上がった直哉を、聖は慌あわてて見上げた。もう帰ってしまうのかと思ったが、背筋を真っ直ぐ伸のばした体操服の派は遣けん騎き士しは、やけに真しん摯しな眼まな差ざしで校庭を見つめて言った。

「学校行事に大して興味はないが、負けるのは嫌きらいだ」

「へ？」

「おれのクラスに勝とうなんて、百兆年早い」

　校舎の方から、ジュースの缶かんを抱かかえた堀木が戻ってきた。試合場では審判が呼びかけをし、両チームの生徒が整列を始める。直哉は聖を堂々と見下ろし、口を開いた。

「おれは昼休みには学校を出る。もう、来ることもないと思う」

「あ、う、うん。ちょっと、寂さびしいけどね……」

「今から始まる試合で三百点くらい入れたら、優勝できるか？」

「……は？」

「一試合で三百点。そうしたら六組を余よ裕ゆうで突つき放して首位に立てる。午後からどこにも追い抜ぬかれなければ、優勝できる」

「ちょ、ちょっと待ってよ、三百点って、一試合で？　直哉、サッカーやったことあるの？　そんなに何点も入れられる競技じゃないんだよ。まあ……もしかしたら天てん箱そう園えんのサッカーはそうなのかもしれないけど、地球人高校の球技会で天使列を使うのは……」

「そんなずるいことをするわけないだろう。地球人レベルの運動能力で、公平に勝負を挑いどむ。それで勝つ」

「でも、さすがに三百点は……」

「お前、やけに疑うな。おれを誰だと思ってるんだ」

　直哉が不服そうに聖を見る。聖は一秒ほど硬こう直ちよくした後、笑えみを添そえて答える。

「……無敵の──無敵で頼たよれる、派遣騎士」

「頼れる」の部分に虚きよをつかれたのか、直哉は頰ほおの色をほんのわずかに染めたが、すぐに鼻を鳴らして不敵な笑みを浮うかべた。そうして腰こしに巻いたジャージの上着を外し、葉村ごと、聖の方へ軽く投げてくる。大おお股またに試合場の方へ歩き出す。クラスメイトのざわめきは、程なくして大だい歓かん声せいに変わった。

　入いり江えと大おお竹たけの上げた黄色い声が広告代わりとなって、他のクラスの生徒たちもたくさん集まってきた。勝敗の賭かけに参加していた高たか畑はたが、「さっきの取り消し、やっぱりうちのクラスに購こう買ばいのパン十個！」と早口で叫さけぶ。堀木は自分のクラスの優勝が危ないとも知らずに、ジュースの缶を叩たたき合わせて子分と一いつ緒しよに応援を始めた。

　風が吹き、校庭のあちこちで緑の葉が軽かろやかな音を立てる。聖は堪こらえきれずに噴ふき出して、腕うでの中の葉村と歯を見せ合う。やっぱりあの騎士は元気な姿がよく似合う。そしてぼくは、そんな君を見ていたいと願うんだ。こっそりとでも、いつだって。

　試合開始の笛の音が、校庭に響ひびき渡わたった。







　あとがき







　今回のあとがきはページの都合上一ページしかないのですが、みっちりもっちり愛と感謝と宣伝をさせて頂くつもりまんまんで参上した椎野美由貴でございます。みなさまのおかげさまで『螺旋のプリンセス』略して『螺旋プリン』は、このたび第二巻目を発売させて頂くことになりました！　本当にありがとうございます。瀬田ヒナコさんの素す敵てきなイラストに惹ひかれて二巻で初めて『螺旋プリン』を知ったという方は、ぜひぜひ本屋さんで一巻を探してみて下さいね。ハムスター率百二十パーセントでお贈おくりしておりますので（謎なぞ）。

　そんなこんなで素晴らしいイラストで本作品を彩いろどって下さる瀬田ヒナコさん、今回もありがとうございます。堀ほり木きのラフを拝見した時、「あんな綺き麗れいな絵を描えがかれる方にこんな恐おそろしい男を描かせてしまったなんて……」と右往左往してしまいました、すみませんっ（でもお気に入りです☆笑）。いつもハートフルでピースフルな担当編集Ｓ本様をはじめ角川書店のみなさま、制作から販はん売ばいまで携たずさわって頂いた全すべての方々、そして読者さまにとびきりの感謝をこめまして──。みなさまの毎日が少しでも、前より更さらに明るく輝かがやきますようにっ！





二〇〇七年十一月吉きち日じつ　　椎野　美由貴　　



























カバー・口絵・本文イラスト／瀬せ田たヒナコ
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螺ら旋せんのプリンセス




② 秘ひ密みつの塔とうの眠ねむり姫ひめ








椎しい野の美み由ゆ貴き
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